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　十二月十日は、俺たち兄妹きようだいにとって、特別な日だった。

　俺たちの新作ライトノベル『世界で一番可愛かわいい妹』第二巻かんの発売日。

『世界妹セカイモ』漫まん画が版ばんの第一話が、月げつ刊かん漫画雑ざつ誌し『コミックマジカル』に掲けい載さいされた日。

　和泉いずみマサムネの作品に対し、ずっと辛からい評ひよう価かをしてきた友人の書店員に、ついに『面おも白しろい』と言わせることのできた日。

　そして──妹の誕たん生じよう日び。

　俺の妹・紗さ霧ぎりは、部屋からちっとも出てこない『引きこもり』のままで、それでもイラストレーターとして、クラスメイトとして、妹として……多くの人々に祝福され、このたびめでたく歳としをひとつ重ねた。

　インターネットを使った、盛せい大だいな誕生日動画配信。

　そのあとにあった、兄妹だけの、ささやかな誕生日会。

　たくさんのプレゼントに囲まれて、十三歳になった妹は、とても幸せそうにしていたっけ。

　その姿すがたと表情は、きっと永えい遠えんに忘わすれることがないだろう。

　それが、つい、昨日のこと。

　一夜明けた今日は、十二月十一日である。




　ステータスが更こう新しんされたので、改めて自じ己こ紹しよう介かい。

　俺、和泉正まさ宗むね／十六歳／高一／ライトノベル作家『和泉マサムネ』。

　妹、和泉紗霧／十三歳／（年ねん齢れい的てきには）中一／引きこもりイラストレーター『エロマンガ先生』／銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がん、絶ぜつ世せいの美少女。

　妹が歳をひとつ重ねれば、兄もまた、ひとつ歳を重ねる。

　近づいたと思えば、すぐにまた離はなれてしまう。

　永遠に距きよ離りの縮ちぢまらない追いかけっこ。

　まるで、俺たち兄妹の関係みたいだ。

　いや、そんな比ひ喩ゆは適てき当とうじゃないか。〝歳の差〟とは違って──こっちは、まだ希望がある。

　何度するりと逃にげられても、どんなに妹のことがわからなくても、諦あきらめなければ、きっと兄妹の距離は縮まっていく。

　いつか、ちゃんとした兄妹になれる……はずだ。

「紗霧～、朝ごはんだぞっ！　おっ、十三歳になったら、さらに可愛くなったなあ！　記念に写真を撮とろうぜ！　スマホの待ち受け画が像ぞうを更こう新しんしたいんだ！」

『開かずの間』の扉とびらを押おし開けた体たい勢せいの妹は、朝食の盆ぼんを持つ俺を見上げ、じとっと瞳ひとみを半目にする。

「だめ……兄さんが、えっちだから」

「え!?　俺、なんかした!?」

　驚おどろいて問うと、紗さ霧ぎりは、かぁ、と頰ほおを赤らめ、

「……私の画が像ぞう……スマホの待ち受けにするのやめて」

「それはできない。なぜなら俺の力の源みなもとだから」

　真顔で言った。すると妹は、さげすむような声でこう呟つぶやく。

「………………へんたい」

　ぞくぞくしちゃうね。

「変へん態たいじゃない。妹を想う兄あに貴きならば、当然のことだ」

「へんたいだもん。だって……」

　紗霧は、もじもじとためらってから、きっと俺をにらみつけた。

「昨日、お誕たん生じよう日び会かいのあと…………寝ね落おちした私に、えっちなことしたでしょ」

「してないよ！」

「した」

「なんで断だん言げんするんだよ！　たとえ俺が眠ねむった紗霧にえっちなことをしたんだとしても！　オマエ自身が寝ちゃってたら、わかんないだろうが！」

「！　や、やっぱりしたんだっ！」

　びしっと俺の顔を指さしてくる紗霧。

　真っ赤になりながらも、どこか嬉うれしそうに見えるのは、俺の気のせいだろうか？

「してないって！　絶ぜつ対たいしてない！　してないったらしてないっ！」

「兄さんがそうやって、何度も必死に否ひ定ていするときは、『した』ってことだから」

「そ……ッ！　それは確たしかに図星だけれども！　今回は本当にしてないっ！」

「…………ほんとに？」

「ああ！　信じてくれ！　だっこして、ベッドに寝かせて、布ふ団とんをかけて、ちょっぴりホッペタつんつんしたけれども──」

「……そ、そんなくわしくゆわなくていいっ」

「──いかがわしいことは、いっさいしてない。命をかけて」

「……ふーん。……………………してないんだっ。あっそうっ、してないんだっ」

「なんで余よ計けいに怒おこるんだよ──信じてないのか？　俺が妹に、そんなことするわけないだろ！」

「出てって」

「──はい？」

「ごはん食べるから、出てってって、ゆった」

　おそろしく醒さめた口く調ちようで告げる紗霧。

「出てってっ！　いますぐっ、私の前からいなくなってっ！」

「お、おい……いてっ」

　妹は、むすっとした不ふ機き嫌げん顔で、俺を、部屋の外に押おし出していく。

「わ、わかったって……」

　俺は、いつものように妹の部屋──『開かずの間』から追い出されてしまう。

　背はい後ごで、ばたんと扉とびらが閉しまり、

「……………………ばか」

　俺を罵ば倒とうする呟つぶやきが、最後に聞こえた。

　まったく意味がわからないやり取りだった。紗さ霧ぎりは、ときおりこうなるのだ。

「くそう……少しは距きよ離りが、縮ちぢまったと思ったのに」

　なぁ、紗霧……俺たち……いつか、ちゃんとした兄妹きようだいに……なれる、よな？




　日本という国において、十二月といえば、イベントが目め白じろ押おしの月である。

　俺にとっては、『妹の誕たん生じよう日び』こそが最重要イベントだったわけだが。

　クリスマス、冬休み、大みそか、お正月……とまぁ、まだまだ色々残っている。

　だが哀かなしいかな、俺には帰る田舎いなかもなく、聖せい夜やをともにすごす彼女もいない。

　そんなラノベ作家であるこの俺は、授じゆ業ぎよう中ちゆう、黙もく々もくとノートを取りながら、

「次の巻かんは、クリスマスネタとかやろうかな……」

　ナチュラルにそっちの方向へと、意い識しきがいってしまうのであった。

　平へい穏おんな日にち常じようである。かねてから懸け念ねんしていた『和泉いずみマサムネの正体バレ』の件けんは、いまのところ学校では問題になっていない。

　ただ、まぁ……とはいっても。

　バレてるやつには、バレてるんだろうな。

『マスク剝はぎデスマッチ』。

　いまや大人気生なま主ぬしであり、超ちよう有名イラストレーターでもあるアルミ先生が、初めてみんなの前で素す顔がおをさらしたあのとき。

　俺は、同じ番組にゲスト出しゆつ演えんしていたのだから。

『学校で俺・和泉正まさ宗むねの顔を知っている連中』全員が、十二月十一日現げん在ざい・再さい生せい数すう五十万回を超こえているあの番組を観ていなかった──それはさすがに、むしがよすぎるってもんだろう。

　それでも、『おまえラノベ作家だったんだ！』とか『アルミちゃんを紹しよう介かいしてよ！』とか、ぐいぐい言ってくるようなやつは、いまのところ出てきていない。

　良い傾けい向こうである。学校で、そんな話をしたくはない。

　もしかしたらこのクラスにも、俺の正体を知ったやつがいるかもしれない。

　が、ぜひともそのまま黙だまっていて欲ほしいものである。

　やがてチャイムが鳴り、放課後になった。

　教室に、がやがやとした喧けん噪そうが満ちていく。話題の中心は、やはりクリスマスのことが多いようだ。彼氏彼女がいる連中はもちろん、特定の相手がいないやつらも『クリスマスイベントがどうのこうの』『クリスマスライブがどうのこうの』──などと話している。

　みんな、色々あるのだろう。

「さて、帰るかな」

　特に用もないので、さっさとかわいい妹の待つ家に帰ろう。

　鞄かばんを持って立ち上がったときだ。

　ざわっ──と、ひときわ大きなざわめきが起こった。

『おい……あれ』『うわっ、すげえかわいい子じゃん！』『き、金きん髪ぱつ!?　本物!?』

『誰だれ？』『どこの制せい服ふくだろ……？』『えっ、教室入ってきちゃってるけど……』

　教室の入口付近、ざわめきの方に目をやると──

「げっ!?」

　俺の平へい穏おんな学園生活を脅おびやかす、金髪の悪あく魔まがそこにいた。

　──エルフ!?　なんでここに！

　以前、荒あら川かわ河か川せん敷しきで着ていたものと同じ、中学校の制服を着ているエルフは、クラスの視し線せんを釘くぎ付づけにしたまま、スタスタ教きよう壇だんへと歩いていく。

　おもむろにチョークを持って、

　山やま田だエルフ、と、黒板に名前を書いた。

　さっそうと振ふり返ったエルフは、堂々と名乗りを上げる。
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「転校生の山やま田だエルフよ！」

　──なに言ってんだこいつ!?　なに言ってんだこいつ!?

　目の前の事じ態たいに、まったくついていけず、俺はひたすら混こん乱らんする。

　クラスの連中も同様で、『転校生？』『え、エルフ？』などとオウム返しのようなリアクションしかできていない。

　呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくしたまま見ていると、エルフはやおら俺と目を合わせ、わざとらしく驚おどろいた。

　俺の顔を指さして、

「あっ、あんた！　あのときの！　なっ、なんでここにいるのよ！」

「それは俺の台詞せりふだ！　おまえこそなんで俺の教室で意味わからん小こ芝しば居いやってやがんだ！」

　全力でツッコんでから、しまったと思った。

　教室中の注目が、俺に集中したのがわかる。

　俺の問いを受けたエルフは、腰こしに手を当てふんぞり返った。

「ふふんっ、ラノベでは定番の『転校生イベント』よ！　取材と実験を兼かねて、ラブコメヒロインっぽい登場をしてみたの！　どうっ、ドキドキしたでしょ？」

「めちゃくちゃビックリしたよ！」

　おまえの期待とは違ちがう意味でな！

「くふふっ、そうでしょう！　そうでしょう！　もっと得意げにしてもいいのよ？　みんなから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを受けて、気持ちいいでしょう？」

「おまえな……」

　美少女転校生ヒロインが、周囲の視し線せんを釘くぎ付づけにしながら教室に現あらわれ、主人公を名指しする──確たしかに、このシチュは、学園ラブコメなどでよくあるかもしれない。

　実じつ際さいにやられてみると、嬉うれしくねえな。

　こんなの、絶ぜつ対たいあとで『どういうことなんだ！』って詰つめ寄よられるに決まってるじゃん。流れでラノベ作家だってことがみんなにバレるじゃん。

　俺の平へい穏おんを返してくれよ！

　俺は、慌あわてて席を立ち、エルフの腕うでを引いて、教室の隅すみっこまで連れて行った。

　こそこそと小声で問う。

「エルフ、本当になにしに来たんだ？　派は手でに登場したかっただけ……ってわけじゃないんだろう？」

「くふふふ……えっとねぇ」




『和泉いずみの知り合いだと……？』『いったいどういう関係なんだ……？』

『山田エルフって……』『あ、オレ知ってるかも。この前ニコ生で──』




　うわあああああああああああああ！　ちっくしょう！　もう逃にげたい！

「エルフ……早く用よう件けんを言え。俺はめちゃくちゃ焦あせっているぞ」

『ヤバイ、どうしよう』のリフレインを脳のう裏りで響ひびかせながら、俺はエルフを促うながした。

　すると彼女は、すぐ間近で俺と目を合わせ、それはもう嬉うれしそうに言う。

「マサムネ、わたしとクリスマスデートしましょう♪」

　俺はエルフの手を引き、全力でその場から逃とう走そうした。




「はぁっ、はぁっ……ふぅ、ここまで来ればもう大だい丈じよう夫ぶか」

　俺は、ハンカチで額ひたいの汗あせをぬぐい、一息つく。

　後ろを振ふり返ると、エルフが軽く息を弾はずませながら、顔を赤くしている。

「……くふふ、もぉ、そんなにわたしと早くふたりきりになりたかったの？」

「違ちがう。……ったく、どーすんだよ。明日、クラスの連中になんて説明すればいいんだ」

「『超ちよう美少女の彼女で羨うらやましいだろ』って言いなさいよ」

「クリスマス直前、彼女のいない男子たちの前でか？」

　殺されてしまうぞ。

「さて、これで美少女ヒロインが突とつ然ぜん転校してきたとき、普ふ通つうの高校生たちがどんなリアクションをするのか──リアルな取材データが得られたわ」

「人の話を聞けよ」

「あんたのラノベ主人公的リアクションも含ふくめて、わりとテンプレからは外れていない感じだったわね」

「そのテンプレとやらを初めて書いた人が、きっと有ゆう能のうだったんだろうな」

　誰だれが考えたのか知らないが、いわゆる『テンプレ』『王道』展てん開かいと言われるものを作り出した先せん人じんたちは偉い大だいである。誰でも簡かん単たんに使えて、超強力。エルフではないが、物語作成に必ひつ殺さつ技わざなんてものがあるとすれば、これこそがそれだろう。

「……まぁ、とりあえず……帰るか」

「そうね、このまま仲良く手をつないで帰りましょうか」

「!?　あ、悪いっ」

　俺は、ドキッとして、教室からずっとつないだままだった手を放す。

「………………」

　エルフは、俺と離はなれた自分の掌てのひらを、じっと眺ながめていた。

「…………………………」

　妙みような沈ちん黙もくを抱かかえたまま、俺たちは帰き途とを歩いていく。半なかばまで到とう達たつしたあたりで、エルフが数分ぶりに口を開いた。

「ってわけで、どこに連れて行ってくれるのかしら？」

「は？」

「クリスマスデートよ、クリスマスデート！　再さ来らい週しゆうまでに、あんたがプランを考えて、このわたしをエスコートするの！」

「俺、クリスマスは、家から出ないぞ」

「？　えっと……それって……部屋デートってこと？　……あっ！　ま、まさか……っ」

　エルフは、勢いきおいよく俺から離れ、自分の身体からだを抱だきしめた。

　かわいい顔を、かぁぁ……と、羞しゆう恥ちに染そめて、

「このエロ！　エロマサムネ！　く、クリスマスイブだからって……い、いきなりそんな！」

　どんな勘かん違ちがいをしてやがんだこのバカ。

「おまえが何を言ってんのかサッパリわからんが──俺、クリスマスは家で妹と過すごすんだよ。ケーキでも買ってきて、さ」

「えっ？　わたしに対して、電でん撃げき文ぶん庫こではお見せできないよーなヨコシマな行こう為いをしようと企たくらんでいたんじゃないの？　楽しくキルタイムなコミュニケーションしたいんじゃないの？」

「誰だれがするか、誰が」

　なんだその奇き妙みような言い回しは。

　エルフは、ぷぅ、と頰ほおをふくらませる。

「あっそ、ふーん、妹と……ね。このシスコン」

「ほっとけ」

「あのさぁ、マサムネ。エロマンガ先生は、別にあんたがいなくたって、ネットのみんなと楽しくクリスマスを過ごす予定なんじゃないかしら？」

「そうかもな」

　誕たん生じよう日びのときも、そうだった。動画配信して、ファンや他のイラストレーターたちと一いつ緒しよに、絵を描かいたり、お喋しやべりしたりして──楽しくお祝いされていた。

「『紗さ霧ぎり、お兄ちゃんが一緒にクリスマスを過ごしてやるぞ』──なーんて言ったらさあ、超ちよう冷たく断ことわられちゃうような気がするケド？　逆ぎやくに、あんたがひとり寂さびしく聖せい夜やを過ごす羽は目めになる未来が見えるわ」

「……そ、そうかもな」

　もしかしなくても、俺がクリスマス当日家に居いたって、紗霧はあまり喜ばないかもしれない。

　変な気を遣つかうなって怒おこられてしまうかもしれない。

　それでも、想そう像ぞうしてしまうのだ。

　十二月二十四日、ネットやらテレビで、クリスマスの特集とかやってんのに……自分は引きこもりだから、どこにも出かけられなくて。

　一人寂しく、誰もいない家で過ごす──紗霧の姿すがたを。

　それは嫌いやだな……って、思ったのだ。

「………………ふん。それでも意思は変わらない、と」

　エルフは、俺の心を見み透すかしたように、顔を覗のぞき込こんでくる。

　両手を大きく広げて、こう言った。

「いいわ！　じゃあ、みんなを呼よんで、クリスマスパーティを開きましょう！」




　そんな提てい案あんをされた同日のことである。

「おにーさんっ、クリスマスパーティやりましょうよ！」

　俺は、似にたような台詞せりふを、もう一度聞くことになった。

　言ったのは、紗さ霧ぎりのクラスメイト──コミュ力最強のお節せつ介かい委員長こと、神じん野のめぐみ。

　明るい茶ちや髪ぱつの制せい服ふく姿すがた、活力に満ち満ちた笑顔。妹とはタイプが違ちがうが、彼女もかなりの美少女である。

　インターホンが鳴って、玄げん関かんに出るとめぐみが立っており、開口一番この台詞を口にしてきた、という次し第だいだった。

　いきなりの展てん開かいに、俺は目をぱちくりとさせてしまう。

「クリスマスパーティ？」

「そうですッ！　ほら、昨日のお誕たん生じよう日び会かいは、先を越こされちゃったじゃないですか」

　ネットのみんなに、だ。

　昨日、めぐみは紗霧の誕生日を祝うため、うちにやってきたのだが──ちょうど紗霧が、ネットで『お誕生日動画配信』をやっていたので、会うことができなかったのである。

　だから彼女は、今日、改めて紗霧に『誕生日おめでとう』を言いに来たのだろう。

　そう思っていたのだが──実じつ際さいそれもあるのだろうが──まさか、クリスマスパーティとは。

　めぐみは、得意げに指を立てて言う。

「前回の失敗を踏ふまえ、今回は、あらかじめ和泉いずみちゃんと約束をしておこうかなーって」

　ぴょん、と、ジャンプで一歩近づき、あざといポーズで俺を見上げる。

「というわけなんですがっ！　どーでしょーかっ、おにーさんっ♡」

「え、えーと」

　か、顔が近いんだよこいつ！

　ほぼ色いろ仕じ掛かけに近い体たい勢せいである。俺は、一歩大きく後こう退たいしてから、

「クリスマスパーティってことは、二十四日？」

「はい、そのつもりですよ」

「おまえスケジュール大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あ～」

　めぐみは、俺の言わんとしたことを察したらしい。ぱちんと色っぽいウインクを返してきた。

「お気き遣づかいありがとうございますっ！　いま、あたし、カレシとかいないですしぃ～、友達とは二十五日にパーティやるんでぇ～、大だい丈じよう夫ぶですよっ！」

「へえ、そっか」

「ホッとしました？」

「してねーよ」

　つーかこいつ、毎回毎回、その気もないのに脈アリっぽいそぶりをしやがって……。

　俺は、めぐみの発言をスルーして、クリスマスパーティについての検けん討とうを進める。

「ええっと……めぐみは、二十四日にクリスマスパーティをやるつもりで、二十五日は忙いそがしい、と。でも、あいにく紗さ霧ぎりも俺も、二十四日は先約あるんだよな」

「え？　引きこもりなのに先約が？」

「悪いのかよ！　引きこもりにクリスマスの予定があったっていいだろ！」

　エロマンガ先生がこの場にいたら、同じ台詞せりふを叫さけぶであろう。

　めぐみは臆おくせず、指をあごに当てた。

「ふうん？　また、『ネットの友達』と──ですか？」

　ちなみにめぐみは、紗霧がエロマンガ先生であることを知らない。

　紗霧については、『絵を描かくことが好きで、ネットで活動をしている』──程てい度どの情報しか明かしていない。

　ふふん、ようし……ここはいっちょ、めぐみを悔くやしがらせてやろう。

　俺は、自じ慢まんげな口く調ちようで返事をする。

「いや、二十四日は、うちで友達とクリスマスパーティをやるんだ」

『紗霧と一番に友達になること』にこだわっていためぐみなら、きっと『ぐぬぬ』となるはずだ──と思いきや。

「あ、もしかして」

　意外とあっさりしたリアクションである。めぐみは、ぱん、と軽く手を叩たたき。

「この前言ってた、『和泉いずみちゃんと境きよう遇ぐうの似にてるお隣となりさん』のことですか？」

「そういえば、たかさご書店で待ち合わせをした日に、そんな話をしたっけな」

「ええ、あたしが、ともちゃんに未完結ラノベをたくさんオススメされたときのことですよ」

　あったね、そんなことも。

『和泉ちゃんと境遇の似てるお隣さん』──言わずもがな、山やま田だエルフ先生のことである。

「はいはい、にゃるほどにゃるほど……ふむふむ……そういうことなら、ちょうどいいです」

　めぐみは、そこで、にこっと元気よく片かた手てを挙あげ──

「じゃあ、そのパーティ、あたしも参加しますっ」

　当たり前のように、とんでもないことを言い出したのである。

「……ええっと──」

　当然、断ことわるつもりだったのだ。

　だって、どう考えたってマズいもんな。

　エルフ提てい案あんのクリスマスパーティが実じつ現げんしたとして。

　参加メンバーはたぶん、エルフ、エロマンガ先生、ムラマサ先せん輩ぱい、シドーくん、アルミ先生とか、そんな感じになるだろう。

　あの変人クリエイター集しゆう団だんと、トラブルメーカーめぐみとを、引き合わせたりしたら──

　ああもうっ、考えるだけでメンドくさい！

　どんなヤバい化か学がく反はん応のうが起こることやら、わかったもんじゃねぇ。

『エロマンガ先生の秘ひ密みつ』が、めぐみにバレてしまうきっかけになるかもしれないしな。

　さて、どうやって断ことわろうか。

　断りの文もん言ごんを口内でさまよわせていたところ、予想外の出来事が起こった。




「クリスマスパーティに参加したいですって！　そのお願いは、マサムネじゃなくて、主しゆ催さい者しやたるこのわたしに言いなさい！」




　俺の背はい後ごから、面めん倒どうごとの化け身しんが大登場しやがったのである。

　中学校の制せい服ふく姿すがたのエルフだ。

　そういえば、こいつ、あの『教室乱らん入にゆう事じ件けん』のあと、そのままうちに来て、俺の部屋で漫まん画がを読んでいたんだった……！

　バァーン！　と、でかい効こう果か音おんを背せ負おって現あらわれたエルフ大先生に、めぐみはパチクリとまばたきする。

「おにーさん、誰だれですか？　このかわいい娘こ」

「………………」

　俺は、すばやく思案した。正直に答えても大だい丈じよう夫ぶかどうか。俺の正体がライトノベル作家『和泉いずみマサムネ』であることは、すでにめぐみにバレている。

　そして、邪じや悪あくなる書店員・智とも恵えの陰いん謀ぼうによって、いまのめぐみには、ライトノベル入門レベルの知ち識しきが備そなわっているはずだ。

　と、くれば──ここでエルフを紹しよう介かいしても、すぐに問題が発生することはない、のか？

「ええっと、こいつが、さっき話していた『紗さ霧ぎりと境きよう遇ぐうの似にてるお隣となりさん』で──」

「我わが名は、山やま田だエルフ！　和泉マサムネの、最愛の伴はん侶りよにして主あるじよ！」

　前ぜん言げん撤てつ回かい、問題が発生しないわけがなかった。

　なんだよそのはっちゃけた自じ己こ紹介は！　相手は普ふ通つうの女子中学生なんだぞ！

　こんなん聞かされて、めぐみはさぞやドン引きしていることだろう……と思いきや、

「あ～、あなたが山田エルフ先生ですかっ！　こちらでは初めまして、その節はどーもっ♪」

　めぐみは、ぺこりとお辞じ儀ぎをしたのである。

　というか、

「あれ……もしかして、二人とも、知り合い？」

　俺は、めぐみとエルフを見み比くらべて問うた。エルフが当とう惑わくして首を振ふる。

「しょ、初対面よ。えっと……どこかで会ったかしら？　その節って？」

「あやや、覚えてません？　あたし、神じん野のめぐみっていいます」

「？　神野めぐみ……ど、どこかで聞いたような名前ね……どこだったかしら……そこはかとなく嫌いやな感じが……」

「ホラあ、この前、ツイッターで話しかけたじゃないですかぁ──」

「あ！　……ああぁあぁっ！」

　エルフが、思い当たったとばかりに声を張はり上げる。

　わなわなと震ふるえた指で、めぐみを示しめし、

「『神野めぐみ』って！　あんた！　あのときの無ぶ礼れい者もの！」

　エルフは、ギリギリと歯を食いしばり、めぐみをにらみつけている。

　一方めぐみは、あっけらかんとした笑顔のままだ。

「あはっ、無礼者だなんてぇ、もぉ～いつの時代の人ですかぁ」

　まったくそのとおりなのだが、いまいち状じよう況きようが読めない。

　俺は、眉まゆをひそめて、めぐみに問うた。

「おい、めぐみ。おまえ、エルフになにやったんだよ？」

「えー？　『エルフせんせーの本読みましたー、お友達になってくださーい[image: ]』って、話しかけただけですよう、ツイッターで。──そしたらぁ、なんかぁ、ブロックされちゃってぇ」

「あ、あんたが的てき確かくにわたしを煽あおってくるからでしょうが！　『エルフせんせーの本って大人気なんですねー、ブ●クオフにイッパイありましたよ！』とか、『セールで一冊さつ百円だったから、全ぜん巻かん揃そろえちゃいました♪』とかッ！　失礼すぎるでしょ！　そりゃブロックもするわよ！」

　ほんと、よくまあこの無む神しん経けいさで、友達五百人も作ったよな、めぐみのやつ。

　他人の感情を揺ゆさぶるのに長たけている──という見方をすれば、だからこそ、というべきなのかもしれないが。

「むしろめぐみに煽られたおまえが、ブロックという、比ひ較かく的てきまともな対たい応おうをしていたことが驚おどろきなんだが……」

　エルフのことだから、簡かん単たんにキレて、フォロワーとみにくい口くち喧げん嘩かを繰くり広げそうなものなのに。そんでもって、たやすく炎えん上じようしそうなイメージあるのに。

「自作のアニメ化が近いからね！　ぐっと堪こらえて我が慢まんしたわ！」

「えらいじゃないか」

「そうでしょ！　もっと褒ほめなさい！」

「えらいえらい。よく我慢したな」

「うん！」

　子供っぽい口く調ちようで、破は顔がんするエルフ。つい、頭をなでてやりたくなった。

　それを見ていためぐみが、片かた手てを挙あげる。

「ずるーいっ。おにーさんっ、あたしのことも褒ほめてください！」

「なんでだよ」

「特別に、頭をなでなでさせてあげてもいいですよ？」

「しないっつーの」

　またしても、俺をドキドキさせるようなスキンシップを要求してきやがって。

　ふん、そんなからかいに、何度も乗ってやるものか。

　しかし女ってのは、こいつといいエルフといい、人の心を読んでくるよな──おそろしい。

　めぐみが「こほん」と咳せき払ばらいで話を戻もどした。

「というわけで、エルフせんせーとあたしは、お友達なんですよ」

「どこがよ！　なんでそうなるのよ！　まさに喧けん嘩かの真まっ最さい中ちゆうでしょ！」

「…………と、エルフ先生はおっしゃっているが？」

　俺の問いに、めぐみは得意げな顔で、チッチッと指を振ふる。

「……喧嘩をしたら、もうふたりは友達なんですよ？」

「名めい台詞ぜりふっぽく言ってるけど、ネットでの喧嘩はその限かぎりではないと思うぞ」

　俺の個こ人じん的てきな意見だが、喧嘩は面と向かってやるべきだ。

　電話、メール、ツイッター、ＬＩＮＥにフェイスブックに匿とく名めい掲けい示じ板ばん──

　いくら便利な世の中になろうと、顔の見えない喧嘩なんて、やるもんじゃない。

　お互たがいに幻げん影えいと戦っているようなもので、ひたすら疲つかれるばかりである。

　直ちよく接せつ会って、話してみたら、意外といいやつだった──なんて、よくあることじゃないか。

　エルフやムラマサ先せん輩ぱいも、初対面の印象は最悪だったのに、いまとなっては仲良くしているしな。

「そーですねっ、おにーさん良いコト言いました♪」

　俺の考えを、うんうん頷うなずいて聞いていためぐみは、いきなりエルフにぎゅーっと抱だきついた。

「きゃっ、な、あんた──」

「じゃあなおさらっ、仲直りをするためにも、一いつ緒しよに遊ばないといけません！　ねっ、エルフちゃん♡　クリスマスパーティ、あたしも入れてよ！」

「おまえってやつは……」

　どうあっても、そういう方向にいくわけか。いっそ感心するぜ。

「……挑ちよう戦せんと受け取ったわ」

　嫌いやそうな顔で、めぐみに抱きつかれていたエルフは、うっそりと呟つぶやいた。

　力ちから尽づくで拘こう束そくから逃のがれ、ビシ！　と、改めてめぐみを指さして、

「いいでしょう！　神じん野のめぐみ、あんたを我わがクリスマスパーティに招しよう待たいしてやるわ！　わたしと仲良くしたいですって──できるものなら、やって御ご覧らんなさい！」

　翻ほん訳やくすると──

『わかったわ。仲良くできるかわからないけど、よろしくね』ってとこかな。

『話してみると意外といいやつ』ってのは、まさにこいつのことだった。




「──というわけで、イブにクリスマスパーティをやろうと思うんだ！」

　エルフ＆めぐみと別れた後、俺はさっそく『開かずの間』へと向かった。

　言わずもがな、紗さ霧ぎりに、クリスマスパーティの件けんを相談するため──なのだが。

「……………………」

　一いつ向こうに、扉とびらの向こう側にいるであろう紗霧から、返事がかえってこない。

　ちなみに、めぐみによる紗霧への『お誕たん生じよう日びおめでとう』の挨あい拶さつは、先ほど帰り際ぎわに済すませてある。例のごとく、家の外から一方的に声をかけるという形でだ。

　そのとき紗霧は、カーテンをちょっぴり開けて、照れくさそうに頰ほおを赤らめていた。

　以前の紗霧からは、考えられない反はん応のうだった。

　少しずつ、少しずつ……めぐみに対して心を開き始めているのかもしれない。

「紗霧～？　聞こえてないのか──エロマンガ先生、エロマンガ先生──」

　どんどんノックをしていると、きぃ、と、わずかに扉が開き、隙すき間まから紗霧が顔をのぞかせた。彼女は、ムッと俺をにらみつけ、

「き、聞こえてるっ。あとそんな名前のひとはしらないから連れん呼こしないでっ」

「なんだ、聞こえてるんなら、早く出てきてくれよ」

　なにかあったのかも──って、心配しちゃったじゃない。

　紗霧が、恨うらめしそうにボソリと呟つぶやく。

「……朝……追い出したばかりなのに」

「おまえが、まだ怒おこってるってのは、わかってるよ。でも、こういうのは早めに相談しなくちゃだしな」

　さっきの喧けん嘩かの話じゃないが、妹と直ちよく接せつ話して、仲直りするきっかけになればいい──そんな算さん段だんも正直ある。

「……むぅ」

　紗霧は、扉の隙間から、わずかに顔を出したままの体たい勢せいで、考え込こんでいる。

「……クリスマスパーティ」

「そう、クリスマスパーティだ」

「…………………………どうしよう……かな」

　迷まよっているらしい。

「きっと楽しいぞ。──もちろん、おまえがイヤなら、断ことわるけど」

「そ、そうじゃなくて」

「？」

　俺は、首をかしげる。

　てっきり紗さ霧ぎりは、『クリスマスパーティを家でやること』に対して『どうしようかな』と迷まよっているんだとばかり思ったのだが、違ちがうのだろうか？

「紗霧、なにについて迷ってるんだ？」

「兄さんには教えない」

　ぴしゃりと言われてしまった。……そうですか。

「……………………………………」

「……………………………………」

　兄妹きようだいの間に、沈ちん黙もくが横たわった。

　この妹と会話をしていると、よくこういう状じよう態たいになる。

　別に、気まずくはないのだが。

　なにやら考えこんでいる様子だった紗霧が、顔を上げ、俺を見て、ぽつりと言った。

「……兄さん」

「お、おう？　なんだ？」

「いまって、何月？」

「十二月だけど……」

「ということは……冬」

「そりゃな」

　どうしてこんな、当たり前のことを聞いてくるのだろう。

　紗霧は、ちょっぴり間を空あけてから、

「ちなみに……いま……外って、さむいの？」

「………………………」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまってしまった。

　な、なるほど！　引きこもりならではの質しつ問もんだな！

　ずーっと家の中にいたら、外の気温なんてわからないし、興きよう味みもないだろう。

　ついでに言うと、学校に行っていないから、曜日の感覚も薄うすい。アニメの放ほう映えい日びや、締しめ切り日などで、かろうじて『いまが〝いつ〟か』を把は握あくしている──。

　インドア派はのラノベ作家が、よくこういう状態になるらしい。

　──へくちっ！　と、エルフのくしゃみが聞こえた気がした。

「紗霧、いまは冬だ。当然、外はめちゃくちゃ寒いぞ」

　俺は、真面目に答えてやった。若じやつ干かん優やさしい声になっていたかもしれない。

「ふーん、さむいんだ。………………なら、大丈夫かな……」

　紗さ霧ぎりは、再ふたたび考え込むように沈ちん黙もくし、依い然ぜんとして扉とびらを開けてくれないまま、こんなことを言った。

「えと、兄さん。いつも外に出るときの服に、着き替がえてきて。いますぐ、はやく」

「？？？？？？」

　まったく意味のわからない、妹からの要求だった。




　数分後──

「ほら、これでいいか？」

　お気に入りのダッフルコートを着こんだ俺は、『開かずの間』へと戻もどってきた。

　紗霧は、そこでようやく扉をすべて開け、俺に姿すがたを見せてくれた。

　こんもりとした、どてら姿。

　つい先日、俺がプレゼントしたものだった。

　……よかった、使ってくれているみたいだ。

　そんな俺の思いには気づかず、紗霧は、じっと俺の服ふく装そうを眺ながめている。

「……兄さんは、いつも…………その格かつ好こうで外に出るの？」

「そうだけど……なんか、変かな？」

　──兄さん、ダサい。

　とか言われたら、どうしよう……。最近、ネットとかで『ダッフルコートはオタクっぽい』みたいな記事を見かけるし……。

　内心ビクビクしていると、

「べ、別に……へんじゃない」

　紗霧は首を横に振ふって、それから、マジマジと観察を続けている。

「………………へぇ…………マフラーは？」

「あんまり着けないんだ。ちくちくするから、苦手でさ」

「!?　……ふ、ふぅんっ。そうなんだっ」

「それがどうかしたのか？」

「……なんでもない。兄さん、ちょっと片かた足あしをあげてみて」

「？？？　こ、こう？」

　なんだろう。絵の資し料りようにでもするつもりなのかな。

「そう。そのまま動かないで……ちゃんと見せてね」

　紗霧は、俺の足元にチョコンとしゃがみこみ、俺の足あし裏うらを、真しん剣けんな眼まな差ざしで覗のぞき込こんだ。

　ちょ、そんな近くで……なんか、恥はずかしいんですけど……。

「兄さん……くつした、白いのしか持ってないの？」

「うん、学校指定のやつだけ」

「冬用のあったかいやつとか、持ってないの？」

「ないけど……」

　それがどうしたのだろう。

「ちくちくするから、毛糸とかの素そ材ざいは、いや？」

「別に、そんなことないぞ？　ただ持ってないってだけで……学校に履はいていけないし」

「あったらいいなって、思う？」

「そりゃ……まぁ」

　だから、それがどうしたというんだ。

　なんで俺の妹は、こんなにも兄のくつしたに興きよう味みしんしんなんだよ。

　夏合宿のときは、お土産みやげにエルフのくつしたを欲ほしがっていたし……。

　ハッ、まさか……やはり……紗さ霧ぎりのやつ……………………………くつしたマニアの変へん態たい!?

「兄さん、いま、失礼なこと考えたでしょ」

「だって、おまえの態度があやしいんだもん。なぁ……紗霧。俺の誤ご解かいを解とくためにも、そろそろ説明してくれないか？　外の気温を聞いたり、俺の外出する時の服を見せろって言ったり、かと思えば俺のくつしたに超ちよう執しゆう着ちやくしてきたり……おまえ、なにを考えているんだよ？」

　というか、クリスマスパーティの件けんはどーなったのだ？

　俺は元々、紗霧とその相談をするために来たはずなんだが。

「兄さんには教えない」

　紗霧は、さっきと同じ台詞せりふを繰くり返す。

「クリスマスパーティ、やってもいい。……参加メンバーが決まったら、教えて」

　妹は、それだけ言って、パタンと部屋の扉とびらを閉しめてしまった。

　……………………。

　なんだったんだ、いったい。




　そしてやってきた、十二月二十四日。クリスマスパーティ当日の正午。

　会場は、我わが家のリビング。ソファーをすべて壁かべ側がわに寄よせてスペースを作り、中央に大きなテーブルが置かれている。人数分のクッションを並ならべて座すわる、大人数パーティ仕様。

　小さいものだが、クリスマスツリーも用意した。

　そんなパーティ会場には、いま、そうそうたるメンバーが集まっている。

　まずは俺、和泉いずみマサムネが出入口側の中央に座っている。

「さあ！　あんたたち！　パーティを始めるわよ！」

　右みぎ隣どなりには、お隣に住む売れっ子ラノベ作家・山やま田だエルフ。今日はいつものロリータファッション──ではなく、なんとミニスカサンタのコスプレで参加している。

　当然のようによく似に合あっていて、かわいらしい。彼女がいるだけで、場が明るくなる。

　左ひだり隣どなりには、俺と同じレーベルで活かつ躍やくする看かん板ばん作家・千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱいが座っている。クリスマスなど関係なしとばかりの着物姿すがた。じっとサンタエルフを見つめ、

「くっ……こ、この……卑ひ怯きよう者ものめっ。破は廉れん恥ちな格かつ好こうで気を惹ひこうとは……っ」

　などと、苦々しげに呟つぶやいている。それに気づいたエルフが、

「あっ、羨うらやましいの？　よかったぁ～、実は、あんたが着るぶんも用意してあるのよ！」

「き、着るか！　そんなっ、いかがわしいもの！　どうしてそういう話になる……！」

「マサムネが、『ぜひムラマサ先輩のサンタコスを見たいな～』って言ってるけど？」

　言ってねえよ！　見たいけど！

「……な、なに……？　クッ……し、しかしそれは……でも……ぅぅぅ」

　羞しゆう恥ちに頰ほおを染そめ、懊おう悩のうする先輩。

　それを見て、ニヤニヤするエルフ。

　最近、この二人の関係は、こんな感じらしい。

　続いて、俺の後こう輩はい作家である獅し童どう国くに光みつ先生──を紹しよう介かいしようと思ったが、残念ながら彼は今日、ここにいない。急な打ち合わせが入ってしまったとのことだ。

　クリスマスに編へん集しゆう部ぶからの電話に出てしまうとは……愚おろか者め。

「エルフちゃん！　衣い装しようが余あまってるなら、あたしがサンタさんになってもいいっ？」

　俺の真正面から、エルフに向かって身を乗り出すのは、めぐみである。いつもおしゃれな彼女だが、今日の服ふく装そうはとびきり気合が入っている。大人おとなっぽいワンピースに黒タイツ、艶つややかに光る小さな唇くちびる。いまは脱ぬいでしまっているが、派は手でめのアウターを上品に着こなしていた。

　ムラマサ先輩を口く説どいていたエルフは、めぐみの提案に「うーん」と悩み、

「着たがってるやつに着せても面おも白しろくないのよね～。それに、これムラマサ用に買ったやつだからサイズが合わないんじゃない？」

「エルフちゃんてばひっどーい、ムラマサちゃん用のサンタ服をあたしが着たら、おっぱいのサイズが合わないって意味？　これでもけっこーあるんだぞー。──ねっ、おにーさんっ♡」

「なんでそこで俺に振ふるの!?」

「えー、わかってるクセにぃ～」

　俺がめぐみのバストサイズを知る機会なんて、まったくないっての！　くねくねワザとらしくしなを作りやがって！

「ったく、紗霧の前で余よ計けいなことを……」

　はぁ、と溜ため息いきを吐つく。

　しっかしまぁ──めぐみのやつ……高速で馴な染じみやがったな。

　相手を怒おこらせてばかりのくせに、いつの間にやら、するするする──っと、仲良くなってしまう。おそろしい……これが友達作りのプロフェッショナルの力か。

「ムネくん、今日は呼よんでくれてありがとね！　人気ラノベ作家さんが参加するクリスマスパーティなんて、ラノベ好きとしては天国だよ！」

　めぐみの左ひだり隣どなりには、高砂たかさご智とも恵え。俺のクラスメイトで、駅前の本屋さん『たかさご書店』の看かん板ばん娘むすめである。ベレー帽ぼうにセーターという文学少女っぽい出で立ちが、長い黒髪の彼女に、よく似に合あっていた。

「どういたしまして、これであのときのお礼になったなら、よかった」

「あのときって？」

　どうやら伝わらなかったらしく、智恵は首をかしげる。

「ほら、学校にエルフが乱らん入にゆうしてきたとき、あったじゃん。智恵がフォローしてくれなかったら、もっと大おお騒さわぎになってたかもしれない」

「あー、あったね、そんなことも！」

　これはクラスメイトの男友達から聞いた話なのだが──

　俺とエルフが教室から逃にげ去ったあと、当然のように場は騒そう然ぜんとなったらしい。それを鎮しずめてくれたのが、他ならぬ智恵だった。まぁ、俺がラノベ作家だということはみんなにバレてしまったのだが、『あんまり騒がないであげてよ』と、上手うまいことまとめてくれたそうだ。

　ついでに『あの子はムネくんをからかって、学校まで来たんじゃないかな？』と男子生徒の殺意を軽けい減げんするフォローまでしてくれた。なんというファインプレー。智恵さんステキ。

「持つべきものは友達だって思ったよ。改めて、ありがとな」

「お礼なんていいって言ったのに、キミは律りち儀ぎだねえ」

　智恵は、手を後頭部に回して照れている。

「そ、それにしても──」

　智恵は、おもむろにパーティ会場を見回す。

　すると──

「くっふふふ、ほーら、やっぱり着られない！　あれあれ～、めぐみちゃんてば、バストサイズに自信アリだったんじゃないの～？　な～んで胸むな元もとがスカスカしちゃってるのかしらね[image: ～][image: ～]」

「ぐぬぬぬ、ちょ、ちょっとありえないんですけどぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　ムラマサちゃんてば、おっぱいのサイズいくつあるの!?」

「い、言えるかっ！　ばかものっ！　ひゃ!?　さ、さわるんじゃにゃいっ!?」

　智恵の視し線せんの先では、エルフたちが、テーブルから離はなれ、こちらに背せを向ける形で騒さわいでいる。なんという破は廉れん恥ちな女子トークをしているのかこいつらは。

　この場には、俺もいるってのに……。

　智恵が、うんうんと頷うなずいて感想を述のべる。

「山やま田だエルフ先生に、千せん寿じゆムラマサ先生、めぐみん……そしてボク。みんなかわいいなあ、美少女だらけじゃないか」

　しれっと自分を美少女枠わくに入れやがったな。

「ふぅむ……ねぇ、ムネくん」

　智とも恵えは他の面子めんつに聞こえないよう、こちらに顔を近づけて、こっそりとささやく。

「誰だれがキミの本命なのさっ？」

「ぶふっ……！」

　噴ふき出した。
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「と、智恵！　い、いきなり何を……」

「なにって、キミには好きな人がいるんだろ？　そう言ってたじゃないか──以前、ボクがプロポーズしたときに」

「その台詞せりふはあらぬ誤ご解かいをまねくからやめろ」

　あいつらに聞こえてなくてよかった……！

　ああ、言った言った、確かに言ったよ──





『もしもムネくんが、アニメ化するくらいの大ヒット作品を生み出して、山やま田だエルフ先生くらいに大おお儲もうけしたらさあ──』

『大儲けしたら？』




『……ボクが、ムネくんのお嫁よめさんになってあげても……いいよ？』

『金目当てを隠かくそうともしてねえ！』






　そんなやり取りが、かつてあったのだ。

　そのとき俺は、





『却きやつ下か。俺、好きなひといるし』






　そう答えたんだっけ。

「キミの好きなひと──この中に、いるんだろ？」

「………………」

　智とも恵えの問いに、俺は少し迷まよって、

「いるぞ」

「ふうん……誰だれかな？　エルフ先生？　それとも……ムラマサ先生？　まさかめぐみん──じゃあ、ないよねえ？」

「さて、どうかな」

「もしかして………………」

　智恵はそこで、一いつ瞬しゆん言いよどみ、それからからかうような軽い口く調ちようで、




「ボク、だったりして？」




　俺は、彼女にならって、軽く返した。

「違ちがうっての」

「そっかぁ、残念、残念」

　智恵は、にこにこと笑っていた。




　わけあって遅おくれたが──パーティメンバー最後のひとりについて、説明をさせて欲ほしい。

　俺は、例のごとくタブレットＰＣを抱かかえている。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「……う……ん………………だ、だいじょうぶ」

　画面に映うつっているのは、アニメキャラのお面めんをかぶった『エロマンガ先生』──ではない。

　なんと驚おどろくなかれ、『素す顔がおの紗さ霧ぎり』である。

　どうしてこうなっているのかというと、このパーティの参加者に、智恵とめぐみがいるからだ。ふたりとも、俺の妹・紗霧がエロマンガ先生であることを知らない。

　ここで明かすつもりもない。

　そのため、『エロマンガ先生は不参加で、俺の引きこもりの妹・紗さ霧ぎりがパーティに参加している』という体ていにするしかなかったのである。

　紗霧いわく、『最悪、めぐみちゃんにだけバレなければいい』とのこと。

　まぁ、もしもバレてしまったとき、智とも恵えへの口止めは簡かん単たんそうだし、一方でクラスメイトの女子に『えっちな絵を描かくのが大好きなエロマンガ先生』だということがバレちゃうのは──イヤだよな、中学一年生の女子としては。

　今日、俺の妹は──

『エロマンガ先生』じゃない、『紗霧』の状じよう態たいで、みんなと一いつ緒しよに、パーティに参加する。

　紗霧が、自分の意い志しで、決めたことだ。

　おおげさかもしれないけどさ……これって、大きな一歩じゃないかって、思うんだ。

　俺は、胸むな元もとのタブレットに視し線せんを落とし、

「………………楽しもうな、紗霧」

「…………ん……」

　かすかな返事。

　俺は、ゆっくりと部屋を見回す。テーブルの上には、クリスマスケーキの他、ノンアルコールのシャンパンが入ったグラスが並ならべられている。料理は、エルフから『とある提てい案あん』があったため、まだ出していない。女子トークをしていた連中も、再ふたたびテーブルへと戻もどってきていた。

　みんな、準じゆん備びＯＫそうだ。

「よし、じゃあ──始めるかっ」

　俺は、グラスを軽く掲かかげ、




「「メリークリスマス！」」




　クリスマスパーティが始まった。

「さっそくプレゼント交こう換かん会かいを始めるわよ！」

　ミニスカサンタのエルフ先生が、さっそく仕切る。

　プレゼント交換会──あらかじめ、みんなに伝えておいたイベントである。

　参加者が、ひとりずつ順番に、プレゼント──物でも、食べ物でも、出し物でも、内ない容ようはなんでもＯＫ──を披ひ露ろうするというものだ。

「わたしのプレゼント料理である〝聖夜の究極鶏クリスマス・アルテイメツトチキン〟は、アルミちゃんが来てから出すわ」

　攻こう撃げき力りよく４５００くらいありそうな名前の料理である。

「アルミ先生って、今日、来てくれるの？」

「遅おくれて来るそうよ。とびっっ……きりの『出し物プレゼント』を持ってきてもらうことになっているから、超ちよう期待していなさい！」

　大きな身み振ぶり手振りを加えて主しゆ張ちようするエルフ。

　自分のプレゼントである『料理』よりも、すごいものだと言わんばかりだ。

「エルフちゃんがそこまで言うなら……楽しみかも」

　ぼそり、と紗さ霧ぎりが呟つぶやく。──大だい丈じよう夫ぶかなとハラハラしていたのだが、いまのところは問題なさそうだ。

　言葉少なではあるけれど……ちゃんと、パーティに参加できている。

「任まかせて頂ちよう戴だい、紗霧」

　エルフは、タブレットの画面を覗のぞき込こみ、紗霧と目を合わせて──

　初めて、ペンネームではなく、名前で呼よんだ。

「………………なんか、変な感じ」

「わたしもよ」

　ふたりとも、なんだか照れくさそうにしていた。

　エルフは、それから、メンバー全員を見回して、

「初めましてのひともいるだろうから、紹しよう介かいするわ。マサムネの妹の、紗霧ちゃんよ」

　すると──




「ムネくんの妹さん。初めまして、高砂たかさご智とも恵えです」

「和泉いずみちゃん、今日は呼んでくれてありがとね♪　ちょー楽しいよっ♪」

「千せん寿じゆムラマサだ。改めてよろしく──私のことは、遠えん慮りよなく義姉あねと呼ぶがいい」




　みんなが、それぞれ、声をかけてくれた。

　………………ムラマサ先せん輩ぱいは、なに言ってんだこの人。

　そんな声に、紗霧は──
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　真っ赤になってうつむき、なにも返事ができずにいる。やがて、ぽそりとだけ呟つぶやく。

「…………こそ…………がと…………」

　きっと、声が小さすぎて、みんなには聞こえない。

　俺だけに、届とどいていた。




　こちらこそ、ありがとう。




「みんな、紗霧は──わけあって部屋からは出られないんだ。けど代わりに、俺が妹からのプレゼントを預あずかってる」

　俺は、手のひらサイズの小箱を、みんなに──自分自身にも──配る。

「さ、開けてみてくれ。実は俺も、中身がなんだか知らないんだけどさ」

　みんなを促うながしながら、俺も自分のぶんの箱を開けてみた。

　中に入っていたものは──




「あっ、これ……」

「へえ～……うまいもんだね」

「ほぉ……かわいいな」

「いいじゃない！　よくできているわね！」




　手のひらサイズの、毛糸で編あまれたぬいぐるみ、だった。

　エルフには、彼女の著ちよ作さく『爆ばく炎えんのダークエルフ』のキャラクターを象かたどったもの。

　ムラマサ先せん輩ぱいと智とも恵えには、『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』のキャラのもの。

　俺には、『世界で一番可愛かわいい妹』の『妹ヒロイン』。

　そして、めぐみには……

「……これ……もしかして…………あたし？」

　めぐみ自身に似にせた、あみぐるみ。

　画面の中で、紗さ霧ぎりは、うつむいてしまっている。

　自分のプレゼントが見られているということが、恥はずかしくてたまらないらしい。

　自作のえっちなイラストを、何万人もの人たちの前で、見せまくっているくせに。

　よくわからない感覚である。

「……前から……練習……してて………………あんまりうまくできなかったけど………………間に合って……よかった」

　めぐみが、みんなを代表するように、大きな声で言う。

「和泉いずみちゃん、ありがとね！　大切にするよ！」

「……ん……別に……たいしたものじゃ………………あうう」

「あははっ──和泉ちゃんってば、かわいー」
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　わかる。紗霧を照れさせるのって、超ちよう楽しいよな。




　プレゼント交こう換かん会かいはその後も、和気あいあいと進んでいった。

　智恵のプレゼントは、海外の児童文学や絵本など、実に書店員らしいものだった。

　ムラマサ先輩が持ってきたのは、意外にも、かわいいキャラもののキーホルダー。このプレゼントは、紗霧にたいそう好こう評ひようだった。

　めぐみのプレゼントは、チャーム付きのヘアゴムやリボン、ネイルカラーなどなど、どれも女の子らしいグッズ類。ちなみに男性用のものはいっさいなく──

「みんな見て頂ちよう戴だい！　かつてネットで噂うわさになっていた『美少女ラノベ作家マサムネちゃん』を創そう造ぞうしてみたわ！」

「バカな……マサムネ君が……かわいいだと……！」

　俺が無理やり女じよ装そうさせられるという一ひと幕まくがあったりした。

「ちょ、めぐみ！　写メ撮とるんじゃない！　なにに使うつもりだ！」

「えっ、ネットにアップして、みんなに見せてあげるんですよ？」

「やめてくれ！」

　ちなみに、俺が用意したプレゼントは……だな。

　いや、その……まったく面おも白しろくなくて悪いが、普ふ通つうに、文ぶん房ぼう具ぐとかだよ。

　学生や小説家にとっては必ひつ需じゆ品ひんだし、クリスマスプレゼントとして高すぎず安すぎずちょうどいいから、いいかなと思ったんだけど、出し物としてのインパクトは低かったようだ。

「ほうほう！　このブックマーカーを使って、もっとたくさんラノベを読めってことですね、おにーさん！」

「三色ボールペン……無ぶ難なんであんたらしい贈おくりものね。ま、まぁ……使うけど。ところでパーティが終わった後、こっそりわたしにだけ別のプレゼントがあるんでしょう？　隠かくさなくてもいいのよ？　いまのあんた、そういう顔してるわ」

「かわいい柄がらの鉛えん筆ぴつだな。ラブコメ小説を書くときに、使わせてもらうよ」

「あの…………ムネくんこれ……うちで買ったやつでは………………？」

　……まぁ、みんな喜んでくれたみたいなので、よしとしよう。

　そうこうしているうちに、

「へーい、メリークリスマース！」

　みんなよりも一時間遅おくれて、アルミがやってきた。

　赤あか髪がみツリ目、スカジャンが異い様ように似に合あうこの美少女は、アメリア・アルメリア。

　ペンネームは『アルミ』。

　エルフの幼おさな馴な染じみで、彼女の著ちよ作さく『爆ばく炎えんのダークエルフ』の挿さし絵えを担たん当とうするイラストレーターである。きわめて多才かつ仕事の早い人物で、現げん在ざい、俺たち兄妹きようだいの新作『世界で一番可愛かわいい妹』のコミカライズ作画も担たん当とうしている。

　そんなアルミを玄げん関かんで出で迎むかえた俺は、彼女をリビングに通す。

　すると真っ先にエルフが反はん応のうした。がばっと立ち上がって、

「アルミちゃん、遅いわよ！」

「悪りー悪りー、例のアレが、予定よりちっと遅れちゃってさ──って、うわ、サンタだ！」

「へへー、かわいいでしょ！」

「最高！」

　ぐっ、と親指を立てるアルミ。

　相変わらず、彼氏彼女みたいなやり取りをするふたりである。

　アルミは、俺が抱かかえ持つタブレットを間近で覗のぞき込こむや、

「紗さ霧ぎりも、メリークリスマス！」

「…………ん……う、うん」

「風邪かぜとか引いてねーか？　ちゃんとメシ食ってる？　いまから抱だっこしに行ってもいい？」

「引いてない。食べてる。だめ」

　紗霧を優やさしく気き遣づかうアルミを見て、めぐみが強く反はん応のうした。

「!?　おっとぉ～、和泉いずみちゃん、和泉ちゃん、この新たなる美少女はいったいどちら様？」

「えっと……このひとは……」

　アルミと紗霧。この二人の関係は、ちょっと複ふく雑ざつなのだが……。

「お姉ちゃん」

　なんてことはない、血を分けた姉妹同然だ。

　俺が、紗霧と『なりたい関係』って、こういうものなのかもしれない。

　羨うらやましい。素す直なおにそう思う。

「そう、お姉ちゃんだぜ。美少女イラストレーター・アルミちゃんと呼よんでくれ」

「!?　ウソ！　ほ、本物っ!?　う、うわぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　大ファンですっ！　『マスク剝はぎデスマッチ』観みてましたっ！」

　ラノベファンの智とも恵えが、大だい感かん激げきしている。

　こいつ、さっきムラマサ先せん輩ぱいを紹しよう介かいしたときも、こんなんなってたよな。

　こんなに喜んでもらえるなら……誘さそってよかった。

　一方でめぐみは、いつもと変わらぬ様子で、アルミに向かって話しかける。

「あ、確たしか、エルフせんせーの本の挿さし絵えを描かいている方ですよね。へぇ～、和泉ちゃんの『お姉ちゃん』なんですかぁ～……あとで色々聞きたいかもっ。──あ、申もうし遅れましたっ！　初めまして、アルミちゃん！　あたし、神じん野のめぐみですっ。めぐみんって呼んでください。ぜひ、お友達になりましょう」

「おう、よろしくなっ、めぐみんっ」

　この瞬しゆん間かん、めぐみの友達がまたひとり増ふえたわけだ。

　あっさりというか、軽いというか。

　押おしが強い系けいの女子二人だと、こういう初対面になるんだなあ……。

　新たなる出会いを眺ながめていると──

「マサムネ、マサムネ」

　アルミが、にやけた笑みを浮うかべ、ちょいちょいと指で俺を招まねく。

「？　なに？」

　無む警けい戒かいに寄よっていくと、彼女はいきなり俺の肩かたに腕うでを回して、

「ほれ、挨あい拶さつ」

　ちゅ、と、頰ほおにキスをしてきた。




「！！！！！！」




　瞬しゆん間かん、我わが家やのリビングに、稲いな妻ずまがほとばしった。空気が凍こおり付いたようでもあった。

「む、ムネくん……もしかしてこの娘こが？」

　智とも恵えが、またしても妙みような誤ご解かいをしている。

「き、貴き様さま……」

　ムラマサ先せん輩ぱいの眼めがおそろしく据わり、めぐみは口に両手を当て「きゃーっ」なんてベタなリアクションをしていやがる。

「……………………………………」

　紗さ霧ぎりの顔は怖こわくて見られない。

「お、おまっ……な──」

「なにやってんのよ──ッ!?」

　硬こう直ちよくしてうまく声が出せない俺に代わって、エルフが大声を張はり上げた。

「アメ……アル……あんたぁっ！」

　激げつ昂こうするという表ひよう現げんがぴったりの剣けん幕まくで、ミニスカサンタがこちらに向かって駆かけてくる。

「いまのが挨拶って、ど、どういうつもりよ！　あ、あああああ、あんた！　いっつも男と付き合うつもりないって言ってたじゃない！　他に好きな人がいるマサムネとなら友達になれそーだって笑ってたじゃない！　なのにっ！」

　エルフに目の前で怒ど鳴なられて、アルミは──

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　ぞくぞくぞくぞく──と、エロい表情になっていやがる。

　……エロマンガ先生の『お姉ちゃん』だけあるというか、もしかしなくても、こいつが一番の変へん態たいなのではなかろうか。

「おう、男と付き合うつもりはないぜっ」

　アルミは、俺の肩に手を回したまま、ぐいっと抱だき寄よせ、あっけらかんと言う。

「台詞せりふと行動が合ってなぁ──いっ！　こ、この前からアヤシイと思ってたのよ！　あんたたち！　アルミちゃんの部屋から、二人で一緒に帰ったあのとき、なんかあったんでしょ！　絶ぜつ対たいそう！　このわたしの〝眼め〟は、ごまかせないわ！」

「すっげーなエミリー、大だ正せい解かいだよ。お～お～、確たしかになんかあった、なんかあった！　なっ、マサムネ？」

「アルミ、おまえ、完全に計算づくで台詞せりふを選んでいるだろう……！」

　確たしかに『なにか』はあったな！

　コミカライズを引き受ける第一の条じよう件けんとして、


　──今後、エミリーの前では、オレ様といちゃつけ。



　こいつと俺は、そんな約束を交わしていたのである。

　エルフの怒おこった顔が見たい、いじめたい、とかいう、なにやら倒とう錯さくした動機でだ。

「へへへ」

　悪そうに笑むアルミ。


　──エルフは鋭するどいから、演えん技ぎなんてバレちゃうんじゃないの？

　──エミリーはバカだから、楽勝で騙だませるよ。



　…………結局、こいつの言うとおりになったな。

「もっかい言うけど、オレ様たちは付き合ってないし、いまのは友達同士の、『挨あい拶さつのちゅー』だから。日本以外の国ではふつーだから」

「普ふ通つうなわけあるかぁーっ！　友達同士のキスは、そんなエロい顔しない！」

「……………………え……うそ……あた……オレ様、そんな顔……してた？」

　エルフの指し摘てきに、アルミが初めて動どう揺ようし、頰ほおを赤く染そめた。

　どうやら、自分がどんな顔をしていたのか、自覚していなかったらしい。

　そこで、いつの間にか、音もなく忍しのび寄よってきていたムラマサ先せん輩ぱいが、和風の手て鏡かがみをアルミに向けた。

「このとおり、破は廉れん恥ちな顔をしているだろう？　クッ、な、なんという……淫いん靡びなる漫まん画が家かか！　なるほどエロマンガ先生グレートとは、よく言ったものだな！　……成敗してやるから、そこへ直るがいい！」

「相変わらずマジ顔でぶっそうなことを言う女だな！」

　ムラマサ先輩の物ぶつ理り攻こう撃げきに、必死であらがうアルミ。

　この二人は、たいていいつもこんな感じである。

「お、おまえらいい加か減げんにしろっての！」

　俺は、おそるおそるタブレット型ＰＣの画面を覗のぞき込こむ。

　同時にアルミが、俺の背はい後ごに周りこみ、紗さ霧ぎりに話しかける。

「おい紗霧、黙だまってないでおまえもなんかないの？　ほらッ、お兄ちゃん、オレ様に取られちゃうぜ？」

「ち、違ちがうんだ紗霧！　聞いてくれ！　もうバラしちゃうけどこれはアルミの──…………さ、紗霧？」




「……………………………………………………」




「うあ」

　俺とアルミは、二人そろって硬こう直ちよくした。

　ちょ……紗さ霧ぎりのやつ……ガチ不ふ機き嫌げんじゃねーか！　めちゃくちゃ怒おこってる……！

　ぶすっ、と、口をへの字に引き結び、あごに〝梅うめ干ぼし〟を作って……

　さながら導どう火か線せんに火のついた爆ばく弾だんのよう。

　おおいに焦あせった俺は、ジロリとアルミをにらみ、早口でささやく。

「おいアルミ、なんとかしろ」

「な、なんでオレ様に振ふるんだよっ。そ、そういう契けい約やくだったろ……！　お互たがいに、嫉しつ妬とされるように仕向けようぜって……」

　醜みにくい責せき任にんの押おし付け合いをしていると──紗霧がボソリと重い一言。




「…………………………だいっきらい」




「紗霧、ごめぇ──んっ！」

「お姉ちゃんが悪かったぁ──っ！」

　俺たちは競きそい合うようにして立ち上がり、『開かずの間』へと駆かけていった。

　こうして。

　アルミの企たくらんだ『エルフ＆紗霧を嫉妬させるためにイチャつこうぜ作戦』は、あえなくバレる運びとなったのであった。




　アルミと二人で謝あやまり倒たおし、なんとか紗霧とエルフに許ゆるしてもらったあと。

　クリスマスパーティを再さい開かいした。

　エルフの『プレゼント料理』である〝聖夜の究極鶏クリスマス・アルテイメツトチキン〟とやらを、みんなで（もちろん、部屋にいる紗霧も含ふくめてだ）楽しんで、いまはアルミの『プレゼント』を披ひ露ろうする番。

「最後はオレ様からのプレゼント──っていうか」

「わたしとアルミちゃん、二人の共同プレゼントってとこね」

　アルミが言いかけた台詞せりふを、エルフが引き継ついだ。

「みんな、ぜったいびっくりすると思うわ！」

　嬉うれしそうだな、エルフのやつ。

　いったいアルミが持ってきた『プレゼント』ってなんなんだろう？

「きっと、喜んでもらえるはずだ。……だから、紗霧、機嫌直してくれよ～。な？」

「……別に怒おこってない。気安く話しかけないで」

「めちゃくちゃ怒おこってるじゃん。悪かったって、まさかおまえがそこまで、マサムネの」

「だ、だめ！　そ、それ以上ゆったら！　もう『お姉ちゃん』でもなんでもないんだからっ！」

「わ、わかったよ。もう言わないから……」

　アルミは、タブレットＰＣを両手で持ち、顔を近づけて紗さ霧ぎりと会話している。

　紗霧にやり込められているアルミの様子が、普ふ段だんの俺とよく似にていて、妙みような感じだった。

「ふむふむ……なるほどねぇ～、やっぱり、今日、来てよかった♪　色んな意味で」

　めぐみは、意い味み深しんな呟つぶやきを漏もらす。それからエルフに向かって、快かい活かつに話しかける。

「それでっ、プレゼントってなんなの？　エルフちゃん」

「よくぞ聞いてくれたわね、めぐみ！　わたしたちが用意したとっておきのプレゼントとは──」

　エルフは、アルミから、薄うすいディスクケースを受け取り、高々と掲かかげる。




「アニメ版ばん『爆ばく炎えんのダークエルフ』の第一話よ！　いまからここで、上じよう映えい会かいをしてあげる！」




　俺には、それが、まばゆく光り輝かがやいて見えた。

　言うまでもない。エルフとアルミが持ってきた『クリスマスプレゼント』は──

　俺たち兄妹きようだいが目指す到とう達たつ点てん、夢ゆめの結けつ晶しようともいうべきものだったからだ。




　リビングのソファを元に戻もどし、テレビの前に全員集合。

　エルフがソファの中央に座すわり、その左ひだり隣どなりに智とも恵え、右隣にめぐみという配置。

　さすがに五人は座れないので、俺とムラマサ先せん輩ぱいとアルミは立ち見である。

　俺が持っているタブレットＰＣ──紗霧はというと、「……見にくい」と不満げにしていた。

「もちろんみんな知っているわよね！　これから上映するのは、このわたし・山やま田だエルフの原作『爆炎のダークエルフ』のアニメ第一話よ！　アルミちゃんに、できたてホヤホヤの白しろ箱ばこを持ってきてもらったの！　ねッ？」

「おうっ、ほんの数時間前に完成したばかりなんだぜ～？　こいつを取りに行ってて遅おくれたんだ」と、アルミ。

「あんたたち、超ちようラッキーよ！　この……二十一世紀最高の傑けつ作さくアニメを、テレビで放映するよりもなんと、半月近くも早く視し聴ちようできるんだから！」

「はーい、シロバコってなんですかぁ～？」

　めぐみがノリノリで手を挙あげる。

　それに答えたのは、智とも恵えだ。指を一本立てた解かい説せつポーズで、

「めぐみん、白箱ってのはね──」

　白しろ箱ばこというのは、放送前に関係者に配はい布ふされる映えい像ぞう見本のことだ。元々は白い箱に入った『ビデオテープ』をそう呼よんでいたが、今こん日にちでは、白い『ＤＶＤディスク』という形式で配布されることが多いという。

　まぁ、最近アニメのタイトルにもなったし、知っているやつもいるだろう。

「──っていうものなの。わかった？」

「はーいっ」

　めぐみは、元気よく返事をした。俺も、エルフを見て言う。

「確たしかにラッキーかもな。解説頼たのむぜ、原作者」

「まっかせなさい！」

　キラキラした笑顔で、親指を立てるエルフ。

「……エルフちゃん、嬉うれしそう」

　紗さ霧ぎりは、微笑ほほえましそうに、はしゃぐエルフを眺ながめている。

「そりゃあなあ……俺だって、きっと、夢ゆめが叶かなうときは、同じようになっちまうだろうし」

　自分が考えて、創つくったキャラクターがアニメになって、動き、喋しやべり、物語を紡つむぐ。

　多くの視し聴ちよう者しやたちを楽しませ、好きになってもらう。

　アニメーション化は、作品とキャラクターたちの晴れ舞ぶ台たいだ。

　たとえるなら……そうだな、自じ慢まんの娘むすめが、学芸会で主役を張はるようなものかもしれない。

「…………うらやましい」

　妹の小さな呟つぶやきを、俺は、ちゃんと聞き取っていた。

　この場に生の紗霧がいたなら、ぽんと頭に手を置いて、こう言ってやりたかった。

『羨うらやましがることなんてない。俺たちも、いつか──ふたりで夢を、叶えるんだから』

　ってさ。

　めぐみが、喜びを共有するかのように、身体をわくわくと揺ゆらしている。

「エルフちゃん、そんなにすごいアニメなの？」

「くふふふふ！　わたしもまだ見ていないのよ！　でも、超ちようすごいに決まっているわ！」

　エルフは、そばに立つアルミの顔を見上げて言う。

「何故なぜなら超天才コンビであるわたしたちの作品が原作なんだから！　アルミちゃんがキャラデザやって、版はん権けん絵えも描かいてくれているのよ！」

　アルミが、ふっと優やさしい笑みを浮うかべた。

「エミリーだって、脚きやく本ほん会かい議ぎにもアフレコにも参加して、自分でも脚本を書いて──粘ねばり強く監かん修しゆうして、がんばってたじゃないか」

「そうね、みんなで一いつ緒しよに、何か月もかかって創り上げたアニメなの！」

　知ってる。よく、知ってる。

　何度も何度も自じ慢まん話ばなしをされたし…………

　エルフと出会ってから、もう半年以上も経たった。

　その間……彼女がどんなにアニメに熱意をもって取り組んできたのか……一いつ生しよう懸けん命めいやってきたのか、調子こいてはしゃいでいたのか。俺は、ずっとずっと見てきたのだ。

　編へん集しゆう者しやに[image: 叱]しかられて、泣きながら仕事をしていたこともある。

　遊ぶ時間がないって、愚ぐ痴ちってばかりだったときもある。

　サボって遊んでいることもあったし、仕事はゲームだと言い切って憚はばからないし……こいつの作家としてのスタンスって、マジでゴミなのではと疑うたがったことも、十回二十回じゃきかない。

　でも。

　結局エルフは、一度たりとも締しめ切りを破やぶることがなかった。

　きっちり三か月おきに原作小説を出しゆつ版ぱんし続け、そのうえで膨ぼう大だいなアニメの仕事をこなしていた。

　驚きよう嘆たんすべき……尊そん敬けいすべき仕事ぶりだった。

　……恥はずかしくって、決して本人に向かっては言えないけれど。

　彼女の成果を、こうして一いつ緒しよに観ることができて、とても嬉うれしい。

「…………さあ……いよいよ、始まるわよ」

　エルフは、テレビの真正面でリモコンを構かまえる。その手はかすかに震ふるえていて……さすがの彼女も緊きん張ちようするのだなと、好感を抱いだく。

　ごくり、と、唾つばを飲み込こんだ。

「スタートっ！」

　かちりとボタンが押おし込まれ、我わが家のテレビで、動画が再さい生せいされる。

　初めに表ひよう示じされたのは、10という数字。

　次いで、９、８、７……と、数字が切り替わっていく。

　そして──

「おっ、映った」

「……………………本当に面おも白しろいのだろうな？」

「うわー、なんか、どきどきしてきましたよ♪」

「しっ、始まるわ」

　ついに、アバンタイトル（ＯＰ前に流れる映えい像ぞう）がスタートする。

　原作小説『爆ばく炎えんのダークエルフ』の冒ぼう頭とうと同じく、黒髪褐かつ色しよく肌はだの主人公ダークエルフによるバトルシーンだ。

　長身美形、黒づくめの外がい套とうを羽は織おっている。

　きわめて強く、粗そ暴ぼうで、自じ己こ中ちゆう心しん的てき。

　わけあって少々やさぐれているが、一ひと皮かわ剝むくと砂さ糖とう菓が子しのように甘あまい──そんなところが、現げん在ざい中高生に大ウケしているらしい。

　主人公が、深い森の中を駆かけて行く。

　驟しゆう雨うのごとく飛来する矢を、大曲刀で打ち払はらい、躱かわしながら、草木をかきわけ、ただひたすらに走っていく。

　原作と同じなら、このあと彼は、聖せい域いきに迷まよい込み、〝光の泉〟にて、運命の女性と邂かい逅こうを果たす。

　アニメにおいて、第一話のアバンタイトルとは、『最初の決めシーン』である。

　いわゆるツカミ、いわば視し聴ちよう者しやへの先せん制せい攻こう撃げきである。

　それはもう、大だい迫はく力りよくの作画と音楽で超ちようカッコよく──




　表ひよう現げんされていなかった。




「……………………」

「………………………………………………………………」

「…………………………………………………………………………………………」

　その場の全員が、硬こう直ちよくし、なんとも言えない表情で黙だまりこくった。

　あまりにも胸むねが痛いたくて、苦しくて、理由を説明したくもない。

　異い様ような沈ちん黙もくが、我わが家のリビングに満ちていた。

　ちら、と、原作者の顔をうかがうと、

「……………………」

　エルフは、涙なみだ目めで、プルプルしていた。

　身内の死を告げられた直後のような、悲ひ愴そうな表情。

　ちょっとした刺し激げきを与あたえたら、いまにも張はり詰つめた糸が切れてしまいそう。

　…………とても声をかけられない。

　棒ぼう立だちになっていたアルミがすっと踵きびすを返し、ふらふらとリビングから出ていく。

　誰だれも追うことができなかった。

　依い然ぜんとして画面では、言葉にできない状じよう況きようのアニメが、流れ続けている。

「………………………………………………」

　上じよう映えい会かい会場は、まさに葬そう式しきの雰ふん囲い気きであった。

　俺のすぐとなりで、ムラマサ先せん輩ぱいが、あっさりと言った。

「クソアニメじゃないか」

「おま……ッ!?」

　すぱーん！　俺は、偉い大だいな先輩の頭をひっぱたいた。

　言いやがった！　このバカ、言いやがった！

　エルフとムラマサ先輩以外の全員が、同じ思いだったことだろう。

　ムラマサ先輩は、憐あわれみを誘さそう表情で、頭を押おさえ、

「……なにをする、痛いたいじゃないか」

「なにをするじゃねーよこのバカ！」

「ば、バカ……？」

　ががーん、とショックを受けるムラマサ先せん輩ぱいであったが──

　わかってない！　絶ぜつ対たいにわかってない……！

「マサムネ君、いったいなにを怒おこっているのだ？　私は普ふ段だんろくにアニメなど観ないし、善よし悪あしを見分ける目などないが、これはどう見てもクソアニメだろう。ひどい出来だよ。未完成のものを間ま違ちがって持ってきたんじゃないか？」

「あんたには慈じ悲ひの心がないのかよ！」

　ひどすぎる！　もう台無しだから言ってしまうが──

　確たしかに！　このアニメは、いきなり最初のシーンから、主人公の顔が崩くずれているし、背はい景けいもなんか適てき当とうだし、手足の動きもおかしい！

「ベンキョーしたから、あたし知ってます！　これって『作画崩ほう壊かい』ってやつですよね！」

「めぐみ、ちょっと黙だまれ、な？」

　先輩といいこいつといい……さすがにここでその台詞せりふは、シャレにならねえぞ！

　一ファン、一視し聴ちよう者しやが文もん句くを言うぶんには、これはもうしょうがない。

　でも、あんなに嬉うれしそうに……自信満々披ひ露ろうした原作者本人の前で、ハッキリ言うか!?

「エルフが、どんな気持ちで……何か月も前から、一いつ生しよう懸けん命めい作ってきたと……」

「その成果がこれだ」

　氷のように冷たい声で、ムラマサ先輩が言った。

　びく、と、エルフの肩かたが跳はねる。

　ぽた、ぽた、と涙なみだがこぼれる。

「ふぇ……う………………ふ……………………うぇぇ」

「泣くな、莫ば迦か者もの」

　ムラマサ先輩が、リモコンを奪うばい取って、動画を一時停止する。

「私は、自じ著ちよのアニメなど、心の底からどうでもよいし、興きよう味みもない。ゆえにいっさいかかわることをしなかった。しかし、君は、そうではなかったろう。力を尽つくして、皆みなとともに最高のアニメを作りたい、作るのだ、と、常つね々づね大口を叩たたいていたじゃないか。そうしてたくさんの人に、アニメよりもさらに面おも白しろい、原作小説を読んでもらいたいと、全人類を感動させてやりたいのだと、たいそうな夢ゆめを語っていたじゃないか。──それがこのザマとは、とんだ道どう化けだな」

「おい！　言い過すぎだ！」

　俺は、ムラマサ先輩の肩かたを強くつかみ、制せい止しせんと試みる。

　すると彼女は、じろりと俺を一いち瞥べつし、

「黙だまっていろ」

　それから再ふたたびエルフを見る──見下ろす。

「どうやら、君の夢ゆめは叶かなわなかった。君は、いま、読者の期待を裏うら切ぎって、盛せい大だいに負けつつある。であれば、いま君がやるべきは、哀あわれに消しよう沈ちんし、泣くことではない。すみやかに立ち上がり、考えることだ。そして、行動することだ。私にアニメのことはわからんが……原作者として、まだできることがあるかもしれない。敗北の痛いた手でを軽けい減げんできる道があるかもしれない。失敗から学ぶことがあるかもしれない。──やれ、すぐに」

　その声は、おそろしく冷れい徹てつで、いっさいの同情がなかった。

　ショックで判はん断だん力りよくを失っている同業者を、蹴けり飛ばしてでも正気に戻もどしてやろう──そんな強い意い志しを感じた。

　まあ……彼女なりの優やさしさなんだろうってのは、わかる。

　よくわかるし……そりゃあ、合理的でもあるのだろうが……。

　泣くな、落ち込むな。

　失敗したときこそ、すみやかに立ち直り、自みずから考え、よりよい未来のために行動せよ……って。大きなメンタルダメージを受けたばかりの女の子に対して、無茶ぶりにも程ほどがある。

「先せん輩ぱいは鬼おにかよ。やろうと思ってそれができるなら、誰だれも悩なやんだりしねえって」

　ムラマサ先輩は、エルフの前で片かた膝ひざをつき、目を合わせてこう言った。




「君ならできる」




「超ちよう天才売れっ子作家さまなのだろう？　さっさと復ふつ活かつしろ、莫ば迦か者もの」

　ぱちん、と、指で額ひたいをはじく。

　口く調ちようは冷たいままなのに、全力で背せを叩たたくような言葉だった。

「……う……ぐ……ぐ」

　ボッ、と、火が灯ともるような感覚。

「……っ！」

　エルフは無言で立ち上がった。

　歯を食いしばり。

　ぐい、と、袖そでで涙なみだをぬぐう。

　両こぶしを握にぎり締しめ、

「マサムネ！」

「は、はい！」

「わたしを全力で慰なぐさめなさい！」

「……はい？」

　俺は、きょとんとしてしまう。するとエルフは、バッと俺に向かって両手を広げ、

「ハグして頂ちよう戴だい！」

「は、はぁ？」

「早くっ！　また泣いちゃうでしょ！　わたしが！」

　じわ、と、宣せん言げんどおり、彼女の瞳ひとみに涙なみだがうるむ。

　ヘソだしミニスカサンタの格かつ好こうも相まって、とんでもない破は壊かい力りよくだ。

「ぐっ、だ、だ、だが──」

　できるわけないだろ！　そりゃ、エルフには元気になって欲ほしいし、慰なぐさめてやりたいとは思うけれども……そんな、紗さ霧ぎり以外のやつを──ってなんでそうなるんだ俺!?

「ほらっ、泣くわよ！　ぐすっ……泣いちゃうわよ！　いますぐ、ぎゅーってして、よしよしして、胸むねで泣かせて頂戴！　そしたらきっと、すぐに復ふつ活かつ──」

　ぎゅーっ！　と、エルフの顔面がつかまれた。

「ギャーッ！　イタタタタタ！」

「ちょ、調子に乗るな助すけ平べい亜あ人じんがぁ！　そんな羨うらやまし──じゃなくて、いかがわしい真似まねをせずとも、貴き様さま、とっくに復活しているのではないか!?」

　真っ赤になって激げき怒どする、ムラマサ先せん輩ぱいの仕し業わざだった。

「イタタタ！　このっ、だ、誰だれがアイアンクローをかませっつったのよ！　なにこの力!?　ゴリラか何か!?」

「お望みどおり、ぎゅーっとしてやっているのだろうが！　次は、よしよしだったな？　遠えん慮りよすることはない。存ぞん分ぶんに甘あまえるがいい──よしよしよしよしよしよしよし！」

　先輩は、エルフの顔面をわしづかみにしたまま、激はげしく前後に揺ゆさぶる。

　哀あわれエルフは、「ちょ、待、痛いた──」と、言葉にならない悲鳴を漏もらし、ガクガクされるがままになっている。

　なんというか──完全に、いつもの光景であった。

　……まぁ、エルフが元気になったようで、よかった。

「ふふっ」と、智とも恵えが小さく噴ふき出している。紗霧が、画面の中で、ほっと胸をなでおろす。

　エルフと先輩を眺ながめていためぐみが、ぽつりと言った。

「こーゆーお友達関係って、新しん鮮せんかも。超ちよう仲良しなんですね、ふたりとも」

「だ、誰が……こんなやつと友人なものか」

　ムラマサ先輩は、エルフの顔面から手を放し、慌あわてて否ひ定ていする。

「ったたた……」

　顔を押おさえて涙目になっているエルフが、くすっと笑う。

「ったくもー。大好きなわたしを元気づけてあげようって、必死になっちゃってんのはわかるけど、もうちょっと優やさしくしてくんない？」

　先せん輩ぱいは、腕うでを組んでそっぽを向く。

「ふん……勘かん違ちがいしてもらっては困こまる。私にとって、君の小説は依い然ぜんとして面おも白しろくないが……君の夢ゆめは、いつか素す晴ばらしいものを創つくるかもしれない。そう思ったからこそ、だな……適てき度どに屈くつ辱じよくを与あたえて……発はつ奮ぷんを……だな……」

「やっぱり大好きなんじゃない」

「ち、違うと言っているだろう！　人の話を聞いていたのか!?」

「はいはい、ありがと。さって、そんじゃーまぁ、期待に応こたえてあげなきゃね！　よしっ、ふっか──」




　事じ態たいが一いつ件けん落らく着ちやく──したところで。




「──つ」

　がらりと扉とびらが開き、さっきリビングから出ていった、アルミが戻もどってきた。

　片かた手てを上げ、かるーい声で、

「悪りー悪りー、いまの映えい像ぞう、最終チェック手前のやつだったわ。はい、こっちが完かん成せい版ばんの白しろ箱ばこなっ♪」

「…………………………」

　しん、と、場が静まり返り──

「ふざけんなこらぁ────────っ！」

　原作者の怒ど声せいが、高らかに響ひびき渡わたった。

　幸いなことに、完成版『爆ばく炎えんのダークエルフ』第一話の出で来き栄ばえは、それはもう、素晴らしいものだった。




　クリスマスパーティが終わり、皆みなが帰ったあと。

　俺は、エルフとふたりで、リビングの片かたづけをしていた。

「たいして散らかってないし、手伝わなくてもいいぞ？」

「いいからいいから」

　エルフは上じよう機き嫌げんに、お菓か子しの空箱などをゴミ袋ぶくろに捨すてる。そして、ちらっとこっちを見て、

「ほら、お待ちかねの……ふたりきりよ？」

「？」

　俺は、きょとんと首をかしげる。

「ふたりきりなのは見りゃわかるけど……お待ちかねって……なんのことだ？」

「くふふふふ、もぉ～、とぼけちゃってぇ♡」

　エルフは、手を口に当てて上機嫌に笑う。

「プレゼントよ、プレゼント。……あるんでしょう、愛しいわたしへの『特別なクリスマスプレゼント』が」

「ないよ」

「えっ？　ま、またまたぁ～」

「な、ないよ？」

「…………………………」

　エルフは、一いつ瞬しゆん、無表情で硬こう直ちよくし、

「噓うそぉ！　あ、あんた、さっき──」





　ところでパーティが終わった後、こっそりわたしにだけ別のプレゼントがあるんでしょう？






「──って言ったら、図星みたいな顔してたじゃない！」

「あれか……あれはな？　パーティが終わったあと……別のプレゼントを渡わたそうと思ってたんだ……妹に」

「わたしって、いつの間にあんたの妹になったの？」

「なってない！　おまえじゃなくて……紗さ霧ぎりへのプレゼントだよ」

「…………」

　ガーン！　とショックを受けているエルフ。

　な、なんか、勘かん違ちがいさせちゃったみたいで悪かったな……。

「あ……ああああ、あっそッ！　い、妹！　紗霧にね！　ふ、ふーん！　そぉっ！　わたしにあげるプレゼントなんてないんだ！　──悔くやしくないわよ！　薄うす々うすわかってたわ！」

　ジト目になって唇くちびるを尖とがらせ、顔面全体で『不ふ機き嫌げん』を表ひよう現げんするエルフ。

「え、エルフ？」

「知らないっ、話しかけてこないで頂ちよう戴だい」

「お、おい──」

　呼よび止める声を無む視しし、エルフは走り去って行ってしまった。

「な、なんだあいつ……」

　自分が勝手に勘違いしたくせに怒おこりやがって。

　でも、さすがに罪ざい悪あく感かんが募つのるな。普ふ段だんからお世話になっている相手でもあるし。

　エルフとの仲直りについて思案していると、どん、と、天てん井じようが揺ゆれた。

　……ちょっと来て。

　という意味である。

「……もう腹はら減へった……ってわけでもねぇよな？　さっき食ったばかったし……てっきり、疲つかれて寝ねてるのかと思ってたけど」

　いぶかりながらも、俺はリビングを出て、『開かずの間』へと向かう。

　ちょうどいい機会なので、自室に寄よって、紗さ霧ぎりへのプレゼントを持っていくとしよう。




　数分後。俺は、『開かずの間』にて、妹と向き合っていた。

　紗霧へのプレゼントは紙かみ袋ぶくろに入れて、片かた手てに持っている。

「どうした、紗霧？」

「………………………………………………」

　どてら姿すがたの紗霧は、俺の目前で立ったまま、沈ちん黙もくを保たもっている。

　顔を伏ふせ、両手を後ろ手で組んで、もじもじ身体からだを揺ゆらしている。

　なかなか返事をしてくれない、なんてのは、この妹にとって日にち常じよう茶さ飯はん事じであるから、俺は、焦あせることなく相手が用よう件けんを切り出してくるのを待った。

「…………………………………………」

　さらに数十秒が経けい過か。依い然ぜんとして、紗霧は口を開かない。

　少しずつ頰ほおが赤らんでいくのは、エアコンが強すぎるからだろうか。

　そんな妹の様子を眺ながめているのも楽しいのだが、少し話しやすい状じよう況きようを作ってやった方がいいかもな。

「なぁ、紗霧」

「えっ……なっ、なっ、なにっ!?」

　おいおい……なんだこの動どう揺ようっぷりは。

　そっちが呼よんだくせに……なんかやましいことでもあるのか？

「クリスマスパーティ、楽しかったな」

「う、うんっ」

「おまえの秘ひ密みつもバレずに済すんだし……プレゼント交こう換かん会かいも」

「！」

『プレゼント』と口にした途と端たん、紗霧がビクビクッ、と肩かたを跳はねさせる。

「？　……プレゼント交換会も……」

「！」びくびくっ！

「プレゼント」

「！」びくびくっ！

「プレゼントに、なんかあんのか？」

「ないっ！　なんにもないっ！」

「そ、そうか」

　あるらしい。追つい及きゆうされたくないようなので、話を進めよう。

「プレゼント交換会も、盛もり上がったよな。めぐみが来ることになったときは、どうなることかと思ったけど……」

「……………………めぐみちゃんは、すごい」

　紗さ霧ぎりは、ぽつりとそれだけ言った。言葉足らずなやつだから、この一言に、様々な思いが込こめられているのだろう。

　……俺の妹語翻ほん訳やく技ぎ術じゆつもまだまだだな。

「みんな、仲良くなれたみたいで……よかった」

「そうだな。さすがというかさ、めぐみのやつの溶とけ込み具合は、ハンパなかった」

「………………」

「なに？」

「……兄さんが、新しい女の子、つれてきた」

「言い方悪くない!?」

「おっぱいおっきい智とも恵えさんと……なんか、いい雰ふん囲い気きで、話してた」

「別にそんなことなかったろ」

「ふぅん……まぁ、いいけど。おっぱい大好きな兄さんが、誰だれと仲良くしてたって……私には関係ないもん」

　おっぱい気にしすぎだろ、こいつ。

「あとさ、エルフのアニメも……よかったよな」

「うん……完成ばん……すごかった。オープニングの歌も、映えい像ぞうも、かっこよかったし」

「そうだったな。……おまえからは見えなかっただろうけど……」

「？」

「……あいつ、オープニング見てるとき……ちょっと、泣いてたよ」

「………………」

　俺たち兄妹きようだいの間に、いくばくかの沈ちん黙もくが横たわる。

　どちらからともなく、ぽつり、とこぼす。




「くやしい」

「でも、よかった」




　きっと、どちらも本音だった。

　言葉にならない想いが、いくつもいくつも浮うかんでは消えていった。

「頑がん張ばらなくちゃな。俺たちも」

「……うん」

『開かずの間』に、温あたたかい雰ふん囲い気きが満ちた。

　さっきまで妙みように硬かたくなっていた紗霧も、少しは落ち着いてきたみたいだ。

「………………」

　逆ぎやくに、こっちが緊きん張ちようしてきた。

　ここに来たのは、紗さ霧ぎりの用よう件けんを聞くためだけじゃなくて……俺のクリスマスプレゼントを、紗霧に渡わたすという目的もあったからだ。

　紙かみ袋ぶくろをつかむ手に力を込こめる。えいやとばかりに切り出した。




「「……あのっ……」」




　そしたら、妹の声とハモってしまった。

「────────」

　俺たちは、両者揃そろって硬こう直ちよくする。

　紗霧が、両手を後ろ手に隠かくしたままで言った。

「に、兄さんっ……先……どうぞっ」

「おうっ、そ──そうか？　じゃあ……」

　俺は思わぬハプニングに混こん乱らんしつつ、紙袋を紗霧に向かって差し出した。

　誕たん生じよう日びのときは、恥はずかしすぎて上手うまく渡せなかったから。

　その反はん省せいを生かし、できるだけ明るく、勢いきおいよく行こう。

「これ、おまえに、クリスマスプレゼントなっ！」

「えっ……」

　俺は、紙袋から、クリスマスカラーのリボンを巻まいた、毛糸のくつしたを取り出して見せる。

「おまえ、いっつも足が寒そうだからさ！　くつしたを編あんでみたんだ！」

「ええぇええぇぇっ！」

　大声で反はん応のうする紗霧。俺は困こん惑わくをさらに強める。

「……な、なんで、そのタイミングで驚おどろくんだ？」

「べ、べ、べつにっ………その……て、手て編あみ……って……こと？」

「おうっ！　その〝どてら〟を、自分で縫ぬってやれなかったのが、ひそかに悔くやしくてなあ。リベンジの意味も込めて、編んでみた。──昔、お袋ふくろに教えてもらってさ、少しはできるんだ、編み物」

「……しってる。あみぐるみとか……よくごはんと一いつ緒しよに置いてあったし……」

　何故なぜか紗霧は、青ざめている。どうしたのだろう。俺のプレゼントが……お気に召めさなかったのだろうか。くつしたマニアじゃなかったのだろうか。

「紗霧も、みんなにあみぐるみを編んでいたよな」

「……………くぅ…………っ………………………………」

　な、なんだ？　ぷるぷる肩かたを震ふるわせちゃってさ、なーんか様子がおかしいぞ……？

「ま、まあいいや。それより見てくれ！　俺の全ぜん技ぎ術じゆつを結集して作り上げたくつしたを！　ついにここまで複ふく雑ざつな柄がら物ものを編あめるようになったんだぜ！」

「………………………………………………ううう…………」

　紗さ霧ぎりは、俺の自じ慢まん話ばなしを聞きながら、だらだら汗あせをかいている。

　俺はさらに、自分の作品をほめたたえた。

「なかなか見事なもんだろう。くつしたって、簡かん単たんそうに見えて、柄も履はき心地ごこちも、左右でまったく同じにしなくちゃいけないんだ。靴くつ下した用ようの毛糸だから、そんなにちくちくしたりもしないと思う」

「……む…………む……」

「たいしたものじゃないけど……よかったら」

「……ぐぬっ」

「どてらと一いつ緒しよに使えば、きっと、あったかいぞ」

「…………………………」

「…………紗霧？」

「…………なんでもない。ありがとう。嬉うれしい」

　台詞せりふと表情が合ってないんですけど？　めちゃくちゃブスっとしているように見えるんですけど？　……紗霧さん？

「……こっちにも色々ある。……ちゃんと嬉しいから、ほんとに嬉しいから……気にしないで」

「そ、そうか？　なら……いいけど。……で……おまえの用よう件けんってのは……」

　紗霧は、しょんぼりと肩かたを落とし、両手を後ろ手に隠かくしたまま、こう言った。

「やっぱなし」

「はい？」

「………………負けたので、なし」

「……えっと……意味がわからんのだが……」

「………………にいさん…………やっぱり、すごいなって……おもっただけ」

　ぐすっと涙なみだ目めになる紗霧。

　結局、このとき、紗霧から『俺を呼よんだ用件』とやらを、聞き出すことはできなかった。
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　それは、一月上旬、出しゆつ版ぱん社しやの新年会が催もよおされた翌よく日じつのことであった。

「妹の手作りチョコが欲ほしい！」

　俺の心の叫さけびが、高らかに響ひびき渡わたった。

　おおー、と、飲み会で一発芸を披ひ露ろうした直後のような歓かん声せいが上がる。

　いや、俺、飲み会なんて行ったことねえけどさ。

　ぱちぱちという拍はく手しゆの中、俺は周囲を見回した。高価そうなローテーブルに、三人分の飲み物が置かれている。俺と一いつ緒しよにテーブルを囲っているのは、二名のイケメンだ。

「あはは、和泉いずみくんらしいですね」

　ベージュのカーディガンにチノパンという量産型大学生みたいな格かつ好こうをしている爽さわやか系けい男子は、獅し童どう国くに光みつ先生。お菓か子し作りが得意な、年上の後こう輩はい作家。

　見た目どおりの穏おだやかな人ひと柄がらで、年下の俺に対しても礼れい儀ぎ正しく、とても付き合いやすい人だ。……酒さえ飲まなければ。

「あ～、オレ様も、エミリーから手作りチョコをもらいてーなぁ」

　カーペットの上に座すわったまま、両足を思いっきり伸のばしてバタバタさせているのは、アメリア・アルメリア──超ちよう人気イラストレーター・アルミ先生その人である。

　普ふ段だんと髪かみ型がたを変えていて、特とく徴ちよう的てきな赤髪を、後ろで一つに縛しばっている。ジーンズに男物のジャケットという服ふく装そうなので、パッと見、超美形の男性に見える。

　もちろん彼女は、叙じよ述じゆつトリックの入り込こむ余よ地ちなどなく、まごうことなき女性なのだが──『今日の趣しゆ旨し』のために、男装めいた服を着ているのだろう。

　ちなみにここは、アルミの部屋のリビングである。

　ことの経けい緯いはこうだ──。




　昨日あった出版社の新年会で、俺とシドーくんは、寂さみしく隅すみっこでお喋しやべりしていた。俺の同期作家さんは話の合わないおっさんばかりだし、シドーくんの同期作家さんは、和泉いずみマサムネとかいうやつが『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』でやっつけて、田舎いなか送りにしてしまった。

　話す相手がいなかったのである。

　いや、正せい確かくには、顔見知りがいなかったわけじゃないんだ。

　ただ……会場のど真ん中、もっとも賑にぎやかな位置に立っている『彼』は──

「一月から始まった『オレのアニメ』もう見た!?　どう？　どう？　すごかったろ!?　原作再さい現げんカンペキだったろ!?　フハハハ！　おまえら見とけよ！　オレの作品が、ラノベの地平線を切り開く様さまをなあ！」

　御ご覧らんの有様だったので、あえて近づかずにいたのである。

　シャンパン片かた手てに、周囲に絡からみまくっているのは、草くさ薙なぎリュウキ先生。俺のデビュー当時からの知り合いである。

　現げん在ざいデビュー六年目で、いまだ二十代。

　つまり、俺の三年先せん輩ぱいってことになるな。

　今日の草くさ薙なぎ先輩は、染そめた金きん髪ぱつを後ろで縛しばり、ＦＦ15に出てきそうな黒衣とシルバーアクセでバシッと決めている。きらきらと売れっ子オーラを振ふりまいて、傲ごう岸がん不ふ遜そんに振ふる舞まっていた。普ふ段だんはここまで大おお騒さわぎする人ではないのだが、自作のアニメが放ほう映えい中ちゆうで、嬉うれしいんだろうなあ。

「……あはは、なんだか、山やま田ださんを思い出しますね」

　確たしかに調子こいた言動がエルフそっくりだ。一年前の新年会で話したときは、大人おとなしいというか、静かなるクズというか……もうちょい内うち弁べん慶けいな人だったはずなのだが……。

「……ううむ、ラノベ作家って、売れるとああなってしまうのか……おそろしい」

　俺がシドーくんとともに、草薙先輩を遠とお巻まきに見ていると、

「おっ！　そこにいるのは！」

　件くだんの彼が、シャンパン片かた手てに、こちらを向いた。

　げっ、見つかった。

　草薙先輩は、ふらふらと俺のそばまで歩いてきて、

「おい和泉いずみ、久しぶりじゃねぇか[image: ～][image: ～][image: ～]。それと、そっちは確か、獅し童どうだっけ？」

「……えっ？」「あっ……はい」

「おまえらも飲めよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]なっ？」

「いや！　俺、未成年なんで！」

「あっ僕も……『今日はお酒を飲んだら干ほす』って、担たん当とう編へん集しゆうさんから言われているので……すみません」

　どうやらシドーくんの酒さけ癖ぐせの悪さは、編集部にも知られているらしい。

　俺たちにすげなく拒きよ否ひされた草薙先輩は、露ろ骨こつにふて腐くされた顔になった。

「んだよぉ[image: ～][image: ～]！　オレの酒が飲めねえの!?」

「また別の日に誘さそっていただければ……」

「じゃあいいよそれで……絶ぜつ対たいだぞ！　忘わすれんなよ！」

「はい、ぜひ……」

　如じよ才さいなくかわすシドーくん。草薙先輩は、「ククク、アニメ化マネーでおごってやるよ！」などと息いき巻まいているが……どうなることやら。

　俺たちに酒を飲ませることを諦あきらめた草薙先輩だったが、依い然ぜんとして去ろうとしない。

「よお～し、おまえら、なんか面おも白しろいこと言え！」

「そ、そんなこと言われても」

　困こまった先輩だなほんと。

「最近チョーシ乗ってる作家の言い合いしようぜ。まずオレからね、三上延〔※１〕」

「やめてください！　本気でやめてください！」

　この業界狭せまいんだから！　酒の席だろうと一度口にした悪口は、巨きよ大だいな尾おひれを付けながら、ホーミングミサイルさながらにご本人の耳まで飛んでいくのだ。命めい中ちゆう率りつ一〇〇パーセントなのだ。

　敬けい愛あいする作家の悪口を言いまくるのは、この人の本当によくない悪あく癖へきである。

　彼は『ビブリア』も『ダーク・バイオレッツ』も『モーフィアス』も大好きなのに、なまじ同業者なものだから、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうと尊そん敬けいが入り混まじって、色々複ふく雑ざつなのだろう。

「じゃあもうすぐ三月になるし、脱だつ税ぜいの話しようぜ」

「もうあっち行ってくださいよ！」

　なんの話をしててもいいから、俺たちを巻まき込こまないで欲ほしい。

「あー！　くっそー！　オレもいつか『ビブリア』みたいなすげー小説を書いて、萌もえ萌え美少女イラストが表紙じゃない『ダ・ヴィンチ』みてーなオシャレな雑ざつ誌しでインタビュー受けてえなあぁぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　よりにもよってラノベレーベルの新年会で、そんな台詞せりふを叫さけびつつ、酔よっ払ぱらいは去って行った。

「……和泉いずみくん。もしかして、この前言ってた『年の近い先輩』って」

「ねっ、紹しよう介かいしなくてよかったでしょ？」

　少なくとも、パーティ会場でお喋しやべりしたい人ではない。

　ちなみに、一月期にスタートしたライトノベル原作のアニメは、草くさ薙なぎリュウキ原作の『ぴゅあらぶ。』と、山やま田だエルフ原作の『爆ばく炎えんのダークエルフ』の二本のみ。

　これはもう、直ちよく接せつ対決といっていいだろう。

　つまり、エルフの目下のライバルが、あの草薙先輩……ということになる。

　現げん在ざいもっとも調子こいてる二人のうち、果たしてどちらが勝ち、どちらが負けるのか──

　できることなら、両者ともが笑って終われる結果になって欲ほしい。

　そう思う。

「…………」

　気付けば俺たちの周りから人がいなくなっている。……間ま違ちがいなく草薙先輩に絡からまれたくなかったからだろう。……ああ、余よ計けいに喋しやべる相手がいなくなってしまった……。

　シドーくんと二人、隅すみっこでポツンと佇たたずんでいると、

「よっ、マサムネぇ、元気してるー？」

「えっ？　あ、おまえ──」

　そこで、草薙先輩と入れ替かわりに現あらわれたのが、救いの神──否いな、アルミ先生だった。

「喋る相手いねーんだよー、そっちの彼も紹介してくんね？」

　俺の著ちよ作さく『世界で一番可愛かわいい妹』のコミカライズを担当しているアルミ先生は、初めてこの出しゆつ版ぱん社しやの新年会に呼よばれたとのことであった。

　切実に『歳としの近い友達募ぼ集しゆう中ちゆう』だった俺たちは、好機とばかりにアルミ先生を仲間に引きずり込んだ。超ちよう人気イラストレーターで、しかも超美少女であるアルミは、ほっとくと他のグループに連れていかれてしまうと思ったからだ。『アルミちゃんは俺らのなんだからね！　取らないでよね！』というオーラを放ちながら、より隅すみっこの目立たないところにあえて移い動どうし、パーティの間中、三人でお喋しやべりをしたのである。

「あー、楽しかった！　やっぱ、ラノベとかアニメとか身内ネタとかさー、共通の話題で盛もり上がれるのはいーよなぁ。まだまだ喋り足りねー──そうだ、明日オレ様んちで、『男子会』やろうぜ！　好きな女の子の話とかしようぜ！　バレンタインも近いし！」




　──というわけで冒ぼう頭とうのアルミんちでの会話へと戻もどるわけだ。

　女子がひとり混まじってんのに、『男子会』とはこれいかに？　とは思ったが、だからこその『男だん装そう』ってことなのだろう。エロマンガ先生グレートのお面めんといい、形から入るやつなのだ。

　そして新年会の翌よく日じつである今日、『男子会』という名目でアルミんちに集まった俺たちは、さっそく秘ひ密みつの恋こいバナを始めた。

　最初の『お題』は──『おまえら、バレンタイン近いけど、ぶっちゃけどーなの？』だ。

「妹の手作りチョコが食べたい！　愛情たっぷりのハート型チョコが欲ほしいったら欲しい！」

　俺は、冒頭と同じ台詞せりふを繰くり返した。立ち上がり、両こぶしを、力いっぱい握にぎり締しめてだ。

　アルミが、うんざりと眼めを細める。

「はいはい、何度も言わなくてもわかったっつーの」

「いいや！　わかってなーい！　俺がどれだけ妹チョコを欲しがっているのか！　まだまだまだまだ語り切れちゃあいないんだぜ！　あと千ページ分くらいは話し続けたいんだぜ！」

「なあ国くに光みつ、こいつ酒でも入ってんの？」

「未成年にお酒を飲ませたりはしませんよ──和泉いずみくんは素面しらふでコレです」

「なるほど……重じゆう病びようだな」

「はいそこ、かわいそうな人を見る目になるのやめようか！」

　俺はアルミの顔をビシリと指さす。すると彼女は「きひひ」と笑って、

「そんでさ、そのマサムネのシスコンドリームは叶かないそうなの？」

「去年はもらえなかった！　つーか、会うこともできなかった！」

　当時は引きこもり全ぜん盛せい期きだったからね、俺の妹。

「だが今年は違ちがう！　少しは話せるようになってきたし……たまに会ってくれるようになったし…………」

　告白して、振ふられちゃったけども。

「……その……ワンチャンあると思うんだよね」

　都合の悪いことを思い出してしまった俺は、ややテンションを下げて言った。

「今年は、バレンタインに、妹さんからチョコレートをもらえるかもしれないってことですか？」と、シドーくんが合いの手を入れる。

「そうそう。別に妹がお兄ちゃんにチョコあげるくらい、普ふ通つうのことだろ？　ぜんぜんいかがわしくないだろ？　……だからさ、もういまのうちから、妹と会うたび──」




『紗さ霧ぎり、チョコレートって美味おいしいよな～、俺も大好きなんだよな～、チラッ』

『次はバレンタインネタで小説書こっかなー、でも俺、女の子からチョコレートもらったことないから、どういう気持ちかイメージわかないんだよなー、困こまったなー、チラッチラッ』




「って感じで、チョコ欲ほしいアピールをしてるとこなんだ」

「………なんというか、露ろ骨こつですね。逆ぎやく効こう果かでは？」

「ぐすっ……なんて哀あわれなやつだ。涙なみだが出てきちゃったじゃねーか」

「やめて！　哀れまないで！」

　俺まで泣けてきちゃう！

「そういうおまえらはどうなんだよ！　好きな女の子から、チョコレートをもらえそうなのかよ！」

「フッフッフッフッ……」

　アルミは、わざとらしい含ふくみ笑いをする。

「最近、エミリーは、チョコレート作りの練習をしているんだ。オレ様も試作品を何度か食べさせてもらった。──きっとアレは、バレンタインにオレ様にあげるためのものに違ちがいないね！　勝った！　今年のバレンタインはオレ様のものだぜ！」

　俺の対面で立ち上がり、勝利を宣せん言げんするアルミ。

　そんな彼女に、シドーくんが言った。

「本命の相手には、試作品のチョコレートを食べさせたりしないのでは？」

「す、するかもしれないだろ！」

　シドーくんって、的てき確かくでえぐいツッコミをするよな……。

　アルミが涙目になってきたじゃないか。かわいそうなので、俺はこう言ってやった。

「まぁまぁ、義ぎ理りチョコくらいならもらえる可か能のう性せい高いだろ……協力したんだから」

「……和泉くん、フォローになってないです」

「そ、そうか？」

　シドーくんに小声でたしなめられ、しまったなと反省する俺。

　するとそこでアルミが叫さけんだ。

「なんだよおまえら！　僻ひがみか!?　僻みなんだな！　寄よってたかってオレ様の暗い未来予想図を描えがきやがって！　ちくしょー！」

「元気出せって、俺も妹からチョコレートもらえるかどうか微び妙みようだし、仲間みたいなもんだろ？」

「うるせえ！　おまえと一いつ緒しよにすんなシスコン野や郎ろう！」

「な、なんだその言い方！　人が気き遣づかってやってんのに……！」

「ちょ、喧けん嘩かしないでくださいよ！　ストップストップ！」

　シドーくんが立ち上がり、俺とアルミの中に割わって入った。これでローテーブルを囲う三人ともが立ち上がった形になる。

「おふたりが喧嘩をしても、チョコレートはもらえませんよ？　えっと……ほら！　もっと建けん設せつ的てきな話をしようじゃありませんか！」

「む……確たしかに」「建設的な話ってなんだ？」

　第三者からの正せい論ろんを受け、俺とアルミは戦いをやめる。

　シドーくんは、ちょっと考えてから、

「チョコレートくらい、僕がすごく美味おいしいのを作ってあげます。それじゃダメですか？」

「ダメに決まってんだろ！　なんにもわかってねぇなテメェ！」

「俺たちは美味しいチョコレートを食べたいんじゃない！　妹の兄への甘あまくほろ苦い想いを！『妹チョコ』を食べたいんだよ！」

「だからオマエのような変へん態たいと一いつ緒しよにするなっつってんだろーが！　気持ち悪ぃ言い回ししやがって！」

「気持ち悪くない！　俺の純じゆん粋すいな想いになんてことを！」

　再ふたたびガミガミと口喧嘩を始める俺たち。

　シドーくんが、あわあわと慌あわて、別の提てい案あんをしてくる。

「わかりました！　わかりました！　えーと、では、いまからここで、『バレンタイン対たい策さく会かい議ぎ』を行うというのはどうでしょう！」

「……バレンタイン」「対策会議ィ？」

「そう、『バレンタイン対策会議』ですよ。すなわち、この男子会メンバーが、お目当ての相手からチョコレートをもらえるよう、みんなで作戦を考え──相そう互ご支し援えんをしようじゃありませんか、というものです」

「ほうほう、具体的には？」

　乗り気になったのか、アルミが前のめりになって問うた。

「たとえばアルミ先生は──」

「先生はいらねー」

「──失礼、アルミさんは、山やま田ださんからのチョコレートが欲しいんですよね？」

　最近この人は、エルフのことを『山田さん』と呼よぶ。

　スタンダードな呼び方なのに、なんだかちょっぴり間が抜ぬけていて笑える感じだ。

　アルミが「そうだな」とうなずくと、シドーくんはこう続けた。

「であれば、山田さんのことを、和泉いずみくんが偵てい察さつするというのはどうでしょう」

「俺が？」

「はい。戦に勝つにはまず敵てきを知ることです。趣しゆ味みとか、経けい歴れきとか、人間関係とか……」

「そーゆーの幼おさな馴な染じみであるオレ様が知らないと思うか？」

「いまのはあくまで例ですよ。そうですね──じゃあ、こんなのはどうでしょう」

　シドーくんは、格かつ好こう良よく指を銃じゆうの形にして、

「和泉いずみくんが、山田さんから『好きな男の子のタイプ』を聞き出してくるというのは」

「！」

「それをアルミさんが、バレンタインまでに実じつ践せんすれば──」

「チョコレートがもらえるってことか！」

「もらえる……かもしれません」

　がくっとアルミがずっこけた。

「オイ、なんでそこで弱気になんだよ」

「絶ぜつ対たいもらえる、なんて約束はできませんよ。でも、なにもしないよりは、可か能のう性せいは上がると思いませんか」

「なるほどなー」

　俺は、うんうんと頷うなずいた。少なくとも、俺がやっていた『チョコレートが欲ほしいよアピール』よりは、有ゆう効こうな気がする。

「逆ぎやくに俺の場合は、紗さ霧ぎりの姉あね弟で子しであるアルミに、妹の偵てい察さつをしてもらえばいいってわけか」

「そうですけど……姉弟子ってなんのことですか？」

「あ、いや、なんでもないから気にしないで」

　危あぶねえ！

　シドーくんには、紗霧の正体がエロマンガ先生だってことを、教えていないんだった！

　俺は慌あわてて話を戻もどす。アルミを見て言った。

「そういうことなら、紗霧が『妹チョコ』を俺にくれそうかどうか、調べてくれよ」

「……オレ様にはその『妹チョコ』という概がい念ねんが、マジで理り解かいできないんだが……『本命チョコ』とはまた違ちがうんだろ？」

「『妹チョコ』は『妹チョコ』だろ。妹の『お兄ちゃん大好き』という気持ちがこもったチョコレートのことだよ」

　当然わかるよね？　という意図を込めて説明すると、アルミは、腕うでを組んで首をひねる。

「義ぎ理りチョコみたいなもん？」

「義理じゃない！　『妹チョコ』だ！」

「わかったわかった、まったくわからないがわかった。顔を近づけてくんなよキメぇ。ちゃんと探さぐりを入れといてやるよ、『好きな男の子のタイプ』も聞いておいてやる」

「頼たのむぞ。頼むぞ！」

「おまえこそ、エミリーの件けん、忘わすれんなよ」

「わかってる。任まかせとけ」

　ガッ、と、腕うでと腕とを合わせ、協きよう力りよく体たい制せいを固める俺とアルミ。

「よかった、話がまとまったようですね」

　シドーくんが、ほっと胸むねをなでおろした。

「「…………………………」」

　俺とアルミが、じろりとシドーくんをにらみつけた。

「……な、なんですか？」

「シドーくんは、どうなの？」

「はっ？」

「バレンタインだよバレンタイン──オレ様たちが赤せき裸ら々らに内情を吐と露ろしたんだから、おまえも白はく状じようするべきじゃね？　好きな女の子の名前とか、バレンタインにチョコレートをもらえそうなのかどうかとかさあ」

「え、えーと」

　困こまった顔で、額ひたいに汗あせをかくシドーくん。

　俺もアルミに同意だったので、彼女に追つい随ずいして問いただした。

「そっか、『バレンタイン対たい策さく会かい議ぎ』なんだから──シドーくんの恋こいバナも聞かせてもらって、みんなで対策を練ってあげないといけないよな！」

「いや、僕は別に、そういうのは……」

「このままじゃ、フェアじゃないと思うんだよね」

「そーそー、恥はずかしがってないで言っちゃえよ！　国くに光みつチャンのちょっといいとこ見てみたい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　ノリノリで手て拍びよう子しを始めるアルミ。




「言ーえ！　言ーえ！」「言ーえ！　言ーえ！」




　握にぎりこぶしを上下に動かしてコールする俺たち。

　このおふざけノリ、自分がやられるとメチャクチャうざいのだが、人にやるぶんには本当に楽しいよな。

　とはいえ、相手は獅し童どう国光先生。見てのとおりの爽さわやかイケメンである。きっと『僕、彼女いますよ』みたいなことを言い出すに違ちがいない。

　そしたら全力でブーイングしてやろう！

　きっとアルミも似にたようなことを考えているはずだ。

「…………………………わかりました」

　コールの中、やがてシドーくんは、諦あきらめたようにそう言った。

「僕も『バレンタイン対たい策さく会かい議ぎ』に、ちゃんと参加しましょう」

「おっ……」「おお～」

　意外な返答に、俺たちは当とう惑わくしつつも拍はく手しゆで応こたえる。

「その言い方だと……シドーくんって、彼女いないの？」

「い、いませんよ」

　恥はずかしそうに片かた手てを振ふるシドーくん。

「ただ…………チョコレートをもらいたい人は、います」

「おおっ！」

「こいつは面おも白しろくなってきやがったぜ……」

「で、誰だれなんだ？　俺たちの知ってる人？」

「はい、僕の好きな人は──」

「「好きな人は!?」」




「担たん当とう編へん集しゆうの神楽かぐら坂ざかさんです」




「ゲホゴホ！　ゲホゴホ！」

　むせた。
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「……だ、誰だれだって？」

　俺は改めて聞き直した。ありえない答えが聞こえた気がしたからだ。

「僕がチョコレートをもらいたい相手は、担たん当とう編へん集しゆうの神楽かぐら坂ざかあやめさんです」

　そんなバカな。……そんなバカな!?

「誰？　ねぇねぇ神楽坂って誰？　オレ様も知ってるやつ？」

　アルミも知ってはいるんじゃないの？　例の『マスク剝はぎデスマッチ』のとき、連れん絡らく取ったとか言ってたし。

　──と、普ふ段だんならそう返事をしてやるところだが、いまはそれどころじゃない。

　俺は、おおいに動どう揺ようしつつ聞いた。

「神楽坂さんて……俺の担当編集でもある……あの神楽坂さん？　ほんとに？」

　シドーくんは、恥はずかしそうに小声で答える。

「そ、そうです」

「ウッソだろぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]あの人のどこがいいの!?」

　驚おどろきのあまり、めちゃくちゃ失礼なリアクションをしてしまった。

　さすがのシドーくんも声を荒あらげる。

「い、和泉いずみくんたちが聞くから教えたのに！」

「あ、ごめん、マジで。……いやでも、うぅん……神楽坂さんかあ…………シドーくんの好きな人……神楽坂さんかぁ…………はぁぁ～」

「なんですかその微び妙みような反はん応のうは!?　スーツ美人でかっこいいじゃないですか!?」

「んん……言われてみれば……そう……かも？」

「神楽坂さんは、クリスマス当日、僕を急に呼よび出してまで、仕事の打ち合わせをしてくれるんですよ！」

　それでこの人、うちのクリスマスパーティをドタキャンして、嬉き々きとして編集部へと向かったわけか。たぶんそれって、ムラマサ先せん輩ぱいとの打ち合わせ予定が、急にキャンセルになったから呼ばれただけだぞ。言わないけど。

「いつも一いつ生しよう懸けん命めいな人なんです！　いつも僕の小説に、フレキシブル〔※２〕な感想と意見を言ってくれますし、それがうまくハマったときは自分のことのように誇ほこってくれますし──」

　カルト宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうを受けている気分になってきた俺の前で、シドーくんは、いかに神楽坂さんが素す晴ばらしいかという話を続けている。

「それに、いつも身だしなみがしっかりしていて、か、顔だって綺き麗れいだし！」

「ほんとごめん……正直、担当編集の見た目とか、気にしたこともなかった。対象外にもほどがある……超ちよう年上だし」

「ちょ、超年上って……。神楽坂さん、すっごく若いじゃないですか！　二十代半ばくらいでしょ!?」

「俺の妹の倍くらいっすね」

「ババアだな」

「き、君たちはいま、すべての二十代女性を敵てきに回したぞ！」

　こめかみに青あお筋すじを浮うかべて怒ど鳴なるシドーくん。穏おだやかな彼が、珍めずらしくマジギレしている。

「う～ん、国くに光みつって趣しゆ味み悪いよな。マサムネもそう思うだろ？」

「まぁ、正直、俺もちょっとそう思う」

　俺たちの批ひ判はんを受けたシドーくんは、笑顔を引き攣つらせて、

「……女の子のくせに女の子が好きな変へん態たいと、ホモで妹好きの変態には言われたくないんですが？」

「オレ様が変態？　ククク……承しよう知ちの上だぜ！　胸むねを張はって誇ほこってやる！」

「やっぱり俺、そんなふうに思われてたの!?　ホモじゃないって何度も言ってるじゃん！　それに妹好きは変態じゃありません[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　根こん拠きよは、妹モノの大流行がいつまで経たっても終わらないこと！　妹萌もえは永えい遠えんのマジョリティ！　これが世界の選せん択たくなんだよ！」

　俺とアルミは、声をそろえて言った。

「「ババア好きの方が変！」」

「くそっ！　絶ぜつ対たいに僕の方が正しいはずなのに……！　せめてこの場にあとひとり、まともな感性を持つ男がいてくれれば……っ！」

　悔くやしげにこぶしを握にぎりしめるシドーくん。

「そんじゃーさ！」

　アルミが、スマホを取り出し、俺たちにとあるアドレス画面を見せつけた。

　──フルドライブ文庫編へん集しゆう部ぶ、山やま田だクリス。

「お義兄ちゃんエミリーの兄貴に電話して『男子会ここ』に呼よぼうぜ！」

「なるほど！　常じよう識しき人じんのクリスさんなら、公平なジャッジが期待できる！　やれ！　アルミ！」

「いやっ！　お忙いそがしい編集さんに、こんなどうでもいいことでお手数をかけちゃダメですよ！」

「遅おそい！　もう掛かけちゃったぜ！　──あっ、お義兄にいちゃん？　スーパーミラクルイラストレーターのアルミちゃんでっす！　──え？　なんの用だって？　それがさー……グスッ……オレ様…………もうダメかもしんない、イラストレーターやめるかも。……うん……うん……えっ？　いま？　うちいるけど………………うん……うん……わかった、待ってるネ♡」

　ピッ。

「すぐ来るってさ！」

「……説教はオマエひとりで喰くらってね」

　そんな感じで──

　俺たちの『男子会』、『バレンタイン対たい策さく会かい議ぎ』は、賑にぎやかに進んでいった。
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　翌よく日じつから、俺たちラノベ男子（造ぞう語ご）による『バレンタイン対たい策さく』が幕まくを開けた。

　各おの々おのが目当ての女の子からチョコレートをもらえるよう、ターゲットの『好みのタイプ』を調べる等々、相そう互ご支し援えんしようというものだ。

　俺の調ちよう査さ対たい象しようは、エルフと神楽かぐら坂ざかさん。

　まずは、隣となりに住んでいてすぐに会えるエルフから調べることにした。

　いつものように手て土産みやげ（今日はシュークリーム）を持って遊びに行くと、驚おどろくなかれ、エルフは仕事中だった。彼女が自分でそう言ったわけではなく、仕事場に通されたとき、ノートパソコンでワープロソフトが起動しているのが見えたのだ。

　ついでに言えば、玄げん関かんで俺を出で迎むかえてくれた彼女の服は、いつものロリータファッションではなく、動きやすいルームウェアだった。

　紗さ霧ぎりが着ているような、かわいらしい……ちょっぴり子供っぽいやつだ。

　全力で集中するために、機き能のう性せい重じゆう視しの服を着ているのだろう。

「ごめん、アニメも後半に入って、忙いそがしいときに……邪じや魔ましたか？」

「？　ああ……ちょうど休きゆう憩けいしようかと思っていたところだったから」

「なら、よかったけど」

　ここ数か月のエルフ先生は、ものすごーく真ま面じ目めに仕事をしている。

　普ふ段だんから、仕事を遅おくらせることのない人ではあったのだけど……最近のこいつは、ゲームやってサボっていることが、ほとんどないのである。

　三か月おきに刊かん行こうされる『爆ばく炎えんのダークエルフ』原作小説の他、ＢＤやゲームの特とく典てん小しよう説せつを、なんと五百ページ以上も書いたらしい。その上、脚きやく本ほん会かい議ぎやアフレコにはすべて参加し、メディアミックスにがっつりと関わって、一いつ心しん不ふ乱らんに仕事をしていた。

　いまの彼女は、まさに努力する天才！　パーフェクトエルフとでもいうべき存そん在ざいであった。

　……やっぱり、アニメ化すると意い識しきが変わったりするのかねぇ。

　俺は、尊そん敬けいの眼まな差ざしで、偉い大だいな先せん輩ぱい作家の横顔を見つめる。

「……なによ、わたしの顔に、なにかついてる？」

「いや、やっぱ『山やま田だエルフ』って、かっけーなってさ」

　笑って言うと、エルフは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいて、

「……な、なに言ってるのよ、いきなり」

　それから、ぷいっとそっぽを向いてしまった。




　シュークリームとお茶で一いつ服ぷくした後、単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

「なぁ、エルフ……おまえの『好みのタイプ』って、どんなやつ？」

「はっ？　えっ？　ええっ──」

　ワーキングチェアを倒たおしてくつろぎ、料理の本を読んでいたエルフは、俺のいきなりの問いに、びっくりして本を取り落としてしまう。

「なんでそんなこと聞くのよっ！　いきなり！」

「いや……ええと……」

　どうしたものか。こっそり調べなくちゃいけないから、本当のことは言えないし……。

　いい考えが思いつかず、苦しい答えを返す。

「な、なんとなく？」

「はぁ？　なんとなくって……あっ」

　エルフは一いつ瞬しゆん鼻はな白じろんだものの、すぐに何かを察したような表情になった。

　いかん、バレたか？　エルフって鋭するどいとこあるからな……。

「そ、そぉ……ふぅん……なんとなく……ね」

　彼女は、かぁぁ、と頰ほおを染そめ、うつむきがちにこちらを見る。

「いいわ」

　エルフは拾い上げた本をパタンと閉とじて、

「わたしの『好みのタイプ』、教えてあげる！」

「おお……」

　いきなりテンションたけーな。なんかよくわからんが、うまくいったらしい。

「ぜひ、教えてくれ」

　アルミのための調ちよう査さではあるんだけど──

　なんだかドキドキしてきたぞ。エルフは、いったいどんな男の子が好きなのだろう。

「よーっく聞いておきなさい！　わたしの『好みのタイプ』は──」




「わたしと同じゲームに夢む中ちゆうになってくれる人よ！」




「────」

　俺は、ぱちくりと瞬まばたきした。

「……それって、どういう……？」

　言葉どおりに解かい釈しやくして、いいのだろうか？

「もちろんわたしと同等くらいにはやりこんでくれなくちゃイヤよ──たとえば『Diablo3』でパラゴンレベル２００以上の人。『Civilization4』を難なん易い度ど『天てん帝てい』でクリアできる人。ポケ●ンのシングルレート１８００以上の人。パワプロの栄えい冠かんナインで甲こう子し園えん春夏連れん覇ぱしたことのある人。ＦＰＳやＴＰＳのco-opゲーを最初から最後までずーっと一いつ緒しよにプレイしてくれる人。プラチナトロフィーを合計二十以上集めている人。うちにあるミニ四よん駆くのコースで一いつ緒しよにレースしてくれる人。スマブラでわたしといい勝負ができてロゼッタを使わない人。ＴＲＰＧのＧＭがうまい人。ＴＣＧの大会に出場するような人。アニメを毎クール五本以上視し聴ちようしている人。ラノベと漫まん画がを合わせて毎月二十冊さつ以上読んでいる人。ふふっ、あとはね──」




「──面おも白しろいラノベを創つくろうって、全力で頑がん張ばってるヤツ」




「他にも色々条じよう件けんを挙あげたいところだけど……まあ、だいたい、そんな感じの人が好き」

　そう言って、興こう奮ふんした様子で笑みを浮うかべるエルフが、とてつもなく魅み力りよく的てきに見えた。

「一個でも当てはまってて、ちゃんとムキになってくれるヤツとなら、お付き合いを真しん剣けんに検けん討とうしてあげてもいいわ」

　なにを言っているのか半分以上わからなかったが……

　エルフの『好みのタイプ』については、すんなりと理り解かいできたと思う。

　人生のすべてを『遊び』と言い切って憚はばからない彼女にとっては、

　夢中になって、全力で一緒に遊んでくれるヤツこそが、もっとも好ましいのだろう。

「そっか、ありがとう。よくわかった」

「あんた、これからがんばりなさいよ！」

「？　お、おう」

　なぜそこで俺の肩かたを叩たたく？

「えーっとぉ……ところでさぁ……」

　偉えらそうに語っていたエルフだったが、そこで彼女は、うかがうような眼まな差ざしで、上うわ目めづかいに俺を見る。

「話は変わるけど…………マサムネ、あんたの『好きなスイーツ』を教えなさい」

「？　いきなりどうしたんだよ」

「いいから！　教えなさいって！　わたしの『好みのタイプ』教えてあげたでしょ！」

「まあ……そのくらいいいけどさ。……『好きなスイーツ』ねえ……最も中なかとか、饅まん頭じゆうとか、」

「…………洋よう菓が子しでお願い」

「洋菓子？　なら、ケーキかな。あんまり甘あますぎないやつが好き」

「ふーん、ケーキね、あんまり甘すぎないやつ、と。オーケーオーケー、わかったわ」

「で……なんだったんだ、いまの？」

　俺の問いに、エルフは片かた目めをつむって、唇くちびるに指を当てる。

「乙女おとめの秘ひ密みつよ」




　首しゆ尾びよく『エルフの好みのタイプ』を聞き出すことに成功した俺は、続いて、担たん当とう編へん集しゆうの神楽かぐら坂ざかさんを調べることにした。

　ちょうど打ち合わせの予定が入っているので、そこで探さぐりを入れてみよう。

　平日の夕方、俺は出しゆつ版ぱん社しやの打ち合わせブースにて、神楽坂さんと対面していた。

　神楽かぐら坂ざかあやめ──ショートカット、スーツ姿すがたのお姉さんである。

　シドーくんには、言葉のあやで（アルミが）ババアなどと言ってしまったが、とんでもない！　たいへんお若わかくていらっしゃる！

「どうしたんですか、和泉いずみ先生。その媚こびへつらうような作り笑いは？」

「いやいや！　なんでもないっす！」

　ほんと、陰かげ口ぐちとかよくないよな。こうやって会ったときに、やましい感じになっちまうから。

　神楽坂さんは、俺の否ひ定ていをまったく信じていない様子で、「そうですか？」と話を流す。

　そして、

「ああ、そうだ和泉先生。つい先日、京きよう香かさんがまた編へん集しゆう部ぶにいらっしゃいましたよ」

「えっ、京香叔母おばさんが？」

「はい、和泉先生の『仕事ぶり』について、詳くわしく教えて欲ほしいとのことでしたので、担たん当とう編集の私が対たい応おうさせていただきました」

「…………！」

　俺は反はん射しや的てきに背せ筋すじを伸のばす。

　俺と紗さ霧ぎりの保ほ護ご者しやであり、俺の父親の妹である京香叔母さん。


　──学業と仕事を両立させ、一定の成果を出し続けること。

　──紗霧の現げん状じようを改かい善ぜんさせること。



　いまの生活を続けるための条じよう件けんとして、俺は叔母さんと、かつてそんな約束を交わしたのだ。

　ああ、もうそんな時期か……。

「ふふふふ、まあまあ──安心してくださいな、和泉先生。この私が！　ちゃんと良い感じに話しておきましたからね！」

　胡う散さん臭くさいこの笑顔を見ていると、無性に不安になってくる。

「あ、ありがとうございます神楽坂さん。ええと……今年も、京香叔母さんに提てい出しゆつする資し料りようの作成、お願いしてもいいでしょうか？」

「あなたの担当編集にお任まかせください。──アッ、そこのバイトくん、いま和泉先生が言ってたやつ、やっといてね！」




　京香さんの話題が出たので、シドーくんから頼たのまれた調ちよう査さのことをすっかり忘わすれていた。

　打ち合わせが一区切りついたところで、俺はようやく切り出した。

「ところで、神楽坂さん。えーと、そのですね……」

　あー、気が進まない！　むちゃくちゃ気が進まない！　けど──約束だからな！

「神楽坂さんて、彼氏とか、いるんすか？」

「はぁ？」

　俺の問いが、神楽坂さんの意表を衝ついたらしい。彼女は珍めずらしくきょとんと首をかしげた。

　それから視し線せんを斜ななめ上に向けて一時停止、しかる後に俺を見て言う。

「いませんけど」

「はぁ」

　そっすか、という感想しかない。シドーくん、よかったね、彼氏いないってよ！

「じゃあ、バレンタインにチョコレートをあげる予定とかは……」

「ないですね」

　きっぱり。なるほど……。シドーくん、どうしよう、チョコ誰だれにもあげないってよ！

「たとえばですけど、神楽かぐら坂ざかさんが、担たん当とう作さつ家かさんたちにチョコレートを配ってあげたりしたら、みんな大喜びして仕事をがんばってくれるかもしれませんよ？」

「えぇ……？　欲ほしい人、いますかね？」

「きっといますよ」

　だからこそ俺が、こんな話をしているのだ。

「ふぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]む」

　神楽坂さんは、俺をじろじろと見つめ、何やら思案している様子。

「………………検けん討とうしておきます！」

「……よろしくお願いします」

　ひとまずこれでシドーくんが義ぎ理りチョコをもらえる可か能のう性せいを作り出すことに成功した、ということでいいのだろうか？　一歩前進ではあるが、まだ足りないかな。

　一いつ刻こくも早くこの話を切り上げたいのだが、心の中のリトル・シドーくんが、『和泉いずみくん！　本題がまだじゃないですか！　早くアレを聞いてくださいよ！』と大おお騒さわぎしている。

　わかってるって。

　俺は続けて質しつ問もんをする。

「ちなみに、神楽坂さんの『好みのタイプ』とか、聞いてもいいでしょうか？」

「……そんなイヤそうな顔で恋こいバナを切り出されたのは、生まれて初めてです」

　だって気が進まないんですよ。

　……はぁ～、なんで俺、担当編集の『好みのタイプ』とか聞き出そうとしてるんだろ。

　もちろん後こう輩はい作家と交わした約束のためだってわかっちゃいるんだけど……。

　改めて状じよう況きようを顧かえりみてみると、おおいに萎なえる。

　思いのほか、心理的抵てい抗こうが強い。なんだろうな、コレ。つーかマジで、担当編集の恋愛事情とか、塵ちりほども知りたくないんだけど。処しよ世せい術じゆつ抜ぬきで興きよう味みあるやつとかいんの？

　俺の問いを受けた神楽坂さんは、ふむ、と考え込むような仕草をする。

「私の『好みのタイプ』……それは、ラブコメ小説のネタ出し的な意味で、ですか？」

「はい、あくまでラブコメ小説の取材的な意味で、です」

「ふぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん。そうですか！　取材でねえ！」

　ダブル頰ほお杖づえのポーズで、ニヤニヤ笑う神楽かぐら坂ざかさん。

　クソッ！　なんだかムカつく勘かん違ちがいをされている気がする！

　確たしかにいまの会話の流れだと、俺が、神楽坂さんのことを好きで、バレンタインにチョコレートを催さい促そくしているように聞こえるかもしれない。『好みのタイプ』を聞き出そうとしている色ボケた年下の男の子に見えるかもしれない。

　ってか、他に解かい釈しやくのしようがないな！

　違ちがうのに！　断だんじて違うのに！　なんてことだ！　心外すぎる……ッ！

　俺は、平静を装よそおって口を動かす。

「ええ、取材なんですよ取材──。ほら、もうすぐバレンタインデーじゃないですか。奇くしくも作中の季節と一いつ致ちしているわけですし、ここはひとつラブコメの定番ネタをやっておくのもいいかなーって」

「はいはい、わかってます、わかってますよー♪　あはははは、いや～、私、年下に結けつ構こうモテるんですよね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　勘違いすんなババア！　って言いたいけど言えない。

　でも、年下にモテるってのは本当かもしれない。シドーくんの例があるわけだしな。

　俺は、上じよう機き嫌げんに照れ笑いをする神楽坂さんに、さらに問いを投げかける。

「あくまで取材という意味で、さっきの質しつ問もんに追加がありまして」

「ハイハイ、どうぞどうぞ♪」

「『年下の作家さん』って、神楽坂さん的にはどうなんすか、恋れん愛あい対たい象しようとして」

　もうヤケクソだ！　聞いてしまえ！

　マジで感かん謝しやしろよ、シドーくん！　こんな思いまでして、ここまでやってやったんだから！

「……………………」

　神楽坂さんは、目を閉とじて思案している。

　当然、勘違い全開のムカつくリアクションをされるだろう。

　そう思ったのだ。

　ところが。

「私の『好みのタイプ』と、合わせての回答になりますが」

　神楽坂さんは、先までとは打って変わって、落ち着いた微び笑しようを浮うかべた。

「全力で何かに取り組んでいる方は、年ねん齢れいや職しよく業ぎよう、立場に関わらず、魅み力りよく的てきだと思いますよ。そんな方に、もしも私が想われることがあったなら……嬉うれしいし、光栄です」

　ちゃんと考えて、お返事します。

「………………」

　神楽坂さんの『大人おとなの対たい応おう』に、

「はい、わかりました」

　子供の俺は、素す直なおに降こう参さんするしかなかった。




　数日後、俺たちは再ふたたびアルミの部屋へと集まっていた。

『第二回バレンタイン対たい策さく会かい議ぎ』といったところだ。ローテーブルを囲う面子めんつは、前回と同じく、俺、アルミ、シドーくんの三人。

　いま一番手として、俺から調ちよう査さの結果を報ほう告こくしているところだ。

「──ってな感じで、エルフについては以上だ」

「エミリーの好みのタイプ──『わたしと同じゲームに夢む中ちゆうになってくれる人』かぁ！　──それってオレ様のことじゃね？」

　アルミは、グッ！　と、親指で己おのれの顔を指さし、キバを見せて笑う。

「ようするにこれって、エミリーと同じものに熱中しているやつってことだろ！　オレ様、めちゃくちゃ頑がん張ばってラノベのイラストとか漫まん画がとかアニメとか、色々描かいてるし！　ばっちり当てはまってるっしょ！　な！　な！」

「お、おう……当てはまってるん……じゃ、ないかな？」

　他にも、漫画やゲームやアニメや映えい画がや音楽──そういったものに本気で夢中になっている人たちなら、アルミじゃなくても当てはまってそうだけど。

「よっしゃ！　チョコレートゲット！　よくやったマサムネ！　褒ほう美びにオレ様から、二月十四日にチョコレートをくれてやろう。あ、もちろん義ぎ理りだぞ？　勘かん違ちがいすんなよ？」

「はいはい、恩おん着きせがましい義理チョコだなあ」

「なに、いらねーの？」

「マジ嬉うれしいっす！　ぜひください！」

　俺は全力で頭を下げた。するとアルミは、うむうむと頷うなずいて、

「正直でよろしい。当日は、ありがたく食えよ」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　本気で感かん謝しやの言葉を繰くり返す俺を見て、シドーくんが、やや引いている。

「い、和泉いずみくん……そこまでして欲ほしかったんですか、好きでもない女子からの義理チョコが」

「欲しい！」

　だって俺、生まれてこの方、女子からバレンタインチョコなんてもらったことないもん！

　一番欲しいのは『妹チョコ』だが、義理チョコだって欲しい！

「そうですか。僕は、お目当ての相手からもらえるなら、他はいりませんね」

「じゃー、てめーにはやんねーよ」

　べーっとアルミがシドーくんに向かって舌したを出す。

　シドーくんは苦笑してから、改めて俺を見た。

「あの、それで、ですね、和泉くん……その……」

「ああ、聞いてきたよ。神楽かぐら坂ざかさんの好みのタイプ」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「あ、ああ……約束したろ？」

　こんなに喜んでもらえるなら、あんなムカつく思いをした甲か斐いがあったというものだ。

　俺はさっそく、シドーくんに、神楽坂さんから聞き出したことを教えてやった。

「──って感じだったよ」

　すると彼は、俺の手を両手で包み込こむように握にぎりしめて、大声を張はり上げた。

「彼氏はいないし、恋れん愛あい対たい象しようとして『年下の担たん当とう作家』でもアリ!?　本当に神楽坂さんがそんなことを!?」

「そ、そこまで具体的な回答ではなかったけど……」

「立場も職しよく業ぎようも年ねん収しゆうさえも関係ないなんて！　うぅ、なんて高こう潔けつな……！　聖せい母ぼか……!?」

「まあ、そんなようなことを……言ってたような？」

　やだ、今日のシドーくん怖こわい。

「やったあ！　つまりそれって、脈アリってことですよね！　デートに誘っても大だい丈じよう夫ぶだと思いますか!?」

　しらねーよメンドくせーな！　勝手にすれば！

　よっぽどそう言いたかったが、さすがに失礼すぎるよな。

　本来なら、俺だってもっと真しん剣けんに後こう輩はい作さつ家かの恋愛相談を聞いてやりたかったのだ。相手が女子大生のお姉さんとかだったなら、もっとノリノリで深入りしていたことだろう。

　でも、担当編へん集しゆうの恋愛話になんか関わりたくないんだよ！

「シドーくん、自分で言うのもなんだけど、今回、俺、けっこうがんばったと思うんだ」

「は、はい。感かん謝しやしてます、とても」

「俺にできることはここまでだから……あとは自分でなんとかしてくれ」

　それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　俺は、ふぅ、と肩かたを落とす。とりあえず、これで……自分の役やく割わりは果たしたな。

　ハッ、と顔を上げ、

「あ！　そうだ！　アルミ！　俺の『妹チョコ』はどうなったの!?」

「おっと、そうだったそうだった。紗さ霧ぎりから、ちゃーんと聞いてきたぜ。打ち合わせんときにな」

　俺の妹・紗霧は、超ちよう弩ど級きゆうの引きこもりで、自分の部屋からいっさい出てこない。

　彼女と話すことのできる機会は、兄である俺でさえ少ない。

　ましてや恋バナなど──

　そこでこのアルミ大先生の出番だ！

　アルミは現げん在ざい、俺とエロマンガ先生の作品『世界で一番可愛かわいい妹』のコミカライズを手て掛がけている。紗さ霧ぎりが引きこもる『開かずの間』の中に入って、打ち合わせをしているのだ。

　そのときになら、そして同性で『お姉ちゃん』であるアルミなら──

　紗霧と恋こいバナが、できるのではないか。

　果たしてアルミは、ハラハラする俺に向かって、こう切り出した。

「その前に、マサムネ、『おまえの好みのタイプ』も聞いていい？」

「は？　なんで？　『紗霧の好みのタイプ』、その他もろもろを聞いてきてくれたんじゃなかったの？」

「いいじゃん、別に。いーから答えろよ、ほら。そしたらオレ様が聞いてきた話を、してやるからよ」

「…………………………」

　意味がわからない。

　どうしてこいつが、『俺の好みのタイプ』なんて知りたがるんだ？

　つーかアルミと紗霧は、『開かずの間』で、いったいどんな話をしてきたのだ？

　……まあいいや。別にそのくらい、減へるもんじゃないし。

「わかった。俺の『好みのタイプ』を言えばいいんだな？」

「そうそう。『妹』とか、そーゆー身も蓋ふたもないやつはナシな」

「えっ、『妹』じゃダメ？」

「『好みのタイプは〝妹〟！　以上！』じゃあ、なんの参考にもならねーだろうが。ちゃんと考えて答えろよ」

「うーん……そうだなあ」

　急にそんなことを言われても……

「『俺の好みのタイプ』……ねえ」

　改めて考えてみると、難むずかしいな。

「うーん……うーん」

　しばし考え……もやもやと浮うかび上がってきたものは……




「『頼たよりになる人』、かな。……それと…………『頑がん丈じような人』」




「…………なんか、想そう像ぞうとだいぶ違ちがうのが出てきたな」

　アルミは、困こまったような顔で首をひねっている。

「ってか、妹はダメって言っておいてなんだけど……おまえの妹と、ほんとに全然違うタイプじゃねーか」

「……そう思うか？」

「あっ、もしかしてマサムネの好きな人って……」

　アルミは、赤面して自分の顔を指さした。

「おまえじゃねーよ！　確たしかにコミカライズでは、いつも頼たよりにしてるけども！」

「あ、マジで？　なぁんだ。ふぅ～、てっきり、一いつ緒しよに仕事をしているうちに、かわいくて頼りになるオレ様に惚ほれてしまい、遠回しに告白されてるのかと」

「自じ意い識しき過か剰じようもいい加か減げんにしろよ？」

　まあ、アルミのスペックを鑑かんがみるに、俺でなかったら自然とそうなっていたような気もする。

　頼りになるし、超ちよう可愛かわいいってのは本当だしね。

「なぁマサムネ、『頼りになる人』ってのはわかるけど、『頑がん丈じような人』が好きってのはなんで？」

「言いたくない」

「ふーん、まぁいいや。気になるけど」

　アルミも何かを察したのか、それ以上追つい及きゆうしてくることはなかった。

　一方で、俺たちの話を黙だまって聞いていたシドーくんは、額ひたいにびっしり汗あせを貼はり付け、厳きびしい顔で考え込んでいる。

「『頼りになる人』……『頑丈な人』……………………ハッ！　や、やっぱり、そういうこと……なのか……？」

「おいそこ！　アルミよりさらに深しん刻こくな勘かん違ちがいをしているだろう！」

　いつになったらこの人の俺へのホモ疑ぎ惑わくは払ふつしょくされるんだよ！

「ほ、ほら、答えたんだから、もういいだろ！　アルミ、紗さ霧ぎりの『好みのタイプ』を教えてくれ。あと、俺が『妹チョコ』をもらえそうかどうかも」

「ほいほい」

　アルミは、にひひと面おも白しろそうな笑みを浮うかべ、俺の問いに答える。

「紗霧は、いまんとこ、チョコレートを手作りしたりする気はねーみたいだ」

「……そ、そう」

「『えと、キッチンは兄さんのだから……ひとりで料理とかはしない』だってさ」

「あっ」

　我わが家のキッチンが、料理教室の先生をやっていた『俺の母親』の形見だということを、紗霧は知っている。当然、俺が不ふ在ざいのときに、ひとりで使うようなことはしない。

　そして俺が家にいるときは、引きこもりゆえに、キッチンに行くことはできない。

　よって紗霧は、どうやっても手作りチョコを作ることはできない。

「ま、待てアルミ……引きこもりでも通つう販はんとかあるじゃん！　そっちの可か能のう性せいは……？」

「ちゃんと聞いておいたぜ。『手作りじゃないと勝てないもん。……だからだめ』だとさ」

「勝てないってなに!?　紗霧の好きな人には、恋こいのライバルがたくさんいて──みたいな話？」

「ライバルがたくさんいるかどうかはさておき、そういう意味じゃねーと思うぞ。手作りじゃないと、その『渡わたす相手に対して勝てない』みたいな口く調ちようだった」

「余よ計けいにわけがわからなくなったんだが？　どうしてバレンタインに、渡わたす相手とのチョコレート勝負になるわけ？」

「さあな。ともかく、おまえが『妹チョコ』とやらをもらえる可か能のう性せいはほとんどねーってことだ。諦あきらめな」

「ぐぅっ…………い、いいもん、たぶんもらえないだろうな……とは、薄うす々うす思ってたし」

　俺は、がっくりとうなだれ、強がった。するとシドーくんが、慰なぐさめるように一言。

「和泉いずみくん、エロマンガ先生から『ホモチョコ』的なものは、もらえないんですか？」

「だから俺とエロマンガ先生はホモカップルじゃねーっつってんだろ!?」

　シドーくんは、いまだにエロマンガ先生の正体がオッサンで、俺とデキていると思い込こんでいる。俺は眉まゆをひそめて話題を戻もどす。

「なぁ、アルミ。──紗さ霧ぎりが好きな相手ってのはどんなやつなのか、聞くことはできたのか？」

「ダメだった。理由は、他の情報を引き出す代わりに、紗霧とそういう約束をしちゃったから」

「なんだよ！　超ちよう気になるなあ！」

「紗霧の『好みのタイプ』なら、聞いてきたけど」

「じゃあそれを教えてくれ！」

「りょーかい。えっとなー、紗霧はこう言ってた。すっげー恥はずかしそうに──」




「『──……私を……いつも、いつも………………困こまらせるひと』」




「──だってさ」

「う、うぅむ………俺の妹は、ずいぶんと……めんどくさいやつを好きになったんだなあ」

「ああ、オレ様もそう思う」

　アルミは、処しよ置ちなしとばかりに、溜ため息いきを吐ついた。




　そして──

　あっという間に、バレンタイン当日になってしまった。

「……結局、『バレンタイン対たい策さく』なんかできなかった」

『私を困らせる人』なんて、どーすりゃいいんだよ。毎日妹に食事を運んで、家事をやって、その他色々甘あまやかしまくっている俺とは、完全に逆ぎやくである。

　妹の世話を焼くほど、妹の好みから遠ざかっていく。

「いかんともしがたいな、こりゃ」

　そもそも紗霧が口にした『好みのタイプ』って、おそらく『特定の誰だれか』を想定したものだから……真似まねしたってしょうがないのかもしれないけどさ。

　ともあれ、『妹チョコ』がもらえないと確かく定ていしている以上、俺にとってのバレンタインは、なんの価か値ちもないタダの平日である。

　まぁ、アルミちゃんが義ぎ理りチョコくれるらしいし、それは素す直なおに嬉うれしいけれども。

「……ふぅ……」

　俺は男子の五〇パーセント（推すい定てい）ほどがそうであるように、バレンタインデー当日の午前中を、やや憂ゆう鬱うつな気分で過すごしていた。

「ムネくん、今日はどうしたのさ？　景気悪いねえ」

　智とも恵えが話しかけてきたのは、学校の昼休みのことだった。

　高砂たかさご智恵──艶つややかな長い黒髪を持つ彼女は、制せい服ふく姿すがたがとても似に合あう。

「目当ての相手からチョコレートがもらえそうになくて、落ち込こんでるんだ」

「ほうほう、ふむふむ、へぇ、そうなんだぁ～。ムネくんには好きな人がいるけれども、相手にはされてない、と」

「悪かったな。いちいち口に出して言わなくてもいいだろ……つか、なんだよ、そのにやにや」

「えっ、これ？　これはだねえ──」

　智恵は両手を背せに隠かくし、ゆらゆらと身体からだを揺ゆらしている。そしておもむろに、

「はいっ、プレゼント」

　と、ラッピングされた平たい箱を差し出してきた。

「!?　……と、智恵サン！　こ、この箱はまさか、まさか──」

「……あけてごらん」

　表情を笑みの形にしたまま、赤面する智恵。

「────あ、ありがとう……」

　俺は、期待を込めてせわしなくラッピングを剝はがし、箱の中身を手に取った。

　中に入っていたのは、智恵からのチョコレート────────………………ではなく。





　バレンタイン上じよう等とう。著　三み浦うら勇いさ雄お






「ラノベじゃねーか！」

「ふふん、バレンタイン当日に、バレンタインを題材にしたライトノベルを読む……ラノベ読みにとって、これ以上の贅ぜい沢たくがあるかね？」

「それでおまえは、この……三浦勇雄先生の著作『上等。シリーズ』第二作目であるところの『バレンタイン上等。』を、ありがたくも俺にプレゼントしてくれたと……そういうこと？」

「そうさ、嬉しいだろ？」

「紛まぎらわしいわ！」

　チョコかと思ったろ！　生まれて初めてクラスメイトの女子からもらう、バレンタインチョコかと思っちゃったろ！

　なんてヌカ喜び！

「おいおい、なーに怒おこってるのさ。『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』を読み切ったなら、次は当然コレだろ？」

「じゃあ第一作目の『クリスマス上等。』もセットで付けてくれなきゃダメだろう──じゃなくて！　三み浦うら勇いさ雄お先生には本当に申し訳わけないけども！　今日だけはラノベじゃなくて、せめて義ぎ理りチョコが欲しかったよ！」

　率そつ直ちよくに言うと、智とも恵えはくすくすと面おも白しろそうに笑った。

「そいつは申し訳なかったね。──でも、キミに義理チョコなんてあげられないよ」

「友達なんだから、くれてもいいじゃんか」

　智恵は、笑みを引っ込めて、指でバッテンを作る。

「だめだめ。義理チョコをあげると、ほんとうに義理チョコになっちゃうからね」

「？？？　……なんでおまえって、ときおりそーやって謎なぞめいた言い方すんの？」

　智恵は、俺の手から、さりげなく『バレンタイン上等。』を取り上げて、顔の前にかざす。

　そして、柔やわらかい声で一言。

「文学少女だからさ」




　チャイムが鳴り、放課後になった。俺は智恵と並ならんで、校門へと歩いていく。

「そういえば、ラブコメの取材でさ」

「うんうん」

「みんなの『好みのタイプ』を聞いて回ってるんだけど、智恵にも聞いていい？」

「ふうん？　ボクの『好みのタイプ』かい？　一いつ緒しよに書店めぐりをしたり、楽しくラノベの話ができる人がいいなあ」

　ほとんど迷まよわず、するっと回答が来た。

「あー、やっぱ、趣しゆ味みが合うひとがいいよな」

「そうそう、一緒に過すごすなら、結局それが一番さ。えーと、別に身しん長ちようとかにはこだわらないよ？」

「なぜその台詞せりふとともに俺を見る？　背せが低いと言いたいの？」

「この話題になるとむきになるよねえ……キミ」

「マジでこれから伸のびるから！　毎日牛乳飲んでるから！　見てろよ！　卒業までに１８０センチになって、びっくりさせてやる！」

「いやまぁ、うん……好きにすればいいけどさ。……ほんとに気にしなくていいのに」

　そんな話で盛もり上がっていたときだ。

　ちょうど校門に差し掛かかったあたりで、聞き覚えのある声が俺を呼よばわった。

「あっ、おにーさん！」

「へっ？　あ──」

　声に振ふり向いた俺の前に現あらわれたのは、制せい服ふく姿すがたのめぐみだった。

「めぐみ？」

「はいっ」

　めぐみは、後ろで結んだ髪かみを、犬のシッポのように振り回しながら、こちらに駆かけ寄よってくる。そして、相変わらず『妹の友達』という関係にしては近すぎる距きよ離りで止まり、俺を見上げた。

「えへへー、来ちゃいました♡」

「な、なんで？」

　他に何が言えるというのだろう。当とう惑わくする俺を見ためぐみは、にっこりと笑みを浮うかべ、

「決まってるじゃないですかぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。はいっ、バレンタインのチョコレートですっ」

　ラッピングされたチョコレートを差し出した。

「!?」

　俺は、差し出されたチョコを見て、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし──

「お、俺に!?」

「もぉ、他に誰だれがいるんですか」

「そう……だけど……ほ、本当に、くれるのか？」

　信じられない。

　まさか、俺が、年下の……妹のクラスメイトから、チョコレートをもらえるなんて。

「もちろんですよう、いつもお世話になってますし──大好きなおにーさんに、あげないわけないじゃないですかっ」

　めぐみは改めて、チョコレートを差し出した。透とう明めいな袋ふくろが、綺き麗れいなリボンで縛しばられており、中には小さなチョコレートがたくさん入っている。おそらくは手作りだろう。

　ありふれたお菓か子しでしかないはずなのに、俺にはそれが、きらきらと光って見えた。

「はい、どーぞっ♪　受け取ってくださいっ」

「あ、ありがとう……！」

　俺は、震ふるえる手で、きらめく袋を受け取った。そっと両手ですくうようにして、顔のところまで持ち上げる。

　あはっ、と、思わず笑みがこぼれた。

「いやっ、すげー…………嬉うれしいわ！　ほんとに！　知らなかった！　バレンタインチョコって、もらったら、こんなに嬉しいもんなんだな！」

　もちろん義ぎ理りチョコだってわかっちゃいるし、めぐみのことだから、たくさんいるという男友達にも配っているのだろうけど。

　それでも嬉しいものは嬉しい。

「い、いやぁ～、えへへ……そんなに喜ばれると……悪い気はしませんね」

　めぐみは恥はずかしそうに髪をいじっている。

　彼女は、俺の隣となりで何故なぜかむすっとしている智とも恵えをチラ見して、それから再ふたたび俺を見上げる。

「で、でも、おにーさんだったら、他にもイッパイもらってるんじゃないんですか？　ともちゃんとか……ほら、えっと、ムラマサちゃんとか、エルフちゃんとか……」

「そんなことない。智恵からは本をもらったけど……」




「生まれて初めてもらったチョコが、これだよ。改めて、ありがとうな」




　俺は正直に言った。

　リア充じゆうなめぐみには、あきれられてしまうかもしれない。

　それでも構かまわないって思った。

「そ、そですか」

　めぐみは、そこで、俺から目をそらし、うつむいた。

「……へぇ……あたしからが、初めてなんだ………」

　再び、バッ、と顔を上げ、

「あー！　も、もおっ！　なんかっ、恥ずかしくなっちゃったじゃないですかっ！　このっこのっ！」

　赤面したまま、ぽかぽかと殴なぐりかかって来る。

「な、なんだよっ!?」

「なんでもないですっ！」

　めぐみは、ぷいっと不ふ機き嫌げんにそっぽを向いて、そのまま俺から早足で離はなれる。

　そのまま駆かけていってしまうのかと思いきや、ぴたりと立ち止まり、振ふり返った。

　いつもの悪戯いたずらめいた笑顔で、

「覚かく悟ごしてくださいねっ。おにーさんの『初めて』……これからもあたしが、たくさん奪うばっちゃいますから♡」

　そのままめぐみは、逃にげるように走り去って行った。

「あ、あいつ！　なんつー捨すて台詞ぜりふを……！」

　赤面して慌てる俺をよそに、

「ちぇ……そーいうことは、早く言えよな」

　唇くちびるをとがらせた智恵が、ぽつりとこぼした。




　智恵たちと別れ、俺は自じ宅たくに帰ってきた。

　めぐみから義ぎ理りチョコをもらうことができたので、帰り道はホクホクだった。何度も言うが、本当に嬉うれしかったのだ。

　イベントってのは、すごい。女の子って、ずるい。プレゼントって、いいよな。

　手作りチョコをもらっただけなのに、若じやつ干かん苦にが手て意い識しきさえあっためぐみのことが、いっぺんに好きになってしまった。もしかしてあいつ、俺に気があるんじゃ……なんて恥はずかしい勘かん違ちがいまでしてしまいそうだ。俺は、他に好きな人がいるから、『そんなわけないよな』と辛かろうじて冷静に受け止めることができたが。危あぶない危ない。

「我われながらチョロいな」

　苦笑しながら、玄げん関かんのドアノブに手を掛かける。

「…………」

　ひやりとした感かん触しよくを得た瞬しゆん間かん、お花畑状じよう態たいだった俺の頭は、少しだけ冷えた。

　あまり面おも白しろくない話だが──

　俺は、家に帰ってきて、自じ宅たくの玄関を開ける瞬間が、少しだけ怖こわい。

　ドアを開けて、人ひと気けのない廊ろう下かを見るのが、嫌いやだ。

　シンと静まり返った冷たい空気に、ぞくり、と、してしまう。

　お袋ふくろが交こう通つう事じ故こで亡なくなって、父子家庭だった頃ころのことを思い出してしまう。

　ひとりぼっちだった頃のことを、思い出してしまう。

　それでも、耐たえられないほどではないのは、泣くほどではないのは……家に、紗さ霧ぎりがいてくれるからだろう。

　ほんとうに稀まれにだけれど、俺の『ただいま』に、返事がある。

　どん、と、天てん井じようが鳴ったり──

　たった一度だけ、『おかえりなさい』と、出で迎むかえてくれたこともあったっけ。

　だから、今日も大だい丈じよう夫ぶ。和泉いずみ正まさ宗むねは、やっていける。

「よっし、帰るか」

　俺は、ドアノブをひねり、玄関扉とびらを開けた。

「……ただいま」

　すると──

　ドタドタドタッ、という慌あわただしい足音がして、

「お帰りなさい、マサムネ君」

「遅おそいわよ！　どっか寄より道してきたでしょ！　ハッ、まさか浮うわ気き!?　他の女のところに行ってきたんじゃないでしょうね！」

　着物姿のムラマサ先輩と、エプロン姿のエルフが、俺を出迎えた。

「………………………………」

　俺は、あまりのことに一瞬、混こん乱らんし、

「……なにやってんだよ……おまえら」

　それから、笑った。

「どーせまた、二階のベランダから入ったんだろう。ったく……エルフ、紗さ霧ぎりの部屋を入口代わりにするのやめろって言ったろ」

「えーでも、紗霧だって上うわ辺べだけでしか嫌いやがってないし、いいじゃない」

　それはいいことかもしれないけどさ。

　ってか、上辺は嫌がってんのかよ。

「そんで先せん輩ぱいは、お小こ遣づかいが尽きて、もう今月、千葉から出られないんじゃなかったの？」

　年ねん収しゆうが億おく超ごえしている人とは思えない、中学生っぽい理由である。

　俺の問いに、先輩は頰ほおをかいて答える。

「そうなんだが……バレンタインという行事のことをすっかり忘わすれていてな。慌あわててお小遣いを前借りして、やってきたのだ」

　バレンタインデーを忘れていた……年とし頃ごろの女の子なのに……。

　本当なんだろうなあ……この人らしいといえば、らしい。

　エルフが、馴なれ馴れしく先輩の肩かたに手をのせる。

「ムラマサは、今日うちに泊とまってくんだって！　ねっ！」

「ん、ああ、明日は休みだし……泊まりなら夕方に帰る必要もないからな」

　夜に、何かすることでもあるのだろうか？

　俺の抱いだいた疑ぎ問もんを、先輩はすぐに消してくれた。

「マサムネ君、率そつ直ちよくに言うが、私にはチョコレートを買う金がない。だから、その……君たちに夕食を作らせてくれないか？」

「先輩が、夕飯を作ってくれるのか？」

「君が、お義母かあ様さまのキッチンを、使わせてくれるなら」

「それは……構かまわないけど」

　アレはお袋ふくろの形見で、大事なものではあるけれど……俺専せん用ようにしようなんて気持ちは別にないのだ。むしろ、使いこなせる人が使ってくれるなら、そちらの方がありがたい。

　お袋だって、喜ぶだろう。

「そうか」

　先輩は、ぱぁっとひまわりのような笑顔を浮うかべ、

「なら、みんなで食べよう。もちろん、紗霧君のぶんもあるぞ」

　紗霧君、ね。

　だんだんと、このあたりの人間関係も、深まってきているじゃないか。

「ははっ、なんかいいな、それ」

　家族団だんらん、みたいでさ。




　話がまとまると、先せん輩ぱいは玄げん関かんへと歩いていく。

「では、材料を取りに行ってくる」

「あっ、買い物なら金出すから──」

「ふっ、無用だ。すでに用意してある」

　先輩は、格かつ好こう良よく片かた手てを挙あげて、そのまま玄関から出て行ってしまった。

　俺のすぐ横からエルフが言った。

「さも自分が用意したみたいな顔してるけど、ムラマサが向かったのは、うちの冷れい蔵ぞう庫こだからね」

「……ああ、そういうこと。悪いな、いつも」

「いいわ、お互たがい様だし。どっちかというと、あんたはうちのプリンタで印刷しまくってるんだから、インク代と紙代を支し払はらいなさい」

「……はい」

　ごもっとも。

「あ！　あと、わたしはちゃーんとアンタのリクエストどおり、『手作りチョコレートケーキ』を作ったから、超ちよう期待しておきなさいよ！」

「……リクエスト？」

　なんだっけそれ。ってか──

「エルフもチョコをくれるのか!?　あっ……みんなで食べよう──って、こと？」

「ばぁぁあか！　ばかばかばかばぁ──か！」

　エルフは、大口を開けて俺を罵ば倒とうする。

　短く切られた人差し指の爪つめを、俺の胸むねにぐさぐさ突つき刺さして、

「あんたによ、あ～・ん～・た～・に！　超魅み力りよく的てきな超美少女であるこのわたしが、他ならぬあんただけに、手作りチョコレートケーキを作ってあげたの！　だから超感謝して食べなさいって言ってるの！　わ・か・っ・た!?」

「……わ、わかりました」

　こんなにブチキレられながらチョコをもらうやつは、俺以外にそうそういるまい。

　エルフはやれやれと両手を広げて、

「ったく──この期ごに及およんでそーゆー認にん識しきだから、ラノベ主人公とか言われちゃうのよ！　あんたは、一いち応おう、わたしのお婿むこさん候こう補ほなんだからね！」

　ぐい、と、腰こしを折り曲げ、顔と顔を近づけてくる──キス寸すん前ぜんまで。

「わたしは、わたしのことが大好きなやつとしか結けつ婚こんする気ないの。いい、よく聞きなさい。どんなに鈍どん感かんなラノベ主人公でもわかるように言ってあげる──」




「──『本命チョコ』よ」




「──────」

「わかった？」

　ニッ、と口を真横に広げて笑む。無む邪じや気きで、活かつ力りよくの満ち満ちた表情。

　すこーん、と、頭をバットで殴なぐられたようだった。

　これがラブコメ小説だったなら、終しゆう盤ばんにしか許ゆるされない、決定的な一言。

　それを、こんなにもあっさりと口にする。

　それが、エルフという女の子なのだろう。

　俺は、どこか晴れやかな心持ちで、

「はい」

　と、応こたえた。




　どんどん、と、いつもの床ゆかドンが鳴り響ひびいたのは、そんなときだ。

「ほら、行ってやんなさい」

　エルフが、訳わけ知しり顔で俺を促うながす。

「おう」

　言われずともそうするつもりだった。

　俺は階かい段だんをのぼり、『開かずの間』へとたどり着く。

　すると、

「……えっ？」

『開かずの間』の扉とびらが……わずかに開いていたのである。

　かつてない状じよう況きように、俺はドキリとしてしまう。

　これは……いったい……？　紗霧が開けたのか……？

　見れば、扉の前の床ゆかに『何か』がある。

　おずおずと近づいていくと、それは、[image: ←]という矢印型のシールだった。

「？？？　部屋に、入れって……ことか？」

　依い然ぜんとして混こん乱らんしつつも、指し示じ？　どおり、ノブに手を掛かけ、引く。

　きぃぃ……と軋きしむ音を響かせながら、扉が開いていく。

「!?　な、なんだぁ？」

　部屋の中がつまびらかになるや、俺はすっとんきょうな声を上げてしまった。扉を開けた瞬しゆん間かん、俺の目前に、超ちようかわいい『奇き妙みようなモノ』が飛び込んできたのだ。

「…………………………」

　それは、人の形をしていた。

　それは、複ふく数すうのダンボールが、器用に組み合わさってできていた。

　それは、俺の妹と同じくらいの背せ丈たけで、俺の妹そっくりの可か憐れんな顔が、頭部ダンボールの前面から露ろ出しゆつしていた。

　そして、全身を構こう成せいするダンボールのひとつひとつに、amazon.co.jpと印字されていた。

「……え？　なに？　紗さ霧ぎり？」

「とうっ」

　かわいい掛かけ声を発するや、〝そいつ〟は、俺の目前で、ぴょん、とジャンプし、バッと手を広げ──〝大〟の人文字のようなポーズで着地する。俺の妹と同じ声で──




「がんじょうっ！」




　じゃーん、というポップな擬ぎ音おんが見えるかのようであった。

[image: ]

「…………………………………………」

　………………………………………………………………。

　あまりのシュールさに、俺はなんのリアクションも返すことができなかった。

　沈ちん黙もくは、その後、十数秒ほど続き、それからようやく〝そいつ〟は、次の行動に移うつる。

　きょとん、と、不思議そうに首をかしげて、

「感想は？」

「はい？」

「がんじょうになった私を見た、感想」

「？？？？？？？」

　超ちようドヤ顔で、意味不明なことをのたまい始めた妹に対して、俺は、兄として、どう答えたらいいのだ？

　紗さ霧ぎりは、誇ほこらしげにダンボールの胸むねを叩たたく。

「たよりになる。とても」

「……え、ええと」

　俺が困こまっていると、パソコンデスク上のスピーカーが、きぃんと短くハウリングする。

　紗さ霧ぎりが、フフンと得意げに言う。

「ヘッドセットマイクもないぞうしてる」

　…………参ったな、コレ。どうしよう……。どう返せば正せい解かいなのだ……？

「言って、感想」

　くそっ、急せかしてきやがる！

「えっと……感想、感想ね。ちょ、ちょっと待って……」

　俺は、手でこめかみを押おさえて迷まよった末、とりあえず見たままを述のべることにした。

「フルアーマー紗霧？」

「そ、そういうんじゃなくてっ!!」

　両目を[image: ]バツテンにして怒おこるフルアーマー紗霧。

　我われながら、完かん璧ぺきなネーミングだと思うのだが、気に入らないらしい。

「ほんとにごめんな。俺、紗霧がどんな感想を求めてるのか、まったくわからないよ」

「にゃっ……さんがっ！　兄さんがっ！　っ……うう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　紗霧は、真っ赤になってプルプル震ふるえる。シュールな格かつ好こうと相まって、その仕草がたまらなく愛らしい。

「まぁ、でも、なんだ……くく……たぶん、おまえが求めてたのとは違ちがうんだろうけど……」

　俺は、含ふくみ笑いを我が慢まんするのをやめ──

　ぷは、と、噴ふき出した。

「なんか、面おも白しろかったぞ」

「！」

　紗霧は、一いつ瞬しゆんショックを受けたように固まったあと、

「あっそうっ！　ふんっ！」

　頭部のダンボールごとそっぽを向いた。

「よていが狂くるっちゃったっ」

「予定ってなんだよ？」

「しらないっ」

　紗さ霧ぎりは、ダンボールを装そう着ちやくした片かた腕うでをこちらに突つき出して、

「はずして」

「それ、自分で取れないのね……」

　俺は妹に言われるがまま、フルアーマー紗霧の腕わん部ぶパーツと頭部パーツを外してやった。

　脚きやく部ぶとボディパーツだけが装着されたまま、残っている。

　紗霧は、軽くなった腕をボディパーツに突つっ込み、ごそごそと探さぐる。やがてそこから何かを取り出して、俺に向かって差し出した。

「…………これ」

「なんだ？　俺に……くれるの？」

「いいからっ、はいっ」

「お、おう……」

　このときにはすでに、バレンタインのことなど吹ふき飛んでいたものだから、俺は特に気負うこともなく、紗霧が差し出した謎なぞの物体を受け取った。

　毛糸でできているらしいそれを広げてみると、

「くつした……か？」

「そうっ、しかも──よく見て、ほら」

「ちょ、すげえなこれ！　うわーっ、くつしたの模も様ようそのものが『世界妹セカイモ』キャラになってんのか！　え……もしかして、自分で編あんだの？　こんなグッズ、コスパさんだって作ってくれてねーもんな？」

　ハ●ーキティやプ●キュアの、女児用くつしたを思い浮うかべて欲ほしい。正式なキャラグッズとして売られているそれらよりも、さらに凝こった作りになっている。

「ふふん……世界で私しか作れないくつしただから」

　紗霧はすっかり機き嫌げんを直したらしく、得意げに自作のくつしたを誇ほこっている。

「……そ、そうだろうなぁ。つか、上達したなあ紗霧……ほんとよくできてるわ」




「へへ……今度こそ……私の勝ちっ」




　残念ながら俺は、バレンタインデーに『妹チョコ』をもらうことはできなかった。

「ああ、編み物勝負では、俺の完かん敗ぱいだ。このくつした、ありがたく履はかせてもらうよ」

「うんっ、うんっ」

　だけど代わりに、もっと大切なものをもらったのかもしれない。

　大切な宝たから物ものが、できたのかもしれない。

「まだまだ寒いから……外にいくとき、それ、履いてってね」

「え……外にこの……『妹くつした』を!?」

　長ズボンを穿はいても、若じやつ干かん妹の顔が見えるんですけど？

「あったかい……と、思うから。…………だめ？」

　……………………………。

「だ、だめなわけあるか！　い、いいだろう！　やってやる！　俺はやってやるぞ……！　俺はこの『妹くつした』で、北きた千せん住じゆのルミネにだって行ってやるぞ紗さ霧ぎり──!!」




　智とも恵えから本をもらって。めぐみとアルミから義ぎ理りチョコをもらって。

　ムラマサ先せん輩ぱいには、手料理を振ふる舞まってもらって。

　エルフから──本命チョコをもらって。

　妹から、くつしたをもらった。




　今年の冬は、心も体も、色んな意味で──あったかくなりそうだった。







　　　　　　　　　　＊

「ところで……なんで兄さんは、『頑がん丈じような人』が好きなの？」

「はい？」

　かなり意表を衝つかれた質しつ問もんだったので、変な声が出てしまった。

「あ、あのっ……アルミちゃんが、そんなこと……言っててっ。……わ、私が聞いたんじゃなくてっ、あっちが勝手に言ってきただけでっ……そのっ……な、なんでかなって。べ、別に……教えてくれなくても……いいんだけど」

「それはね、紗さ霧ぎり」

　俺は、正直に答えることにした。

　別にたいしたことじゃない。アルミに教えなかったのは、たんに、あの明るい場で言うような話じゃなかったからだ。

「もう、大好きなひとに、いなくなって欲ほしくないからだよ」

　ゆっくりと、なるべく優やさしく聞こえるように、微笑ほほえんで言う。

「いつまでも健けん康こうで……そばにいて欲しいんだ。だから、俺は、頑丈な人が好き」

「……ふ、ふぅん……そうなんだっ」

「おまえも、風邪かぜひくなよ」

「……ばか」







※１　三上延：メディアワークス文庫より『ビブリア古書堂の事件手帖』シリーズが大好評刊行中。他、電撃文庫より『ダーク・バイオレッツ』『シャドウテイカー』『モーフィアスの教室』等々。

※２　flexible：柔軟性のあるさま。（ここでは毎回言ってることが変わるの意）




（※本文に戻るには注釈の数字をタップしてください）
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　三月、ホワイトデーが過すぎ去ってから、さらに数日後。

　日曜日の朝、俺は〝とある理由〟から、うんざりと肩かたを落として、リビングの後あと片かた付づけをしていた。

　リビングには、異い様ような臭しゆう気きが漂ただよっている。

　説明したくもないのだが……ごく普ふ通つうの男子高校生とは、縁えん遠どおいにおいである。

「はぁ[image: ～][image: ～]あ、まいったな、こりゃ」

　重々しく溜ため息いきをついて、肩を落としたときだ。

　どんどんどんどん、と、階かい段だんを降りてくる足音が聞こえてきた。

「!?」

　すわ紗さ霧ぎりか!?　と、音の方を振ふり向いたが──もちろんそんなわけもない。リビングの扉とびらを開けて、俺の前に姿すがたを現あらわしたのは、エルフだった。

　またぞろベランダ越ごしに、二階の『開かずの間』を通ってやってきたのだろう。

　紗霧も、わざわざカギを開けてやらなくたっていいのにな。

「おはよ、マサムネ！　今日もカワイイわたしが来てあげたわよ──────………………」

　珍めずらしくゴスロリめいた服を着ている彼女は、リビングの惨さん状じようを見るや、「うっ」とうめいた。

　わざとらしく鼻をつまんで、

「お酒くさい！　なに!?　なんなの!?」

「……俺が飲んだわけじゃねーぞ」

「そんなの見りゃわかるわよ！　じゃなくて、コレ！　この物体はいったいなんなのかっつってんの!?」

　ビシ！　と、ソファを指さすエルフ。そこには、意い識しきのない男性が、グッタリと横たわっている。臭しゆう気きは主に彼から発せられていた。

　俺は、こめかみを指で揉もみながら、エルフの質しつ問もんに答えてやった。

「それか？　それは……見てのとおり、シドーくんだ」

　エルフは鼻をつまんだまま、ソファで寝ねている彼の顔を覗のぞき込んだ。

「え？　国くに光みつ？　マジで？　あ、ほんとだ～、ひっどい顔で寝てるから……パッと見じゃわからなかったわ」

　死体みたいな顔色で、よだれまで垂たれてるもんね。

　かわいそうに……爽さわやかイケメンの面おも影かげがまったくない。

「どしたのこいつ？　なんでこんなとこでくたばってるわけ？　……てか、生きてるわよね？」

「生きてる生きてる。えっと、なんかさ、ほら、この前ホワイトデーだったじゃん？」

「あー、はいはい。確たしか国光って、担たん当とう編へん集しゆうのババアが好きで、義ぎ理りチョコのおかえしにすごいお菓か子しを作るとか言って、張はり切ってたのよね」

「そうそう。その結果がコレ」

　俺は、やや気まずさを覚えながら、ソファでくたばっているシドーくんを手で示しめす。

「うまくいかなかったんだ？　あ～あ、だからもうちょっと控ひかえめにしとけって忠ちゆう告こくしたのに……やっぱり、張はり切りすぎてキモいとか言われたのかしらね？」

　さりげなくヒデーなこいつ。

「いくら神楽かぐら坂ざかさんでも、担たん当とう作さつ家か相手にそこまで言わんだろ。……手作りの超ちようすごい飴あめ細ざい工くをあげたら、『ありがとうございます。編へん集しゆう部ぶで（[image: ←]ここを強調されたそうだ）おいしくいただきますね』って言われちゃったんだって。でもってその直後、周りにいたイケメンの編集者たちに、全部喰くわれちゃったんだって」

　無残である。聞いてるだけで胸むねが痛いたい。

「つか、そこまでしか聞けなかったんだけど……シドーくん、さっきうちきて、すぐこのザマになっちゃったから」

「メンタル弱っわ。そんなのぜんぜんたいしたことないじゃない。バトル小説だったらライバルに一回ボコられたくらいの展てん開かいでしょ。ここから面おも白しろくなるところでしょ。なにへこんでんのこいつ？　ばっかじゃないの？」

　辛しん辣らつだな。

　エルフは、興きよう味みが失せたとばかりに息を吐はく。

「知ってる、マサムネ？　この広い宇う宙ちゆうにはね、本命チョコをあげたのに、ちっとも彼からのリアクションがない、超かわいそうな女の子もいるのよ？」

　ものすごいイヤミ!!

「べ、べっこう飴あげたじゃん!?　ホワイトデーにさあ！」

「そのジジくさいチョイスもどうかと思うわ。……まあ綺き麗れいで美味おいしかったけどさ。…………でも、どーせ他の女にも、同じものをあげたんでしょ？」

　エルフは、つん、と唇くちびるをとがらせる。

「いや、全員別のものをお返しにしたけど」

「ふぅ～ん……じゃ、内うち訳わけを説明しなさい」

「なんでだよ！」

「なんでもよ！」

　ぐい、と、顔を近づけてくるエルフ。理由は言わないけど絶ぜつ対たいに聞かせてもらうわよ、という気き迫はくを感じた。俺はやむなく、自分のプライベートをさらけ出していく。

「……まず、ムラマサ先せん輩ぱいには、俺の書いた短編小説を書いて渡わたしただろ？」

「それは知ってるわ。あの子から直ちよく接せつ聞いたし。本人からのリクエストだったんですってね？　はい次」

「……お、おう。ええと……智とも恵えには、ムラマサ先輩のサインと、欲ほしい本を本人に聞いて、それをあげた」

「なるほどね。あの人って、ムラマサのファンだったっけ。──はい次」

「神楽かぐら坂ざかさんには、俺の渾こん身しんの新しん刊かん原げん稿こうを締しめ切り前に渡わたすことで、ホワイトデーのお返しとさせていただいた。……あとは……めぐみか。あいつには、まだあげてないというか……なんというか」

「煮にえ切らないわね……なんだっての？」

「あんまり言いたくないんだけど、言わなきゃダメか？」

「だめよ。ちゃんと白はく状じようしなさい」

　にこっと笑顔で返された。俺は観かん念ねんして、ホワイトデーの直前、めぐみとの間にあったやり取りを、エルフに教えることにした。

　俺は、テレビのわきに立てかけておいたファイルを手に取り、彼女に向かって差し出す。

「……これを見てくれ。ホワイトデーの前日に、めぐみから渡されたブツだ」

「は？　なにそれ？　ホワイトデーなのに、女の子からプレゼントを渡されたの？」

「中を見ればわかる」

「…………」

　エルフはパステルカラーのかわいいファイルを受け取って、開く。

　中には、写真付きのリストがずらりと並ならんでいる。

『おにーさんと遊園地デート権♡（場所は要相談デス[image: ]）』『おにーさんと西にし新あら井いで映画デート権♡』『おにーさんが、有名な作家友達を十人紹しよう介かいしてくれる権』『めぐみん和泉いずみ家お泊とまり権♡』

『おにーさんがめぐみんハウスに泊まりで遊びに来る権♡』

『スペシャルサプライズプレゼント！　なんとおにーさんが和泉ちゃんを登校させてくれる！』

　等々エトセトラ、等々エトセトラ──

「……こ、これって」

　エルフはファイルの中身に目を通しながら、ひくひくと表情を引き攣つらせている。

　どうやら察しがついているようだが……俺は答えを教えてやった。

「めぐみお手て製せいの『カタログギフト』だ。つまり──」

「……めぐみは、自分が『ホワイトデーのお返しに欲ほしいもの』をカタログにして、前もってあんたに渡してきたと。つまりそういうこと？」

「うん」

「図々しいこと考えるわね～、あの女」

　めぐみもエルフには言われたくないだろうが、普ふ通つうカタログギフトって、あげる側が渡すもんだよね。もらう方が希望を書いて渡すもんじゃないよね。俺ももらってびっくりしたもの。

「……どうやら俺は、バレンタインチョコをもらった代だい償しようとして、このカタログからお返しを選んで、五月末日までに、めぐみにあげなくちゃいかんらしい」

　元々お返しはするつもりだったし、それ自体はいいんだが……。

　カタログに掲けい載さいされているのが、どれも選び難にくいプレゼントばかりなので、どうしたものかと悩なやんでいるところなのだ。

「ふぅ～ん、なるほどねぇ～、はぁ～ん。……よくよく考えてみたら、なかなかいいアイデアじゃない。マサムネとかいうやつに選ばせると、べっこう飴あめになっちゃうしね」

「……おい、なんかひどいこと言ってない？」

　エルフは、パラパラと興きよう味み深ぶかげにカタログをめくっている。

　やがて彼女はページをめくる手を止めて、とある『お返し』を指さし、俺に見せつけた。




「決めた。わたし、これにするわ」




「え？　いやっ、だからそれは、俺がめぐみにあげる『お返し』で──」

「わたし、あんたからのホワイトデーのお返しはこれがいい。マサムネ、これをわたしに頂ちよう戴だい」

　聞いちゃいねえ。……でも……まぁ、いいか。どうせなら俺だって、相手が気に入る『お返し』をしたい。エルフにはいつもお世話になっているし、これで少しでも返せるのなら、なんだって安いものだ。俺は苦笑して、うなずいた。

「わかったよ、エルフ。……改めて、『お返し』をさせてもらう。──それで、どれを選んだんだ？」

　どれどれとカタログを覗のぞき込こみ、

「！　これって……」

　俺は目を見開いた。

「ふふっ」

　エルフが選んだ『俺からのお返し』は──『おにーさんと遊園地デート権♡』。

「楽しみにしているわね、おにーさん♡」

　片かた目めをつむったその笑みに、俺は、不覚にもドキリとしてしまった。




「さってとお～♪　さっそくデートの相そう談だんをしたいと・こ・だけどぉ～……こぉんな酒さけ臭くさい場所でする話じゃないわね！」

　エルフは上じよう機き嫌げんにカタログを閉とじ、俺に返す。

「話を戻もどしましょう。国くに光みつがあのザマな理由はわかったわ。それでぇ………………」

　それから彼女は、すっと片かた腕うでを上げ、リビングの隅すみっこを指さした。

「そっちの……体育座ずわりでビール飲んでる不ふ審しん者しやはナニ？」

「……えっとー」

　俺は、ゆっくりと、エルフが指した方向に振ふり向いた。

　そこには、どんよりと曇くもった空気をまとう男性が、缶かんビール片手に体育座りになっている。

　金色に染そめた長髪を後ろで縛しばり、黒服にシルバーアクセサリーという、メ●ズナックルに掲けい載さいされてそうなファッションをしている。本来はたいそうカッコいい見てくれの人なのだが、いまは無ぶ精しようひげをはやし、げっそりと窶やつれ、深いくまを顔面に刻きざんでいた。

　彼は──

「俺と同じレーベルの先せん輩ぱいで、草くさ薙なぎリュウキ先生」

　見た目の印象とは裏うら腹はらに、とても綺き麗れいなラブコメ小説を書く人だ。

　つい最近アニメ化された彼の代表作『ぴゅあらぶ。』は、聖せい女じよのように清らかな心を持つお嬢じよう様さまの、一いち途ずで初うい々ういしい恋愛を描えがいたものである。あまりにもギャップがありすぎて、家族でさえ彼の職しよく業ぎようを知らない（言ったが信じてもらえなかったそうだ）らしい。

　エルフは、草薙先輩の名前を聞くと、あごに手を当て思い出すような仕草をした。

「草薙リュウキ──ああ、わたしの『ダークエルフ』と同時期にアニメが始まった」

「そうそう、その人な」

　新年会で、シャンパン片かた手てに絶ぜつ好こう調ちようだった人でもある。

「いまは御ご覧らんのとおりゾンビ化しちゃってるけど。さっきシドーくんが連れてきやがったんだよ──ねえ、先輩」

　そろそろ酔よっ払ぱらい二人で帰ってくんねえかな、という気持ちを込めて話しかけると、草薙先輩は、うつむいていた顔をゆっくりと上げた。

　くぴりと麦ばく芽がからできた毒をひとなめしてから、かすれた低い声で、

「……おまえ、それが大先輩に対する口の利きき方か？」

　ルックスと声とアルコールの相そう乗じよう効こう果かで、非ひ常じように怖こわい。だが、俺はひるまなかった。

「俺はいま、カーペットにゲロを吐はかれてたいへんお怒いかりなんですよ」

　リビングをゲロと酒のミックスされたにおいで満たしやがって！

　妹がくさい思いをしたら、どうしてくれるんだ！

「……吐いたのはオレじゃない」

「同どう罪ざいです同罪。そこで寝てるミスター・ゲロを担かついで、さっさと帰ってください」

「…………………………」

　俺が当然の理ことわりを説とくと、草薙先輩は、再ふたたび缶かんに口をつけて、

「タクシー代くれ。金がない」

「はあ？　なにムラマサ先輩みたいなこと言ってんすか。ないわけないでしょ、大人おとななのに」

「昨日、編へん集しゆう部ぶでやさぐれてた獅し童どうを誘さそって、キャバクラにヤケ酒しに行ったんだがな」

　いきなりなんだよ。なんの話が始まるんだよ。

　草薙先輩は、ソファでくたばっているシドーくんをジロリとにらんで言った。

「オレがトイレに行っている隙すきに、そのバカが十二万の酒を頼たのみやがったんだ」

「あ、あー」

　その光景が目に見えるようだ……。

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが、くしゃ、と飲みかけの缶かんを片かた手てで潰つぶす。

「ありえねえだろ？　信じられるか？　しかも会計するときまでオレに言わねえんだぜ？」

「酔よっ払ぱらったシドーくんはウルトラバカなので、そのくらいは、まあ」

「……先に言ってくれ。酒飲むとバカになるとか、わかんねえぞ」

「知らないっすよ。その場に俺いなかったし」

　てか、いつの間に仲良くなったんだ、この男ふたり。

　そういえば、今度一緒に飲みに行くとか言ってたっけ、新年会のときに。

「まあ、そういうわけで金がない」

　草薙先輩は、俺に掌てのひらを差し出して、

「くれ。電車賃でいいから」

　貸かしてくれ、ですらないところが、この人のクズっぷりを表しているよな。

　連れの飲み代まで払わされているあたり、お人ひと好よしなところもあるんだけどね。

「歩いて帰れば？」

　俺は草薙先輩の厚こう顔がん無む恥ちな要求を、すげなくはねつけた。

「怒おこんなよ、ようは気の持ちようだ」

　先輩は、ちら、とにおいたつカーペットをチラ見してから、上うわ辺べだけおもねるような口く調ちようで、

「十二万のゲロだと思えば、ありがたい気持ちになるだろ？」

「なんねえよ帰れ！」

　怒ど鳴なってはみたものの──この酔っ払いは一向に帰る気がないらしい。

　くたっと電池が切れたようにうつむいて、ちびちびビールを飲み続けている。

　……実のところ、草薙先輩がこんな状じよう態たいになっているのには、心当たりがあるのだが──。

「……ダメだこりゃ」

　俺は、諦てい観かんの息を吐ついた。散々な有様となったリビングを見回す。

「くそ……これ、俺が片かたづけんのかよ……」

　エルフが俺の肩かたをポンと叩たたく。

「わたしも手伝ってあげるわ」

「いやっ、そこまでしてもらうわけには」

「いーから。待ってなさい、汚よごれてもいい服に着き替がえて来るから」

「……ああ、ありがとうな」

　本人には言えないが──

　こいつと結けつ婚こんするやつは、もしかしなくとも……ものすごく幸せ者なのではないだろうか。




　エルフに手伝ってもらって、リビングの片付けはよく進んだ。汚よごれたカーペットをクリーニングに出し、フローリングを念入りに拭ふいて、消しよう臭しゆう剤ざいを吹ふき付けて、缶かんを捨すてて……

　紗さ霧ぎりには『開かずの間』にカギをかけて、決して出ないようにと言い含ふくめておく。

「ふぅ……これで半分ってとこかしらね」

「まだ、しばらくにおいが残りそうだな……」

　そこまでして、ようやく少しだけ、心に余よ裕ゆうが戻もどってきた。

　ちなみに、ソファで寝ねていたシドーくんは、邪じや魔まなので廊ろう下かに転がしてある。

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、依い然ぜんとして体育座ずわりのまま、死んだ魚のような目で虚こ空くうを見つめている。

　どこから取り出しやがったのか、周囲に散さん乱らんする空き缶の量がいつの間にやら増ふえていた。

「先輩、酒どっから出してるんすか！　コレじゃいくら片かた付づけても終わんねえぞ！」

「もうこれでおしまいだから。ラスト一缶だから。……つか、酒はほとんど抜ぬけてる。むしろ素面しらふに戻もどったせいで、超ちよう死にたい」

　あー、深く聞きたくない。無む視ししよう。俺は即さく座ざにそう決心したのだが……

　ジャージ姿すがたのエルフが、無む駄だな好こう奇き心しんを発はつ揮きし始める。

　俺の服のそでを、くいくい引っ張ぱって、

「ねぇねぇ、マサムネ、なんでこの不ふ審しん者しや、こんなに落ち込んでんの？　飲み代払はらわされた件けんだけじゃないでしょこれ」

「……俺に聞くなよ」

　心当たりはあるが言いたくねえんだって。

　エルフは、しばし先輩とその周囲を観察するように見回した。ゴミ袋ぶくろの中に、アニメ版ばん『ぴゅあらぶ。』の宣せん伝でんチラシが捨すてられている。先ほど草薙先輩のそばに散乱していたものだ。さらによく見れば草薙先輩は、同アニメのＢＤ第一巻かんを、まるで我わが子であるかのように抱かかえ込こんでいた。

　エルフが、ぽんと掌てのひらを叩たたく。

「あっ、わかった！」

「言わなくていいぞ」

　俺の制せい止しもむなしく、エルフはズバリと言い放った。

「さては『ぴゅあらぶ。』のＢＤと原作売上が爆ばく死ししたから、それで闇やみ堕おちしちゃったのね！」

「言うなっつってんだろ！」

「確たしか、にひゃ──」

「やめろ！　それ以上いけない！」

　ラノベ作家同士で、売上の話は鬼き門もんである。

　両者の実じつ績せきがある程てい度ど拮きつ抗こうしているなら、悩なやみや不満も似にたようなものになるため、楽しく盛もり上がれることもあるだろう。

　または、その場の全員が、きちんと空気を読める思いやりのある人間なら、素す晴ばらしいストレス解かい消しようの場になることもあるだろう。

　まあ、たいていそうはならない。

　俺とエルフが、初めて会ったころの会話を思い出して欲ほしい。

　あんなふうに片かた方ほうが、かちーん、となって関係が悪化したり、マジ喧げん嘩かに発はつ展てんしたり、周囲に飛び火してさらに大事になったりする。

　ソースは俺。

　さもなくば……

「ククク……ついに……ついにその話題をオレに振ふったな？」

　とてつもなく反はん応のうに困こまる、闇やみ属ぞく性せいの話を聞かされる羽は目めになるのだ。




　それから──

　とても人には聞かせられない類たぐいの話が、十分ほど続いていた。ここまでの内ない容ようが気になるやつもいるだろうが、絶ぜつ対たいに書けないので省しよう略りやくさせてもらう。

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、髪かみボサボサ無ぶ精しようひげボウボウの凄せい惨さんな有様で、半分以上泣きながら続きを語る。

「別にな、オレは……アニメの出来に文もん句くがあるわけじゃないんだ……。原作者として、よく再さい現げんしてもらえたって満足してるし、監かん督とくやスタッフたちにはマジで感かん謝しやしてるんだ……。自作のキャラが動いて、喋しやべるだけで、嬉うれしかったよ……。評ひよう判ばんだって悪くなかった。きっちり面おも白しろい作品に仕上がっていた。ただ……売れなかっただけだ！」

「はい、はい、わかります、はい」

　俺は必死になって、聞きたくもない話に調子を合わせる。

　後輩作家の辛つらいところだ。俺も和泉いずみマサムネ先生みたいに、ちゃんと気を遣つかってくれる（あとひとんちでゲロとか吐はかない）後輩作家が欲しい。

　といっても。

　俺は、草薙先輩のように売れている作家連中に、本心から共感することはできない。

　こんなザマになっているアニメ化作家様を見ても──心のどこかで『羨うらやましい』って思ってしまう。だから俺には、草薙先輩に掛かけられる言葉なんてない。話を聞くことしかできない。

　エルフが（幸い勘かん違ちがいだったが）落ち込んでしまったときも、何もできなかった。

　草薙先輩は、かすれた声で言う。

「なぁ、和泉……オレ……家でニートだと思われているんだよ」

「ええ、ええ……」

　ずっと部屋ん中でパソコンに向かってキーを叩たたき続けるという、ラノベ作家の仕事風景って、限かぎりなくニートに近いですからね。

　毎日家にいるけど、いったいなんの仕事やってるんだコイツ？　という認にん識しきをされているラノベ作家は、草薙先輩以外にも、一定数いるのではないか。

　俺やシドーくんはまだ学生だし、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいも若わかいからまだいいけど、平日の午前中に目もく撃げきされたラノベ作家など、無む職しよくニート以外の何者にも見えないと思う。

「アニメ化して有名になったら、改めて、胸むねを張はって打ち明けようって思ってたんだ。これで近所のババアとかに『なんのお仕事してるんですか？』とかクソみてえなこと聞かれても、心に余よ裕ゆうを持ってシカトできるようになるって……。必死でラノベ書いて、アニメ化さえすれば全部変わるって信じてた……。なのに……なのに！　グスッ……なんで売上が低かっただけで、オレの読者でもねえやつらにコケにされなくちゃなんねーんだよ！　話がつまんねーとかならいくらでも聞いてやるけど、売上なんかおまえらにカンケーねーだろ！　アフィブログどもはすべて死ね！　滅ほろびよ！」

　体育座ずわりからの、魂たましいの叫さけびであった。

「……大変でしたね、ほんっと大変でしたね……」

　聞いてる俺も大変だった。

　この姿すがたが、未来の俺かもしれないのだ。他人ひと事ごとではない。

「なにがクソかって、この期ごに及およんで空気読んで、各所に配はい慮りよしまくったヌルいコメントしかできねえ原作者のオレが一番クソ！　あぁ、今日もツイッターで効いてないアピールしなくちゃ……『ネタにしてもらえてむしろ光栄です』『どんな形でも笑っていただけたなら原作者としてこんなに嬉うれしいことはありません』──なわきゃねーだろ！　オレだって血の通った人間なんだぞ！　わかってんのかこのっ、カスカスカスカス！　カスどもがあー！　く……ううっ……オレが一番カスだ……」

　半泣きでスマホをいじる彼の瞳ひとみは、血走っていた。

「だあー、ちくしょう！　ラノベなんかいくら書いても、ちッッとも救われねえぞ！　聞いてんのか和泉いずみ！　ああ!?」

　ダメだ……草薙先輩は、もう完全に闇やみに吞のまれてしまっている……。

　そこでエルフが、再ふたたび俺の服のそでを、くいくい引っ張ぱった。

「ねぇねぇマサムネ。大だいの大人おとなが、高校生にくだまいている姿とか、情けなさすぎて面おも白しろいわね」

「おまえ、ちょっと黙だまってろ、な？」

　これ以上、話をややこしくするんじゃない。

「まぁ～、でも、気持ちわかるわ～、超ちようわかるわ～」

　突とつ如じよとしてエルフが、知ったようなことをのたまい始めた。

　腕うでを組んで、うんうんとしきりに頷うなずいている。

　そしてわりと本気っぽい感じにションボリとして、

「ぐすっ……マサムネ、わたしの愚ぐ痴ちも聞いて頂ちよう戴だい……。あのね？　わたしが原作やってる『爆ばく炎えんのダークエルフ』のアニメＢＤが……たった三万枚しか売れなかったの」

「そうか──……たった三万枚しか……………………はい？」

　素すでそんな声が出てしまった。いま、俺の聞き間ま違ちがいじゃなければ……『ぴゅあらぶ。』の百倍以上の数字が聞こえた気がするんだが？

「わたしの予定では、六十万枚くらい売れるはずだったのに……アニメ化ブーストで原作小説が六億部突とつ破ぱするはずだったのに……」

　そういや言ってたね、ムラマサ先せん輩ぱいと初めて会ったときに。

　ジブリに喧けん嘩か売ってるような妄もう言げんを。

「はぁ……まったく目標に到とう達たつしなかったわ……もうダメね……。おしまいよ……アニメと一いつ緒しよに、山やま田だエルフもオワコンだわ……。次の新しん刊かんの初しよ版はん部数、たった二十万部だったし……」

　オワコンだわー、二十万部しか刷すってもらえないし、わたしってオワコンだわー。

　エルフは何度も繰くり返した。まったく悪気のない、本心からの台詞せりふを繰り返した。

「………………………………」

「………………………………」

　俺と草くさ薙なぎ先輩は、それを呆ぼう然ぜんと聞いていた。

「……こ、このガキ……」

　先輩はプルプルしている。初めてエルフと会ったときの俺そっくりだった。

「おい和泉いずみ……おまえよくそんな平然としていられるな？」

「いやあ、もう俺、一周回って、たいしてムカつかなくなってきました」

　苦笑して解かい説せつする。

「こいつは本気で、ラノベで頂ちよう点てん取れると思ってるんですよ──市し場じよう規き模ぼがまるで違ちがう、漫まん画がにだって勝てるって、本気で信じているんです。文字とイラストと読者イマジネーシヨンで構こう成せいされているラノベでこそ、最高のエンターテインメントが創つくれるんだって言い切って憚はばからない。草薙先輩への死体蹴けりでも嫌いや味みでもなくて、こいつは本気で、自分の本が六億部売れなくって落ち込んでいるんですよ。──バカでしょう？」

　草薙先輩は、思いっきり眉まゆをひそめて、

「チッ、なんかアホらしくなってきた。……ちょっと横になるわ」

「もう帰ってくださいよ！」

　……こうして。

　俺の貴き重ちような休日は、ラノベ作家たちの襲しゆう来らいによって、無む為いに失われていくのであった。




　御ご覧らんのとおり、午前中の段だん階かいで、すでに厄やく日びといって差し支つかえない状じよう況きようになっていたのだが──

　今日の俺に降ふりかかるトラブルは、むしろこれからが本番だった。

　ミスター・ゲロと酔よいどれラブコメ作家のコンビなど、ここから始まる『真の敵てき』との戦いと比くらべれば、中ボス以下の歯ごたえしかない。

　言っておくが……この比ひ喩ゆは、おおげさでもなんでもない。

　初めに言ったはずだ──俺はずっと、戦い続けている。

　そしてここで、我わが家の状じよう況きようを再さい度ど説明しておこう。

　リビングでフテ寝ねしている黒こく衣いの不ふ審しん者しや。

　散さん乱らんするビールの空き缶かん。経けい口こう補ほ水すい液えきのペットボトルに液体胃薬。

　──そういったもろもろの空きビンやら空き缶やら、あれやこれや。

　それらを健けな気げに片かた付づける俺と、ジャージ姿すがたの金髪美少女。

　一階には、吐としゃ物とアルコールがブレンドされたいかがわしい臭しゆう気きが漂ただよっており、廊ろう下かにはヨダレを垂たらした酔よっ払ぱらいが、無ぶ様ざまに転がされている。

　完全に、『家飲み翌よく朝あさ』といった有あり様さまであった。

　そんな、ただれた雰ふん囲い気きの和泉いずみ家に──

「！」

　異い様ような緊きん張ちようがほとばしった。

　がちゃり、という音。

　玄げん関かん扉とびらのカギを開け、ノブを回す音だ。

「────」

　ちょうど廊下を片付けていた俺とエルフは、何故なぜか、なんでもないその音に、強く反はん応のうした。

　種明かしを先にするなら、和泉家の家族構こう成せいを踏ふまえたうえで、俺でも紗さ霧ぎりでもない誰だれが『カギを開け、ノブを回したのか』──そんな考えを、瞬しゆん時じに、無む意い識しきに、巡めぐらせていたのだろう。

　ともあれ、俺たちは、バトル小説のキャラクターさながらに、玄関に振ふり向いた。

　きぃ、と、俺たちの目前で、玄関扉が開いていく。

　高校生と中学生の兄妹きようだいが、ふたりきりで暮くらしているはずの家。

『家飲み翌朝』のような有様になっている家に、堂どう々どうと玄関扉を開けて入ってきた人物。

「…………………………………………」

　彼女は、『自じ宅たく』の廊下の惨さん状じようをゆっくりと見回す。

『見み慣なれない金髪美少女』と、『甥おい』を順番に一いち瞥べつし、おそろしく冷たい声で言う。




「正まさ宗むねくん。これは、どういうことですか？」




　氷のような激げき怒ど。容よう赦しやのない威い圧あつを放つその人こそ、『俺と紗霧を引き離はなす、真の敵』──

「きょ、京きよう香かさん、どうしてここに……！」
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　教室で楽しく友達と騒さわいでいるときに、突とつ然ぜん先生が入ってきた──たとえるならば、そんな雰ふん囲い気き。さすがのエルフも、硬かたい声で俺を見た。

「…………マサムネ、どなた？」

「……俺たち兄妹きようだいの、保ほ護ご者しや……」

　そう、保護者。

　俺にとっては、親父──父親の、血のつながった実の妹ということになる。

　といっても、非ひ常じように若わかい。見た目だけなら大学生以下でとおる。シドーくんの同級生だと紹しよう介かいされたら信じてしまうだろうし、実じつ年ねん齢れいも、神楽かぐら坂ざかさんより上ということはないだろう。

　いかにも真ま面じ目めそうな黒髪と、切れ長の瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきな、和風美人である。

　かっちりとしたスーツが、彼女のパーソナリティをよく表していた。

　彼女は、廊ろう下かをつかつかと歩いて来て、

「はじめまして、和泉いずみ京きよう香かです」

　エルフに向かって、そう自じ己こ紹しよう介かいした。

「貴方あなたは？」

「隣となりに住んでいる、山やま田だよ」

　堂々と、目を合わせて答えるエルフ。

　この京香さん相手にそれができるだけでも、たいしたものだと思う。

　俺はできない。怖こわいから。

　京きよう香かさんは、エルフの存そん在ざいを「そうですか」の一言だけで終わらせて、冷然とこう続ける。

「……山やま田ださん、申し訳わけありませんが、今日のところは帰っていただけますか？」

「あら、どうしてかしら？」

　エルフは、真っ向から迎むかえ撃うつ態たい勢せいに入っている。

　俺は、額ひたいに脂あぶら汗あせをかきながら、低い声で言う。

「……ごめん、今日は帰ってくれ」

　その様子を見て何かを察したのか、エルフは、

「そ。じゃ、そうするわ」

　大人おとなしく帰っていった。




　その後。

「聞いているんですか、正まさ宗むねくん」

「は、はいっ」

　俺はリビングにて、京香さんと立ったまま向かい合い、お[image: 叱]しかりを受けていた。

「保ほ護ご者しやである私が、貴方あなたたちの二人暮ぐらしを、仮かりにとはいえ認みとめているのは、あくまであの子への負ふ担たんを減へらすためだったはず。あの子が回かい復ふくするための手しゆ段だんであったはず。断だんじて、この家で酒しゆ宴えんを開くためではありません。貴方の不ふ純じゆんな交友を助けるためでもありません」

「はい！　ごもっともです！　はい！」

　いちいちおっしゃる通りなので、俺はひたすら頭を下げる他なかった。

　未成年である俺たちは、仕事をするにしても──いや、なにをするにしたって、いちいち保護者の同意が必要なのだ。兄妹きようだいの二人暮らしなんて、本来できることじゃないのだ。

　現げん実じつは、ライトノベルの設せつ定ていじゃないんだから。

　シドーくんも、エルフも、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいも、この場にはもういない。

　先ほどまでここで横になっていた草薙先輩は、京香さんにひとにらみされるや、情けなくすくみあがった。ちょっとしたやり取りがあったあと、眠ねむるシドーくんを抱かかえ、スタコラサッサと逃にげていったのである。

　くそっ、酔よっ払ぱらいどもめ！　せめて事情を説明していってくれよ！

「あ、あの……京香さん……今日は、どうして突とつ然ぜん……？　いつもは来る前に、連れん絡らくがあるのに……」

「私が抜ぬき打ちで帰宅すると、何かまずいことがあるような口ぶりですね」

　彼女は、無感情な口く調ちようで、くるりと視し線せんを一ひと巡めぐりさせる。そこに広がるのは、片かた付づけ途と中ちゆうでいまだにビールの空き缶かん等が転がっているリビングだ。

「もう一度聞きます。……なんですか、この有あり様さまは？」

「い、いや……これには事情があって──」

「言い訳わけは聞きたくありません」

「うっ……」

　──非ひ常じようにマズい状じよう況きようだった。完全に俺が主しゆ導どうで酒さか盛もりをしていたと誤ご解かいされている。

　もともと『二人暮ぐらし』をギリギリで認みとめてもらっていたところで、コレはきつい。

「俺は一口も飲んでませんし、さっきの酔よっ払ぱらいどもはただの同業者です！　朝まで飲んだ帰りに、いきなりうちにやってきて──それだけなんです！　信じてください！」

「……本当ですか？」

　京きよう香かさんは、じろりと──いや、ギロッと──か、俺をにらむ。

　メデューサのごときこの凝ぎよう視しが、俺はとてもおそろしかった。

「…………本当です」

　今この時だけは、目をそらすわけにはいかない。

　俺は恐きよう怖ふを押おし殺し、京香さんの氷の眼まな差ざしと真っ直ぐ向き合った。

　すると──

「！」

　彼女は、すっと俺の胸むな元もとに顔を寄よせて来た。

「なっ、なっ」

　甘あまやかな香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、俺はドギマギと動どう揺ようしてしまう。京香さんは、そんな甥おいの様子には気づかなかったようで、再ふたたび顔をもとの位置に戻もどし、にこりともせず言った。

「ふむ、酒気はなし、と。噓うそではないようですね、信じます」

「ほっ……」

　俺は胸むねを撫なで下ろす。

　京香さんは、『安心するのは早いですよ』とばかりに威い圧あつを強め、

「それで……お隣となりに住んでいるという、さっきの女の子は、正まさ宗むねくんの交こう際さい相あい手てですか？」

「違ちがいます！　ど、同業者です！」

「同業者？　あんなに若わかい女の子が？　まだ子供じゃありませんか──」

「それを言ったら、俺も──紗さ霧ぎりだってそうでしょう」

　最近知ったことだが。

　もうこの人に、紗霧の職業を隠かくす理由はなくなった。そもそも母さんに代わって、紗霧の保ほ護ご者しやとして、出しゆつ版ぱん社しやとやり取りをしていたのは、他ならぬ京香叔母おばさんなのだから。

「彼女は、たまたま遊びに来たんですが、この惨さん状じようを見て片かた付づけるのを手伝ってくれていたんですよ」

「そうでしたか。保護者が不ふ在ざいなのをいいことに、この家で、不ふ純じゆんなことをしていたのではなかったのですね」

「してません！　う、上には紗さ霧ぎりだっているんですよ！　変なこと言わないでください！」

　その発想こそが不ふ純じゆんだよ京きよう香かさん！

　激はげしく否ひ定ていすると、叔母おばさんは怒おこったのか、顔を赤くして、口元を片かた手てで押おさえる。

「……失礼しました」

　怖こわい。こんな相手を委い縮しゆくさせるような謝しや罪ざいがあっていいのだろうか。

「ところで、もう少し小さな声で話すべきかもしれませんね。あのやぶ医者いわく、私がこの家にいるだけで、あの子にとっては負ふ担たんになるようですから。私の帰宅を気け取どられないなら、その方がいい」

「紗霧は、気配でわかっていると思いますよ」

　見なくてもわかる──かわいそうに紗霧はいまごろ、布ふ団とんにくるまって、叔母さんの襲しゆう来らいに震ふるえているだろう。

「でも、小声で話そうってのには同意です」

　あえて怖こわい人の声を妹に聞かせる意味もない。

「では、ここからは小声で」

　京香さんは、すうっと目を細めた。室内の温度がぐっと下がった──気がする。

「私が、抜ぬき打ちで帰き宅たくした理由を話しましょう」

「！」

「例のごとく〝監かん視し〟の意味もあるのですが──」




「本題は、〝定期テスト〟です」







〝定期テスト〟。

　俺たちの前に、予定よりも一月早く現あらわれた〝試練〟について話を進める前に、

　彼女、和泉いずみ京香について、もう少しだけ説明しておこう。

　和泉京香。

　俺の父親の、歳としの離はなれた実じつ妹まいで、俺たち兄妹きようだいの保ほ護ご者しや。

　和泉マサムネにとっては……もう唯ゆい一いつの、血のつながった肉親。

　性せい格かくは、さっきのやり取りでもわかるとおり。

　ライトノベル風にたとえるならば、視みるものすべてを威い圧あつして、触ふれるものすべてを凍とう結けつさせる──『氷の女王』といったところか。

　完全に敵てきキャラの設せつ定ていで作ってしまったが、仕方ないんだ。

　この人のことが、俺は、昔からすっげー苦手なんだよ！

　俺が物心ついた頃ころから、




『京きよう香かちゃん、ごはん食べてくわよね？』

『私、貴女あなたのことが嫌きらいです』

『知ってる。ごはん食べてくでしょ？』

『大嫌いです！』




　お袋ふくろ──俺の母親とムチャクチャ仲が悪かったし、いっつも怒おこっていて、怖こわい顔をしていて……俺を見ると、ギロッとにらみつけるのだ。

　女子中高生の制せい服ふく姿すがた、とくにセーラー服姿を見ると、いまだに当時のトラウマを思い出す。

　うら若わかき『氷の姫君』の威い圧あつを思い出す。

　幼おさない俺は、いつも親父の脚あしにつかまって後ろに隠かくれ、京香叔母おばさんと目を合わせないように努力していたものである。

　なんでこの怖いお姉さんは　わざわざ嫌いなヤツがいる兄あに貴きの家にまで、怒りに来るんだろうな──幼心ながら、不思議だった。

　お袋が交こう通つう事じ故こでいなくなって、父子家庭になってからも、京香叔母さんはちょくちょくうちにやってきた。

『…………あの……京香叔母さん、どうして……ここに？』

　そう聞くと、京香さんは、つん、と見下し目線で、

『正まさ宗むねくんが、ひとりでしっかり留る守す番ばんをしているかどうか、〝監かん視し〟しに来ました』

『……はあ』

　よっぽど俺が気に食わないんだなと思ったよ。

『ああ、もう、兄さんたら、また正宗くんにインスタント食品ばかり食べさせて……忙いそがしいとはいえ、本当に仕方のない男ですね……』

『……お父さんの悪口、言わないでください』

『ふん、言い足りないくらいです。まったく……あの人は、昔からズボラで、いい加か減げんで……ほら、子供と一いつ緒しよに暮くらしているというのに、部屋だってこんなに散らかっているじゃ──────あれ、おかしいですね……綺き麗れいに片かた付づいているようですが』

『……そのくらいなら、僕だってできますしっ』

『……貴方あなたが、家の掃そう除じを？』

『お、お父さん大変そうだから……僕ができることは……やらなくちゃ……って』

『……………………』

　もの凄すごく怖い目でにらまれたのを、覚えている。

『……貴方はそんな余よ計けいなことを考えなくていいんですよ。子供は子供らしく、学校の宿題をするなり、友達と遊んでくるなりすればいい。周りの子供たちはそうしているでしょうに』

『……僕は……一番やりたいことをやっているだけで……別にイヤイヤやってるわけじゃなくて……その……ごめんなさい』

『謝あやまれなんて言っていませんけれど？』

　親父もお袋ふくろもおおらかな人だったから、シンデレラの継まま母ははのごとくゴチャゴチャ小言を言ってくる若わかい叔母おばさんのことが、うっとうしくて仕方なかった。

　まあ、でも……。




『正まさ宗むねくん、お帰りなさい。普ふ段だんろくなものを食べていないであろう貴方あなたのために、夕食を用意しておきました』

『……う、うん』




　鍵かぎっ子になりがちで、さみしい思いをしていた俺は、おっかなくてうっとうしい叔母さんの存そん在ざいに、少しだけ救われていたところもある。

　ちなみに京きよう香か叔母さんの作る料理は、（料理の先生だったお袋と比くらべて）美味おいしくなかったので、いつの間にか自分で作るようになっていた。

　そうそう、親父が母さん──紗さ霧ぎりの母親と再さい婚こんすることになったときも──いや、長くなるしやめよう。俺が京香叔母さんを苦手としている理由は、すでにじゅうぶん伝わったはずだ。

　そろそろ、俺が彼女を『敵てき』と認にん識しきしている理由について、簡かん潔けつに語っておこう。




　叔母さんは、引きこもりになった紗さ霧ぎりを、無理やり部屋から引きずり出そうとした。




　大失敗し、事じ態たいをより重く、悪化させた。

　いまも、俺たち兄妹きようだいに『二人暮ぐらし』を続けるための条じよう件けんを出し──隙すきあらば、俺と紗霧を引き離はなそうとしている。

　だからこの人は、俺たち兄妹の『敵』なのだ。




　場面は再ふたたびリビングへと戻もどる。

　俺と京香さんは、ソファに座すわって対面していた。

「〝定期テスト〟ですか……？　えっ！　で、でもまだ三月ですよ!?」

「今年も四月に〝定期テスト〟を行うと、私が言いましたか？」

「……！」

　言ってない。言ってないけど……第一回定期テストのとき──

「去年の四月に……『また一年後、〝定期テスト〟を行います』って」

「もう三月です。一年後といっても、差し支つかえないでしょう。それに──テストは抜ぬき打ちの方が効果的ですからね」

「……そ、そんな……」

「問題ありますか？」

「いえ……」

　いきなり〝テスト〟なんて言われて、びっくりはしたが。

　それだけだ。問題ない。ない……はずだ。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　京きよう香かさんは、俺の答えに首しゆ肯こうする。

「私は以前、この生活を続けるための条じよう件けんとして──貴方あなたたち兄妹きようだいにそれぞれ〝宿題〟を課しました。もちろん覚えていますね？」

「……はい」





　──学業と仕事を両立させ、一定の成果を出し続けること。

　──紗さ霧ぎりの〝現げん状じよう〟を、改かい善ぜんさせること。






　それが俺が叔母おばさんと交わした『条件』だ。この条件を満たす限かぎり、俺たち兄妹はいまの生活を続けていくことができる。あくまで『俺のやり方』で、紗霧の引きこもりに向き合っていくことができる。

　だが。

　もしも条件が破やぶられるようなことがあれば──そのときは改めて、『京香叔母さんのやり方』で、紗霧に対たい処しよすることになる。

　俺は、妹と引き離はなされ、もう会うことはできなくなる。

　そんな約束。

「覚えています、ちゃんと」

　俺は、重々しくうなずいた。

「よろしい」

　叔母さんは感情のこもらぬ声で言って、クリップ留どめされたレポート用紙を取り出した。

「それでは──テストをはじめます」

　京香さんが纏まとう冷気が、さらに強まっていく。

「……正まさ宗むねくん、覚かく悟ごはいいですか？」

「…………はい」

　まるでブリザードの只ただ中なかにいるかのような寒気と、息苦しさ。

　胃がキリキリと締しめ付けられていく。

　京香さんは、レポートをぺらりと一枚まいめくる。

「まずは、正まさ宗むねくんの学校生活について」

「今年も成せい績せき表ひようを用意しておきました！」

　俺は、部屋から持ってきたファイルケースから、高校の成績表を取り出し、京きよう香かさんに提てい出しゆつした。京香さんは、それを受け取るや、「ふむ」と目をとおす。

　自分でいうのもなんだが、そう悪い成績ではないはずだ。

『前回の定期テスト』は、これで学校生活については納なつ得とくしてもらえたのだが……。

　果たして京香さんは、成績表から顔を上げ、こう言った。

「今回は、私も直ちよく接せつ、担たん任にんの先生とお会いして、話をしてきました」

「えっ……そ、そんなことまで……」

「当然でしょう、私は貴方あなたの────」

　京香さんは、そこで一いつ瞬しゆん口ごもり、

「……保ほ護ご者しやなんですから」

　そう言葉を締しめて、コホンと咳せき払ばらいをする。

「はい、そういうわけで……先生と話してきました。結けつ論ろんから言うと、ほぼほぼ問題ないようですね。成績も上位をキープしていますし、素そ行こうもすこぶる優ゆう良りようとのこと。難なん点てんといえば、部活動や委員会活動への不参加ですか」

「そこは許ゆるしてもらえませんか。さすがに時間が……」

「義理の妹の面めん倒どうを見る時間と、小説を書く時間をなくせば、理想的な学生生活が送れるのでは？」

　……嫌いやな言い方だ。さすがにムッとした。

「俺は、いまの生活を続けるためにがんばっているんです──仕事も妹も、俺にとっては大切なんです、とても、とても。……だからこそ、京香さんの〝宿題〟にも、やる気を出して、必死になって、取り組むことができているんですよ。……俺は怠なまけ者なので……そうじゃなかったら、きっとこんな成果は出せていません。それを、どうかわかってください」

「………………」

　京香さんは、俺の話を、じっと黙だまって聞いていた。

「色々言いたいことはありますが……ま、いいでしょう。正宗くんの学校生活についての〝テスト〟は、合ごう格かくということにしておきます」

　ただし、と、いったん目を伏ふせてから、強い眼まな差ざしで俺をにらむ。

「子供が子供らしく在あれないのは間ま違ちがっています。子供が大人おとなめいた生活をしなくてはならない状じよう況きようと、その元げん凶きようが、私は大だい嫌きらいです」

「……どういう意味ですか？」

「正宗くんが背せ伸のびをしているのが、気に入らないという意味ですよ」

　ほんとこの人って、俺のこと嫌いだよな。

　なんでわざわざクソ面めん倒どうなことになるとわかっていて、俺たちを引き取ってくれたんだろう。

　まったくの謎なぞである。感かん謝しやしちゃいるが。

「続いて、貴方あなたの仕事──執しつ筆ぴつ業ぎようについてです」

　京きよう香かさんは、レポートのページを音もなくめくる。

　……あのレポート……いったい何が書かれているんだ？　京香さんの、俺への調査結果とかか？　俺の資し料りようを鵜う吞のみにせずに、いちいち裏うらを取っているってこと？

　なんか今回の〝定期テスト〟──前回よりも厳きびしくないか？

　こりゃ、油ゆ断だんできないぞ。

「はい。それについても、」

　ともあれ俺は予定通り、準じゆん備びしてあった書類を取り出す。

「前回同様、資料を用意してあります。これが出しゆつ版ぱん社しやから送付されてきた支し払はらい通つう知ち書しよで……こっちが担たん当とう編へん集しゆうと一いつ緒しよに作成したものですが……二月までに執筆業で得た収しゆう入にゆう推すい移いと詳しよう細さいを表にしたものです。で……こっちは先日出した確かく定てい申しん告こく書しよのコピーです」

「拝はい見けんしましょう」

　うう……税ぜい務む調ちよう査さをされているよーな気分になったきたぞ。

　別にやましいことなんかいっさいないのに、妙みようにハラハラするのはなぜだろう。

　京香さんの氷の眼まな差ざしが、やり手の女マルサっぽいからか？

『あなた脱だつ税ぜいしてるでしょう？』みたいな無言の圧あつ力りよくを感じる。

「はい、よろしい」

　京香さんは、俺が提てい出しゆつした資料を置いて、「ところで」と続ける。

「貴方の仕事ぶりについて、つい先日、担当編集さんと話してきました」

「…………」

　そういえば、この前そんなことを神楽かぐら坂ざかさんが言っていたな……。

　うあ……なんか……嫌いやな予感が……びりびりと……。

「そう、神楽坂とか言いましたね」

　京香さんは、紙面から顔を上げるなり、はっきりとこう言った。




「私、あの人、嫌きらいです」




「あっ、はい」

　俺もあんま好きじゃないっス。お世話になっちゃいるんですけども。

「正まさ宗むねくんの仕事相手を悪く言って申し訳わけないとは思いますが、どうにも……子供を利用してお金儲もうけをしている汚きたない大人という印象が拭ぬぐえません」

　すべて事実である。

　何一つ訂てい正せいする余よ地ちがなかった。

　言い方が悪いとは思うけども。

　俺が子供だから印象が悪いのであって、そもそも仕事って主にお金儲もうけのためにあるものだし、仕事相手というのは、お互たがいに利用し合うという側面が少なからずあるものだ。

「神楽かぐら坂ざかさんが汚きたない大人おとななら、俺だって汚い子供ということになっちゃいますよ」

「子供にその台詞せりふを言わせる仕事とやらが、私は嫌きらいです。ライトノベル作家というのは、貴方あなたの教育に悪い仕事だと判はん断だんします」

　おい神楽坂さん。京きよう香かさんに、どんだけダーティな話をしてくれやがったんだよ。

　なんかラノベ作家のイメージ、めちゃくちゃ悪いんですけど!?

「あの、京香さん……しかしですね」

「ええ、約束は約束ですからね。〝テスト〟の結果が合ごう格かくなら、貴方の仕事に口は挟はさみません」





　──学業と仕事を両立させ、一定の成果を出し続けること。






「俺の仕事ぶりについて、神楽坂さんは……なんと？」

「『新作がめっちゃ売れている』──と」

　俗ぞく物ぶつ丸出しじゃねーか。

「『最初っからねー、私と組めば十万部売れる子だと思ってたんですよ！』『ぶっちゃけウチでこれから推おしていきますから！』『バンバン宣せん伝でんでオカネばら撒まいちゃいますからね！』とも言っていました」

「……………………」

　溜ため息いきしか出ない。

　マジでさ！　もっと綺き麗れいな言い方あんだろ！

　京香さんが、潔けつ癖ぺきなＰＴＡ属ぞく性せいの人だって、見たらわかんだろ！

「なにを怯おびえているんです？　男の子でしょう──しゃんとしなさい」

「は、はいっ」

　キツい京香さんの言葉に、俺は反射的に、背せ筋すじを伸のばしてしまう。

「…………ふんっ、ああそう……そんなに怖こわいですかっ」

　言うとおりにしたはずなのに、京香さんの機き嫌げんが悪くなった気がする。

「安心しなさい。担たん当とう編へん集しゆうさんの人ひと柄がらは、今回のテストとは関係ありませんから。少なくとも収しゆう入にゆう面めんで、私が文もん句くをつけられる余よ地ちはありません──収入面ではね」

　その言い方で安心できるわけねーだろ！

　続きはなんだよ！　絶ぜつ対たいなんかヤバいのくんだろ！




「正まさ宗むねくんの著ちよ作さくについて、これから質しつ問もんをします」




「えっ」

「なにを驚おどろいているんです？」

「そ、その……俺の著作というと……やはり、」

　皆みなまで言わせず、京きよう香かさんはバッグから、無言でそれを取り出した。

　他でもない、俺の最新作である。

　京香さんは、すべてを凍とう結けつさせるような声こわ色いろで──

「……『世界で一番可愛かわいい妹』、和泉いずみマサムネ」

「はう！」

　俺はボディーブローを叩たたきこまれたように、身体からだをくの字に折り曲げる。

　京香さんはさらに続ける。

「……イラスト……エロマンガ」

「うびゃあ!!」

　俺はたまらず大地にひれ伏ふした。辛かろうじて顔を上げて、

「よ、読み上げないでください！」

「……小声で話すのではなかったの？」

「ハッ！　つ、つい……」

　そのくらいの衝しよう撃げきだったのだ。

　京香さんは、『ねえ豚ぶた、貴方あなたのことよ。聞いているの？』みたいな目で、俺をじっと見くだしている。

　そしてぽつりと、

「『世界で一番可愛い妹』③　～俺と妹のドキドキ初体験デート～」

「……くう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……」

　必死に耐たえる豚──それがいまの俺だった。

　俺は羞しゆう恥ちに打ち震ふるえながら、両のこぶしを握にぎり締しめる。

　ところで──

　最近、公共の場で口に出すには恥はずかしいタイトルのラノベが散見されるけれども、作者は家族や、ラノベと関係のない知り合いとかに、どうやって自じ著ちよのことを説明しているのだろう。

　ふとそんなことを思う。

「……貴方の著作のタイトルと著者名とイラストレーター名を読み上げただけで、どうしてそんなに恥ずかしがっているんです？　貴方にとってこの本は、『恥ずかしいもの』なのですか？」

「違ちがいます！　誇ほこらしい俺たちの作品です！　かわいい我わが子のようなものです！」

　即そく座ざに否ひ定ていした。それだけは、勘かん違ちがいされたくなかったから。

　京きよう香かさんは、俺の急所を見つけたとばかりに、同じ個所を攻こう撃げきしてくる。

「そう？　なら、どうしてそんなに恥はずかしがっているの？」

　俺は土ど下げ座ざの体たい勢せいから彼女を見上げ、言葉を何度もさまよわせながら答える。

「それは…………なんというか……ラノベファンでも業界関係者でもない、一いつ般ぱん人じん──この言い方が適てき切せつなのかはわかりませんが──一般人の方が俺たちの作品に触ふれるのは、なんだか照れくさくって……」

　恥ずかしい作品だとは断だんじて思わないが、関係ない人に見られるのは恥ずかしいというか、素そ養ようのない人に薦すすめたくはないというか。

　～俺と妹のドキドキ初体験デート～　というサブタイトルに耐たい久きゆうできるＨＰを持つ選ばれしものにだけ読んで欲ほしいというか。

　複ふく雑ざつな気持ちだった。

　たぶんラブコメファン（特にちょっぴりエッチなやつね）なら、この気まずさをわかってくれるんじゃないかとは思うのだが。

「それに……」

「それに？」

「真ま面じ目めでお堅かたい美人なお姉さんの口から、『エロマンガ』なんて単語が出てきたので」

「なっ……！」

　京香さんが、初めて大きく表情を崩くずした。かあっと顔を赤くし、口を大きく開いてフニャフニャとうごめかせる。

「なっ、なに言ってるんですかっ！　びじ……って……お、大人おとなをからかうものじゃありませんよっ！」

　俺の言動のどこが急所を衝ついたのか、京香さんがここまで激はげしく感情をあらわにして怒おこったのは初めてだった。俺は、おそれおののいて言い訳わけを繰くり出す。

「あっ！　でも！　べ、別に『エロマンガ』ってのは、『えっちな漫まん画が』のことじゃなくてですね！」

「わ、わかってます！　そのくらい！」

「えっ？　わかってるって──」

「いまは、あの子のペンネームなのでしょう」

　京香さんは、平静を取り繕つくろうようにして言った。

「知ってますよ……貴方あなたよりも以前から。そのペンネームの人物は、私の敵てきです。大だい嫌きらいです。いまも昔もね」

　ひっかかる言い方だった。

　以前『エロマンガ』というペンネームを使っていた人物は、母さん──紗さ霧ぎりの母親である。

　何を隠かくそうこの人、京きよう香かさんは、母さんともムチャクチャ仲が悪かったのだが──あの当時から、母さんの正体が『エロマンガ先生』であることを知っていたということだろうか。

「どういう意味ですか？」

「なんでもありません。失言でした、忘わすれてください。それより、貴方あなたが新しく書いたというこの小説について、もう少し詳くわしく教えてください」

　京香さんは、再ふたたび俺に最さい新しん刊かんを見せてくる。

　俺の新作シリーズ『世界で一番可愛かわいい妹』、三巻かん。

　サブタイトルは、～俺と妹のドキドキ初体験デート～


　──作家として一定の成果を出し続けること。



　収しゆう入にゆう面めんで問題ないことはわかった。次は、書いている小説の『内ない容よう』を精せい査ささせてもらいますよ──成果として認みとめていいものかどうか。

　そういう意味だろう。

　俺は、ゴクッと唾つばを飲み込こみ、

「……わかりました。どうぞ……なんでも聞いてください」

「はい、では──この『世界で一番可愛い妹』？　のあらすじに……『和泉いずみマサムネが紡つむぎ出す、全ぜん身しん全ぜん霊れいのシスコンラブコメディ！』とありますが、これは？」

　これは？　って、大おお真ま面じ目めな顔で言われても……。

「全身全霊の……シスコンラブコメディなので……」

　いかん、顔が熱くなってきた。

「ふむ。シスコンというのは、シスター・コンプレックスのことですよね？　正式な心理学用語ではありませんが、確たしか、妹に兄妹きようだい愛あい以上の感情を抱いだくという……」

「ええと……」

　回答に困こまる質しつ問もんばっかりでイヤになってくるな！

『世界妹セカイモ』のあらすじに表記されている『シスコン』はオタク用語としての『シスコン』なので『シスター・コンプレックス』とはややニュアンスが違ちがっていてその辺詳しく説明しないとめんどくさい誤ご解かいを生みかねない問題で話せば長くなるのだが────

「シスコンラブコメディというのは、兄妹が出てくる楽しいお話のことです」

　俺は解かい説せつをぶん投げた。

　京香さんは、「はあ」と不思議そうな顔をする。

「ええと……つまり、この表紙に描えがかれている女の子と男の子は、兄妹なのでしょうか？」

「……えっと、はい」

「……ラブコメディ……ということですから……もしや、この兄妹が、恋愛をする？」

「……ええ、まあ」

「兄妹なのに？」

「兄妹きようだいだからです」

「……まったく意味がわかりません」

　ご、拷ごう問もんだ……。拷問が始まった……！

「続いて……こちらのキャラクター紹しよう介かい欄らんに、大きな疑ぎ問もん点てんがあるのですが……」

　京きよう香かさんは、感情のこもらぬ声で、淡たん々たんと問いを投げかける。

　巻かん頭とうのカラーピンナップに書かれている『とあるヒロインの名前』を指さして、

「この『スケベニンゲンちゃん』というのは？」

「……スケベニンゲンちゃんというのは……この女の子のハンドルネームです」

「正気ですか？」

「もちろんです」

　な、なんだこのおそるべき苦行!?　なんでオタク系けいサブカルチャーに偏へん見けんを抱いていそうなガチガチの一いつ般ぱん人じん様に、作者自みずからラノベのストーリーやら設せつ定ていを解かい説せつしなくちゃいけないんだ!?

　──辛つらい！　辛すぎるぞ！

　俺は、正せい座ざの体たい勢せいで、ギュウウとこぶしを握にぎりしめる。

　京香さんは、俺にさらなる拷問を加えはじめた。

「ふうん──つまり……貴方あなたの書いた新作小説は、兄妹の恋愛を描えがいたものなのですね──よくわかりました」

　この目!?　人間に向けていい眼まな差ざしじゃないよ!?

「そうですけども！　決して、京香さんが思うような、いかがわしいものじゃありません！」

　俺は、必死で自じ著ちよの弁べん護ごをする。

「同じ屋根の下で暮くらす、素す直なおになれない兄妹が、ふとしたきっかけでその関係を変えていく模も様ようを、面おも白しろおかしく描いたもので──け、決して！　不健全な関係を肯こう定ていするようなものじゃなくてですね！」

「そうですか。しかしそれは、読まないとわからないことですよね。表紙とタイトルとあらすじを読んだだけでは、不健全な内ない容ようだと判はん断だんされても仕方ないんじゃありませんか？」

「………………」

　ぐうの音もでない。自分でも、ものすごい渋じゆう面めんをしているのがわかる。

　京香さんは、見るからにサディスティックな仕草で、唇くちびるに指を当てる。

「それとも、貴方の著書が『読者に悪あく影えい響きようを与あたえない』という根こん拠きよでもあるのでしょうか？」

「いや、間違いなく悪影響があると断だん言げんできます」

「ふぇ？」

　意表を衝つかれたとばかりに、かわいい声を漏もらす京香さん。

「正まさ宗むねくん、あの、いま、なんと？」

「……………………………………………………………………」

　し、しまった！　つい、正直に答えてしまったぞう……。どうしようかな……。

「えっと、ご質しつ問もんの、『俺の著ちよ作さくが読者に悪あく影えい響きようを与あたえるか否いなか』という点ですが……」

　ごまかせそうにないので、開き直って言った。

「与えますとも、いい影響も、悪影響も。だから面おも白しろいんです。俺は、そう思いますね」

「そうですか」

　冷たい流し目を受けながら、俺はさっそく自分の発言を後こう悔かいし始めていた。

「ちょ、チョットっすよ!?　俺の本の影響なんて微び々びたるものですし！　ちゃんと出しゆつ版ぱん社しやのコードに抵てい触しよくしない範はん囲いでやってますし！　ええっと！　──た、ただちに影響はありません！」

　エルフとかに聞かれたら、『はぁ[image: ～][image: ～]』と溜ため息いきを吐つかれてしまいそうな、情けない弁べん明めいであった。

「正まさ宗むねくんへの質しつ問もんは以上です」

「はい、それで……どうでしょうか？」

　俺の問いに、京きよう香かさんは、淡たん々たんと書類を片かた付づけながら、あっさりとこう口にした。

「合ごう格かくです」

「えっ？」

　意表を衝つかれた俺は、目が点になってしまう。

　京香さんは、『世界で一番可愛かわいい妹』の表紙を俺に見せつけ、

「私自身は未読ですが……不ふ合ごう格かくにせざるを得ないほどの不健全小説でないことは、すでに確かく認にん済ずみです。貴方あなたに直ちよく接せつ聞いたのは、あくまで念のためですよ」

「……はあ」

　念のためで、俺はあんな拷ごう問もんを受ける羽は目めになったのか……。

　京香さんは、レポートを閉とじ、本を仕し舞まい、再ふたたび俺に向き直った。

「私からの〝定期テスト〟──すべて問題なく合格です」




「正宗くんはね」




「えっ？」

　俺は？

「それって、どういう……」

　俺の問いに、京香叔母おばさんは……ゆっくりと天てん井じようを振ふり仰あおいだ。

「続いて、紗さ霧ぎりさんの〝テスト〟を始めましょう」

「──な」

　一いつ瞬しゆん、絶ぜつ句くした。

「てっ〝定期テスト〟を受けるのは、俺だけじゃ……」

「前回はそうでしたね。しかし、今回は紗さ霧ぎりさんにも受けてもらいますよ。本人とも、そういう約束をしています」

「！」

　そういえば……紗霧も京きよう香かさんと何か約束をしているようなことを、言っていた！

　言ってたけど！　まさか！　そんな！

「貴方あなたたち兄妹きようだいへのテストなのに、兄だけが合ごう格かくしてそれでよしというのは、おかしいでしょう？　それに──去年、貴方にも言ってあったはずです」





　──紗霧の〝現げん状じよう〟を、改かい善ぜんさせること。






「本当に改善しているのなら、できるはずですね。さあ、紗霧さんが社しや会かい復ふつ帰きした姿すがたを、見せてもらいましょうか」
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　リビングの扉とびらに手を掛かけ『開かずの間』に向かおうとした叔母おばさんを、俺は慌あわてて呼よび止めた。

「待ってください！　紗さ霧ぎりのテストをやるにしたって、いますぐは無理です！」

　すると彼女は、ノブに手を掛かけたまま振ふり返って、

「なぜですか？　あの子が社しや会かい復ふつ帰きしている姿すがたを、ちょっと見せてもらうだけですよ？」

　京きよう香かさんのいう〝社会復帰〟という単語が、具体的に何を示しめしているのかは謎なぞだ。

　だけど、紗霧が部屋から出て来なくては話にならないということはわかる。

　いまの紗霧には、まだ無理だ。紗霧の引きこもりは、そんな軽いものじゃない。

「紗霧と……約束をしたって言いましたね？」

「はい。一年後の〝定期テスト〟までに、社会復帰した姿を見せる……と」

「本当ですか？　一年前のあいつが、そんなことを？」

　俺の妹が『社会復帰する』なんて言うかなあ？　激はげしく疑ぎ問もんである。

「厳げん密みつには、去年の六月に、ですけどね。扉とびら越ごしに話して、言げん質ちを取りました。間ま違ちがいありません。疑うたがうのなら、本人に聞いてみてください」

　六月。俺たちの夢ゆめが始まったのが──ちょうどその頃ころだったっけ。

「……どうせそう言わせるように仕向けたんでしょう」

「ご想そう像ぞうにお任まかせしますよ」

　京香さんは、韜とう晦かいするように両手を大きく広げた。

　このままこの人を、二階に向かわせてはいけないのはわかる。紗霧と会わせてはいけないのはわかる。しかし……どうしよう。この人を、どうやって納なつ得とくさせればいい？　この場を切り抜ぬければいい？

　俺は必死で考えて──

「きょ、去年の六月に、『一年後』と約束したんでしょう？　なら──約束の日は、今年の六月のはずです！　せめて六月まで待ってください」

「…………」

　京香さんは、ぎろりと俺をにらみつける。

「っ……」

　幼おさないころから、いつも俺を見るときの──あの眼まな差ざし。

　俺は恐きよう怖ふを押おし殺し、口を動かす。

「社会復帰した姿を見せるって言っても、準じゆん備びだって要いるでしょうし……それに、あいつがテストを受けなきゃならないなんて、俺は初耳だったんです。家族の問題なのに、俺だけが知らなかったなんて──そんなのひどいですよ！」

「──家族の問題、ですか？」

「そ、そうです！　俺たち家族の問題なのに、俺抜きで決めるなんて──そんなのダメです！」

　論ろん理り的てきな説得ではないことはわかっていた。それでも感情的になって、俺は言った。

「お願いします、京きよう香かさん！　もう少し待ってください！」




「うん、いいよ」




「えっ？」

　即そく答とうでＯＫが帰ってきたので、言った俺がパチクリとまばたきをしてしまった。

　すると京香さんは、はっとしたようになって、それからコホンと咳せき払ばらいをひとつ。

「……いいでしょう、と言いました。準じゆん備びが必要だというのなら、待ちましょう」

「あ、ありがとうございます！」

　……なんであっさりＯＫしてくれたんだろう。絶ぜつ対たい無理だと思ったのに。

「ただし……六月までは待てません。紗さ霧ぎりさんが二年生になってしまいますからね」

　その前に〝社しや会かい復ふつ帰き〟させるという意味だろうか？　そう聞こえるよな？

　てことは、京香さんの言う〝社会復帰〟ってのは──

　まさか、『紗霧が学校に行く』こと!?

　ちょっと待てよ！　噓うそだろ!?　幾いくらなんでもハードルが高すぎる！

　うちの妹は、家から出るどころか、部屋からすらろくに出られないんだぞ！

　京香さんの意図を察し動どう揺ようする俺に向かって、彼女は、指を一本立てて見せる。

「紗霧さんの〝テスト〟は、四月一日です。それ以上は待ちません──いいですね？」

「……は、はい」

「よろしい」

　京香さんは、そのまま玄げん関かんへと歩いていき、靴くつを履はく。

「そうそう……貴方あなたの著ちよ作さくの『兄妹きようだいで恋れん愛あいをする』という設せつ定ていですが……」

　京香さんは、玄げん関かん扉とびらのノブを回し、扉を開ける。

「気持ち悪いと思いました」




「私、『妹』ですから」




　そんなキツい捨すて台詞ぜりふを残し、京香さんは去って行った。







　そうして……いま。

　俺は、ゆっくりと階かい段だんを上り、『開かずの間』へと向かっている。

　紗霧に、京香さんと話したことを伝えなくてはならない。

　相談して、どうするか考えなくちゃいけない。

「……大だい丈じよう夫ぶかな、紗さ霧ぎりのやつ」

　京きよう香かさんが家にいるだけで、紗霧の大きな負ふ担たんになる。

　あの人が自分で言っていたことだが、事実だ。

　ひたすらに心配だった。

「…………………………」

『開かずの間』にたどり着き、深しん呼こ吸きゆうをひとつ。さあ、ノックをしようとしたところで──

　きぃぃ……という音とともに、先んじて扉とびらが開いていく。

　ところが、いつまでたっても、紗霧本人が出てこない。

「さ、紗霧？」

　不ふ審しんに思い部屋の中を覗のぞき込こむと、ベッドの上で、頭から布ふ団とんをかぶった完全防ぼう御ぎよ体たい勢せいの紗霧が、長い物もの干ほしざおで扉を押おし開けていたのであった。

「……なにやってんだ、おまえ」

　他に言葉がなかったよ。妹の奇き行こうはいつものことだが、今回もとびきり意味がわからない。

「……うぅ……だってっ」

　紗霧は布団の中から、わずかに顔を出し、おずおずと俺を見つめている。

　どこかほっとした様子で、ぼそぼそと言い訳わけを述のべた。

「もしもじぶんで扉を開けて……目の前に京香サマがいたら……私は心しん臓ぞうまひで死んじゃう」

　京香サマって！

　そこまで怖こわいのかよ。よっぽど『例の件けん』がトラウマになっているんだな。

　布団をかぶって震ふるえる妹の姿すがたには、小動物的な愛らしさを覚えるけれど、京香さんと紗霧との間にあった事件を知る俺たち兄妹きようだいにとっては、ちっとも笑えない状じよう況きようだった。

　取り乱して泣き叫さけぶ妹の声──。

　もう二度と聞きたくはない。俺は部屋の中に入り、扉を閉しめて、なるべく優やさしい声で言う。

「京香さんが来ていたこと、やっぱり気づいていたのか」

「うん」

「どんな話をしたか、聞いていたか？」

「…………」

　首を横に振ふる紗霧。まあ、普ふ通つうに考えれば一階でしていた会話を、二階にいる紗霧が聞くことはできないか。

　……以前、めぐみやエルフとの会話内ない容ようを、なぜか紗霧が知っていたことがあったんだよな。

　あれはいったい何だったんだろう？

　まあいいや。いまはそれどころじゃない。

「ええとな？　紗霧……さっき京香さんが来て……」

「……私の〝テスト〟をするって話でしょ？」

「！」

　や、やっぱり、一階での話を聞いていたのか？

　俺の内心を察したのか、紗さ霧ぎりは再ふたたび首を横に振ふって、

「……たぶんそうだろうなって、思っただけ」

「そ、そか」

　紗霧は、もぞもぞとイモムシのように布ふ団とんから這はい出てくる。

　ところどころ前ボタンが外れた、パジャマ姿すがたでだ。

　ま、まったくこいつは……！　た、たまに目のやり場に困こまる格かつ好こうをするから……！

　俺は慌あわてて視し線せんをそらす。そんな兄の様子に気付きもせず、紗霧は「よいしょ、よいしょ」と脱皮を続け、最終的にベッドにちょこんと腰こしかける形になった。

「……約束したの、去年の六月に……あのひとと……ちゃんと、〝しゃかいふっき〟したところを見せるから……って」

「………………」

　これで……紗霧の口からも、裏うらが取れたわけだ。

　しかし──

「〝社しや会かい復ふつ帰き〟って……おまえな……その約束の意味、本当にわかってるのか？」

　前ボタン留とめてくれよ！　気になってしょうがないんだ！

　紗霧は、きょとんと不思議そうな顔で、

「して欲ほしく……ないの？　しゃかいふっき」

「いや！　そりゃ、いつかはして欲しいって俺も思うけれど！　さすがにいますぐどうこうってのは無理だろ！　だって紗霧だぜ？　超ちよう弩ど級きゆうの引きこもりである和泉いずみ紗霧を、社会復帰させるってことだぜ!?」

「むー……そこまでゆわなくても」

　唇くちびるをとがらせる紗霧に向かって、俺は首を振ふった。

「言い足りないくらいだ。なんとか、京きよう香かさんに頼たのみ込んで、テストの実じつ施し日びを四月まで伸のばしてもらったけど……って、紗霧？」

　つい、台詞せりふの途と中ちゆうで名前を呼んでしまった。何故なぜなら、

「なんだよ、その……自信たっぷりの不ふ敵てきな笑みは……」

「ふふふ……私が、いままでなんにもしてないと思った？」

　紗霧は偉えらそうに、見えそうで見えない胸むねを張はる。

「兄さん……私の〝しゃかいふっき〟………………見せてあげる」

「な、なんだと？」

　俺の驚おどろく顔を見て、紗霧は満足そうに立ち上がった。ところがそこで、ハッ、と、前ボタンが外れたはしたない己おのれの格かつ好こうに気付き、

「え……えっちっ！」

「す、すまん！」

　俺はあわてて後ろを向く。

　むず痒がゆい沈ちん黙もくが『開かずの間』に横たわった。

　完全に、話の腰こしがへし折れてしまった形である。

　居い心ごこ地ち悪く身体からだを揺ゆらしていると、妹が、消え入りそうな声を俺の背せに投げかけた。

「……もう、こっち見てもいいよ」

「お、おう」

　改めて向き直ると、紗さ霧ぎりはパジャマの前ボタンをしっかりと上まで留とめていた。

「…………」

「…………」

　数秒の間があってから、紗霧が、気を取り直すようにして切り出す。

「えと……どこまで話したっけ？」

「おまえが俺に、〝社しや会かい復ふつ帰き〟を見せてくれるとか、どうとか」

「あっ……そうだったっ」




「兄さん、私……いまから学校に行くから」




「……………………は？」

　いったいなにを言われたのか、咄とつ嗟さには理り解かいできなかった。

「なに？　え？　なんだって？」

「聞こえなかったの？　じゃあ、もう一度、言うね？」

　紗霧は言葉どおり、ゆっくりと言い直した。

「私、いまから……学校に行く」

「────────」

　あごの関節が外れたかと思った。俺はかくんと大口を開けて、呆然としてしまう。

「さ、紗霧！　おまえ……学校って……」

「私が学校に行けば、〝しゃかいふっき〟したって言えると思う。……ちがう？」

「ち、違ちがわない！」

　つ、ついに……。

「ついにやる気になったんだな、紗霧！　俺は信じていたぞ！」

「ひゃっ！」

　大声とともに駆かけ寄よったら、紗霧がびくっとしてしまった。

「び、びっくりした」

「ご、ごめん、つい……」

　でも、確たしかに紗さ霧ぎりが一度でも、一日でも学校に行くことができれば──京きよう香かさんの〝定期テスト〟だって、文もん句くなしで合ごう格かくのはずだ。

　あの人をギャフンと言わせてやることだってできるはずだ！

　なにより、紗霧が学校に行く姿すがたを見ることは……俺の大きな目標でもあったから。

「……その……嬉うれしくて、さ」

「ふ、ふんっ」

　紗霧は、ぷいっと俺から視し線せんをそらし、かあっと頰ほおを赤らめる。

「ずるい……そんなふうに言われたら……怒おこれない」

「ああ、ああ、ずるくてもなんでもいいよ。おまえがやる気になってくれたんだからな。で、でもおまえ、まだ部屋からすらろくに出られないのに──」

　内心の疑ぎ問もんが俺の口から飛び出して来る。

　すると紗霧は、チチチと得意げに指を振ふった。

　いちいち仕草がかわいいなこいつ。

「いいから見ててっ、私が学校に行くところっ」

「お、おう……」

　紗霧は、おもむろにパソコンブラウザを立ち上げる。

　開いたのは、某ぼう地図検けん索さくサービスだ。足立区一丁目──すなわち我わが家の住所を示しめしており、和泉いずみ家前の風景が大おお映うつしになっている。

「よぉしっ、行ってきますっ」

　紗霧は、気き合あい一いつ閃せん、マウスを左クリックする。

　かち、かち、かち、かちかち。そのたびに風景は、少しずつ先に進んでいった──

　紗霧が通うべき、学校の方向へと。

「お、おまえ……ま、まさか……」

　まさか……い、いくらなんでも……『それ』はないよな？　俺の勘かん違ちがいだよな？

　内心不安で満ち満ちている俺の前で、紗霧は青ざめた顔でクリックを続ける。

　そのたびに、パソコン画面は、国道４号を驀ばく進しんしていく。

「はぁ……はぁ……ふぅ……くっ……もう少し……」

　妹の必死っぷりに、薄うす々うすオチを察しつつも、俺はとても言葉を挟はさめない。

　そしてようやく紗霧は、学校へとたどり着いた──インターネットの中で！

「とうちゃくっ。どう、兄さん……私、やったよ？」

「ストリートビューじゃねえか！」

　すぱーん！

　完かん璧ぺきなタイミングでツッコミを入れてしまった。

「オマ……『私、学校に行く』って……ストリートビューでじゃねえか！　やり遂とげたみたいな顔してんじゃねーよ！」

「だってっ」

　ツッコミではたかれた頭を両手でおさえ、紗さ霧ぎりはブスっと頰ほおを膨ふくらませる。

「これが、いまのせいいっぱいなんだもん」

「う……」

「私、がんばったもん」

「そ、そうだよなあ……」

　困こまったような声が出てしまった。

　そのとおりだ。つい、ツッコんでしまったが──冗じよう談だんでもなんでもなく、これがいまの紗霧の限げん界かいなのだ。別にふざけてやっているわけじゃなかった──本気でいまの精せい一いつ杯ぱいを、俺に見せてくれただけだった。

「悪かったよ」

　俺は素す直なおに詫わびた。

「でも、どうしような？　これで鬼おにの京きよう香かさんが納なつ得とくするとは思えない」

「……これじゃ、だめ、かな？」

　しょんぼりと聞いてくる紗霧に、胸むねが痛いたくなってくる。それでも気休めを言うわけにはいかなかった。

「ああ、ダメだ。もっと……なにかしらわかりやすい形で、紗霧が『社しや会かい復ふつ帰き』したところを見せなくちゃ、あの人のテストに合ごう格かくすることはできないだろう」

「そっか……やっぱり」

　紗霧は、哀かなしそうにうつむいてしまう。

「六月に……あのひとと……約束して……それから、少しずつ……外に出る練習してたんだけど……間に合わなかった」

「…………おまえ」

　外に出る練習。

　以前、紗霧は俺を、玄げん関かんまで出で迎むかえてくれたことがあった。

　お祝いのために、練習していたのだ……と。

「あのときだけじゃ、なかったのか」

　紗霧はずっと、外に出る練習を、続けていた。

　京香さんのテストを、クリアするために。

「……うん」

「そもそも……なんで紗霧は、京香さんと『社会復帰する』なんて約束をしちゃったんだ？　一年じゃ無理そうだって、自分が一番わかっているだろうに」

「だって……私も……」

「私も？」

「……一いつ緒しよが……よかったから」

「なんだって？」

　聞き取れなかった。

　妹の小声に慣なれてきた俺にとっても、さすがにいまのはボリュームが小さすぎた。

「もう一度言ってくれ」

　聞き直すと、紗さ霧ぎりは数秒間口ごもり……それから顔を上げて、言った。

「私は、兄さんの足手まといじゃないから」

「！　そう言われたのか？　京きよう香かさんに？」

　紗霧は首を強く横に振ふる。たどたどしく、何度もつっかえながら、訴うつたえる。

「こ、これは私たちの問題で……ふたりで認みとめさせなきゃ、だめで……私だけがなにもやらないなんて、できなくて……その……だからっ」




「私も、がんばる。がんばり……たい」




　さっき言いかけた台詞せりふと、同じものではなかったかもしれない。

　それでも今度は、ちゃんと聞こえた。俺に届とどいた。

「そっか。わかった。なら──がんばれ」

「うん、がんばる」

　ようやく俺たちの顔に、微び笑しようが浮うかんだ。それもつかの間、紗霧は表情を曇くもらせて、

「けど……どうしよう。私の……テスト……しゃかいふっき」

「幸い、四月一日まで、まだ十日ほどある。なにか考えてみようぜ」

　と、紗霧には言ったが──実じつ際さいは、あと十日しかないというべきだろう。

　スーパー引きこもり少女である紗霧が、社しや会かい復ふつ帰きするなんて……

　一年かかってできなかったことが、十日でできるようになるわけがない。

　社会復帰……社会復帰ねえ。

　そもそも、なにをもって、社会復帰というんだろうな？　そのあたり、京香さんのさじ加か減げん次し第だいなのがおっかない。

　紗霧が何を成し遂とげたとしても、あの人を納なつ得とくさせなくちゃ合ごう格かくにはならないわけで。

　逆ぎやくにいえば、あの人を納得させることさえできれば──……

「うーん」

「うーん」

　俺と紗さ霧ぎりは、はからずも兄妹きようだい同じポーズで腕うでを組み、うんうんと唸うなり続ける。

　そのときだった。

　ピンポーン、と、インターホンが鳴り響ひびき──

「和泉いずみちゃーん！　あーそーぼーッ♪」

　紗霧を呼よばわる、めぐみの声が聞こえてきたのであった。




　数分後──

「和泉ちゃんの〝社しや会かい復ふつ帰き〟？　おふたりの保ほ護ご者しや……京きよう香かさんとおっしゃるんですか？　その叔母おばさんが来て？　テストをすると？　はぁ～……なるほどなるほど」

　俺はめぐみに、俺たち兄妹が直面している『悩なやみ』について、打ち明けていた。

　我わが家の二階、『開かずの間』近くの廊ろう下かでだ。めぐみは、妙みように決まったポーズで、廊下の壁にもたれている。俺たちの会話は、部屋に引きこもっている紗霧にも聞こえているはずだ。

　俺の話をひとしきり聞き終えためぐみは、片かた手ての指を一本立てて、

「なんか、スーパーダッシュ文庫の『パパ聞き！〔※３〕』みたいな話ですね」

「いと貴とうときリア充じゆうであらせられるめぐみサマが、俺たち向けに、あえてラノベのたとえを持ち出してくださっているのは、重じゆう々じゆう承しよう知ちの上なんだが…………もしや京香叔母さんが女おんな版ばん『おいたん』ポジだとでも言うつもりじゃあるまいな？」

「もちろん、そのつもりで言ったんですけど」

「やめてくれよ。『パパ聞き！』のおいたんは、あんなおっかなくねえって」

　その他もろもろ、まったく適てき切せつなたとえになってないだろう。俺たちの状じよう況きようと違ちがいすぎる。

「そして、おにーさんが空そらちゃんポジです」

「やめてくれよ！」

　おまえ、何巻かんまで読んでそれ言ってんの!?

「えへへ」

　めぐみは舌したを出して悪戯いたずらっぽく笑った。

「だって今日のおにーさん、叔母さんへのツンツンした言いようが、なんだかラノベヒロインみたいだったんですモン。んふふ、いずれデレたりするんですかね～？　あたしの直観って意外と当たるんですよ？」

「変なフラグを立てるんじゃない！　シャレにならんからマジでやめろ！」

「──まぁ、そんな冗じよう談だんはともかく。和泉ちゃんの〝社会復帰〟なんて、あたしにとっても他人ひと事ごとじゃないですよ。もっとよく聞かせてください」

「………………」

　そもそも、どうしてめぐみに、俺たち兄妹の重じゆう要よう事じ項こうを打ち明けることになったのかというと──

　なんでだろうな？　俺にもよくわからない。めぐみと玄げん関かんで話していたら、最初は『それどころじゃないから帰ってもらおう』と思っていたはずなのに、いつの間にか──

　彼女は我わが家に上がり込んでいて、二階への階かい段だんを上っていて……

　そうしてなんとなーく、悩なやみを打ち明ける流れになっていたのだ。

　不思議である。これがリア充じゆう女王クイーンめぐみのトークスキルだというのだろうか。

　ようやくいまになってハッとして、

「……はぁ、なんで俺、いかにも口の軽そうなおまえに、こんな重大なことを話しちゃってるんだろう」

　直ちよく接せつ本人に聞いてみた。すると制せい服ふく姿すがたのめぐみは、

「あ～、失礼なぁ。言っちゃダメなことを喋しやべったりはしませんよう」

　と口先をとがらせる。

　それから彼女は、『どうして俺は、おまえに悩みを打ち明けたのか』という問いに、あっさりとこう答えた。

「そんなの、友達だからに決まってるじゃないですか」

「────」

　あんまりズバリと言われたものだから、目をぱちくりとしてしまったよ。

「ちゃんと聞きますね。もちろん、言って欲ほしくないなら、誰だれにも言いません」

　めぐみは、しぃ、と唇くちびるに指先を当てて、

「あたしにできることなら、力になりますし」

「そか。……ありがとうな」

「はいっ」

　そっか……俺も、いつの間にやら、めぐみの友達になっていたらしい。

　めぐみだけが一方的に友達だと思っているわけじゃなくて──俺自身も、そう思っていたらしい。気付かなかったよ。

　ああ、そういえばそうだった──友達って、そういうものだったっけか。

　いかん、なんか、照れるな。

「えと……じゃあ……その……改めて」

　相談してもいいかな──と、そう口にしようとしたとき。

　どん！　と大きな音が、俺の台詞せりふを押おしとどめた。

　続いて、きぃ……という扉とびらが開く音。

「！」

　俺はハッと後ろを振ふり向いた。

「……おまえ」

　そこにいたのは、素す顔がおの紗さ霧ぎり。

　顔を隠かくすお面めんもなく──部屋から一歩踏ふみ出して、必死な表情で、立っている。

「なんで──」

　紗さ霧ぎりにとって、『部屋の中』と『部屋の一歩外』は、まるで違ちがう。以前も、たった一歩を踏み出すだけで、いっぱいいっぱいになっていた。

　なのに、なんで、どうして──混こん乱らんで目が回りそうだった。

　俺が口にしたぐちゃぐちゃの問いに、紗霧は、真っ青な顔色で、

「あの……その…………私も…………と、友達だから」

　と、言った。

「だから……自分で、言う」

　その行動だけで、俺は妹に『合ごう格かく』をあげたい。

　少しは打ち解とけてきたとはいえ、めぐみが紗霧にとって苦手なタイプだってことは変わらない。初めて会った頃ころと比くらべて……引きこもってしまったばかりの頃と比べて……

　紗霧は大きく変わった。

　それを、どうにかして、京きよう香かさんに伝えなくちゃならない。

　認みとめてもらわなくちゃいけない。

「あのっ…………めぐみちゃん」

「……なに？　和泉いずみちゃん」

「私、めぐみちゃんに、相談に乗って欲ほしいの」

「うんっ、うんっ！」

　わくわくと両のこぶしをにぎりしめるめぐみ。

「でも……その前に……」

「？　その前に？」

「私……めぐみちゃんに、ずっと秘ひ密みつにしてたことが……あるの」

「！」

　めぐみはパチクリと目を見み張はった。紗霧の発言が、予想とは違うものだったからだろう。

　俺もてっきり、紗霧は自分の口から〝定期テスト〟のことを、めぐみに話すのだろうとばかり思っていた。それだけだと思っていたのに……

「紗霧、おまえ、まさか……」

「……ん」

　紗霧は、こくりとうなずき、

「めぐみちゃんなら……だいじょうぶ」

　安心させるように俺を見て、それから改めて、めぐみと向き直った。一歩、前に踏ふみ出して、

「相談の前に……聞いてくれる？　私の秘密」

「………大事なこと、なんだね？」

「うん……すっごく、大事な秘ひ密みつ。みんなに知られたら、私はもうおしまいだから……親しい友達じゃないと……教えられないの」

「……そっかあ」

　めぐみは、しばし紗さ霧ぎりの目を覗のぞき込むように見つめていたが、やがて意を決したように、

　ぱん！　と両手で己おのれの頰ほおを張はった。

「よしっ、覚かく悟ごが決まったぞっ！　和泉いずみちゃん！　いつでも来いっ！」

　こっけいなファイティングポーズで笑顔を見せる。

　紗霧も、ふんわりと微笑ほほえんだ。

「じゃ、じゃあ、言うね？」

「お、おう」

　めぐみが、緊きん張ちようの面おも持もちで、ごくりと唾つばを飲み込こむ。

「わ、私……私ねっ」

　紗霧も、かぁぁ……と頰を赤らめながら言いよどむ。

　ぎゅ、と眼めを[image: ]バツテンにして、えいやとばかりに言い放つ。

「私っ、エロマンガ先生なのっ！」




「うん、しってた」










　数分後──

「……ぶぅ」

「も～、いい加か減げんに機き嫌げん直してよう、和泉ちゃん」

「……ふんっ……めぐみちゃんなんか、しらない」

「そんなに怒おこらなくてもよくない～？　あれだけヒントがあったら、あたしじゃなくたって『そうなんじゃないかなー』って気付くってばぁ～。ねぇねぇ～、エロマンガ先生～」

「そんな名前のひとはしらないもんっ！」

　二階の廊ろう下かには、その場に体育座ずわりになって頰を膨ふくらませる紗霧と、それを面おも白しろそうになだめるめぐみの姿すがたがあった。

　俺たち兄妹きようだいが必死に隠かくしていた『妹の秘密』は、自みずから明かすまでもなく、めぐみにバレていたらしい。絵のモデルになったときに『まさか』と感づき──クリスマスには、ほぼ確かく信しんしていたそうだ。

　紗霧にとっては、そりゃ面おも白しろくないよなあ。勇気を振ふり絞しぼって告白したのに、損そんしたみたいな気分なんだろう。

「でもまぁ、よかったんじゃないか？　紗さ霧ぎりの正体を知っても、めぐみはこのとおり、何も変わらずいてくれるみたいだし」

「ふっふん！　もちろん、あんな秘ひ密みつくらいで、あたしは友達を嫌きらいになったりしませんよ！」

　腰こしに手を当て、胸むねを張はるめぐみ。

　紗霧は、恨うらめしそうな目でめぐみをチラッと見て、

「……私が、えっちな絵を描かくのが、好きでも？」

「あ、それは、去年の四月からしってたし」

「俺がバラしたからね」

「………………………………」

　紗霧は、唇くちびるをとがらせ、なんとも言えない顔になった。ぼそっと呟つぶやく。

「……もっと早く、教えればよかった」

「そうだな」

　そしたら、友達に隠かくし事をしなくちゃいけない期間は、短くて済すんだだろうから。

「……めぐみちゃんも……気づいてたなら……そう言ってくれれば……」

「言うわけないよ、だって内ない緒しよにしたかったんでしょ？　それにね…………」

　めぐみは、恥はずかしそうにポツリと言った。

「和泉いずみちゃんから教えてもらった方が、うれしいもん」

「…………………………そ、そうっ」

　あ、照れてる照れてる。

「も、もぉっ……えっと……その……じゃ、じゃあ改めて相談っ！」

　紗霧はごまかすように話を戻もどす。

　そうして、先ほど俺がしたものと同じ『相談』を、めぐみに話す。

　自分の口で、ゆっくりと、何度も何度もつっかえながらだ。




　友達からの相談を聞き終えためぐみは、じっと真しん剣けんな顔で考え込こむ。紗霧の目を見て言った。

「和泉ちゃん……それって……どうしても、ぜったいに、やらなくちゃいけないこと……なんだよね？」

「うん。どんなに大変でも……やらなくちゃいけないこと」

「……そっか。それなら……」

「めぐみ、なにかいいプランがあるのか？」

　俺が聞くと、めぐみは無言でうなずいた。

「おお……」

「……ほ、ほんとうに？」

　俺と紗さ霧ぎりは、期待の眼まな差ざしでめぐみを見る。

「はい。ふたりとも、ちょっと耳を貸かして？」

　ちょいちょい、と指で俺たちを招まねくめぐみ。

　俺と紗霧は、なになにと近ちか寄よっていく。するとめぐみは俺たちの耳元でささやいた。




「えっとですねぇ──ごにょごにょごにょごにょ」




「──というのはどうでしょうかっ？」

「「！」」

　俺たち兄妹きようだいは、そろって両目を見開いた。

「いやっ、めぐみ……いくらなんでもそれは無理だ！　ムチャクチャだ！　あと十日しかないんだぞ!?　間に合うわけが……！」

「かもしれません」

「じゃあ！」

「でも、他人に認みとめられたいなら、結局、自分で行動するしかないと思うんです」

「────」

「京きよう香かさん……でしたっけ？　厳きびしい人なんですよね？　そんな人に、和泉いずみちゃんが〝社しや会かい復ふつ帰き〟したぞってことを認めさせなくちゃいけないんですよね？　それならやっぱり、和泉ちゃん本人が、がんばっているところを見せなくちゃいけないと思うんですよ。簡かん単たんな方法なんて、ないと思うんです」

「…………………………」

　めぐみが口にしたのは、あまりにも紗霧の負ふ担たんが大きすぎる案だった。

　いつもなら、問答無用で却きやつ下かするところなのだが……めぐみの言うことにも一理ある。

　これは紗霧のテストなのだ。

　だが……しかし……。

　俺は唇くちびるを嚙かみしめ、懊おう悩のうする。

　──やっぱり、別の案で行こう。

　俺が、そう言い出す寸すん前ぜんのことだ。

「……やってみる」

　と、紗霧が言った。小さいけれど、強い意思を感じさせる声だった。

「じ、自信はないけど…………精せい一いつ杯ぱい……がんばってみたい」

「そうこなくっちゃ！」

「紗霧────本当にやるんだな？」

「……うん！」

「……わかったよ。無理はするなよ」

　紗さ霧ぎりがやる気になっている以上、兄あに貴きとしては全力でそれを応おう援えんするしかなかった。




　そして──

　あっという間に、約束の日がやってきた。

　四月一日、春休みももう残りわずか──進級の季節だ。

　俺は高校二年生になり、紗霧は中学二年生へと進級する。

　肩かた書がきの上では、と、そう注ちゆう釈しやくをつけなくてはいけないのだが。

　さて。ここ十日ばかり、紗霧がやっていたことは大きく分けてふたつある。

　それがなにかは、すぐに明らかになることだろう。

　現げん在ざい、午前十時。場面は、和泉いずみ家の玄げん関かん。

　俺の目前で、ゆっくりと玄関扉とびらが開き……

　京きよう香か叔母おばさんが、姿すがたを現あらわした。

「こんにちは、正まさ宗むねくん。さあ、紗霧さんの〝テスト〟を始めましょう」

　かっちりとしたスーツ姿は、彼女の冷たい印象をさらに強めている。

「はい」と、緊きん張ちようした声で俺が答える。

「おや？　この靴くつは……来客中ですか？」

　玄関に並ならぶ複ふく数すうの靴を見て、首をかしげる京香さん。

「ええ……でも、いまは気にしないでください」

「ふむ」

　京香さんは、顔を上げ、再ふたたび俺をにらみつける。

「それで？　紗霧さんが〝社しや会かい復ふつ帰き〟したところを、これから見せてくれるのですよね？」

「はい、ここで見ていてください。これから、紗霧が一年間やってきたことの成果を、お見せしますから」

「『ここ』で……ですか？」

　京香さんがいぶかるのも当然だ。家に他人がいると、紗霧は部屋から出ることができないのだから──しかし。

　そこで俺は、階かい段だんから上に向かって、声を張はり上げる。

「紗霧！　いいぞ！　──始めてくれ！」

「正宗くん……？」

　当とう惑わくする京香さん。

　……実のところ、俺もこのあとどうなるのか、わからない。

　もちろん紗霧がなにをしようとしているのかは知っているが、果たして成功するのかどうか、無事に終われるのかどうか……わからないのだ。

　俺は、すっと指先を階上へと向ける。

「ちゃんと見ていてください……これが紗さ霧ぎりの〝社しや会かい復ふつ帰き〟です」

「──────」

　硬こう直ちよくする京きよう香かさんの前で、ゆっくりと『それ』は行われた。

　何の変へん哲てつもない玄げん関かんには、どこか厳おごそかな空気が漂ただよっている。

　とん……とん……と、短く小さな音が響ひびく。

　──紗霧、おまえのがんばりを、見せてやれっ。

　階かい段だんを下りてきたのは、紗霧だった。以前、俺を出で迎むかえてくれたのと同じように──いや、あのとき以上に、顔色を蒼あおくして、一歩、一歩、手と脚あしと肩かたを震ふるわせながら……下りて来る。

　しかも──

「……紗霧さん……その…………格かつ好こう」

　京香さんが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。『彼女が驚おどろいた理由』をあらかじめ知っていた俺も、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「…………………」

　今日の紗霧は、中学校の制せい服ふくに、身を包んでいるのだ。

　めぐみが着ているものと同じ、セーラー服。手に持つのは、真新しい通つう学がく鞄かばん。

　本来なら、毎日それを着て、学校に通って、勉強をして、友達と遊んで──紗霧は、そんな毎日を送っていたことだろう。ああ、いや、もともと不登校気味だったんだっけ？　まぁ、それでもまったく通わなかったということはないだろうし、お節せつ介かいなめぐみに助けられて、楽しい学校生活を送っていたんじゃないか。

　親父と母さんが、いまも生きていたならば。

　そして俺とも、いまとは違ちがう関係を築きずいていた……のだと思う。

　もっとちゃんとした兄妹きようだいに、なれていたかもしれない。

　そんな、あったかもしれない〝もしもの物語〟を、つい思い描えがいてしまうような──

　制服を着た、妹の姿。

「……っ」

　強い感かん傷しようが、俺を苛さいなんでいた。京香さんは、どんな顔でこの光景を見ているのだろう？　そう思っても、俺は紗霧から目を離はなすことができなかった。

「……ふっ……ふっ……は……ぁ」

　どのくらいの時が経たっただろうか……やがて紗霧は、階下へとたどり着いた。

『開かずの間』から玄関まで、たった数メートル。それだけの道程みちのりで、精せい根こん尽つき果てたように、息を荒あらげ、肩かたを上下させていた。顔色は真っ青で、風邪かぜを引いているみたいに震ふるえていた。

　紗霧は、残された力を振ふり絞しぼるようにして、二歩歩いた。

　京香さんの真正面だ。

　妹は顔を上げ、引き攣つった表情で、ぺこりと頭を下げた。

「こ……こ、こんにちわっ」

　面めん接せつ試し験けんなら一発でアウトになってしまうような、無ぶ様ざまな挨あい拶さつ。

　それでも紗さ霧ぎりにとっては一いつ生しよう懸けん命めいなのだと、俺にはわかる。

　京きよう香かさんには……どうだろう。わからない。

「……こんにちは。……驚おどろきました。紗霧さん……外に……出て来られるようになったんですね」

　その冷たい表情からは、うかがい知ることはできなかった。

「ちょ、ちょっと……だけ、なら」

　京香さんからのプレッシャーにさらされ、ハァハァ呼こ吸きゆう困こん難なんになりかけている妹に代わって、俺が解かい説せつをする。

「紗霧は、ずっとこの練習をしていたんです」

　ここ十日ばかりは、特とつ訓くんといっていい内ない容ようだった。

　他人がいると部屋の外に出られない紗霧が、俺の目の前でがんばっている姿すがたは、見ている方がつらくなるような光景だったよ。

「……短い時間ですけど……ようやくここまで、出て来られるようになりました」

「………………………………………………」

　京香さんは、しばし黙だまり込んだ。怒いかりを押おし殺しているような、厳きびしい顔で口元を引き結び、何事かを思案している様子だ。

　紗霧は、いまにも倒たおれそうだ。それを、京香さんは見つめている。

　そして……試し験けん官かんである京香さんが、口にした言葉は、

「それで？」

　だった。

「…………っ！」

　──合ごう格かくには足りません。

　──続きをどうぞ。

　そういう意味だろう。

　予想通りの展てん開かいではあるが、さすがに俺も怒りを覚える。俺たちを引き取ってくれた感かん謝しやを、一時的に忘わすれた。俺は怒りのままに口を開こうとして──

「兄さん」

　妹の声に、押おしとどめられた。

「まだ……ぜんぶ、見せてない、から」

　紗霧がいままでやってきたことを、がんばってきたことを、まだ全部、見せていない。

「あの……京香……さん。……これが……いまの……私のげんかい」

　そう、ここ──玄げん関かんまでが、いまの紗さ霧ぎりの限げん界かい。外に出ることはできない。

　京きよう香かさんは、無言でうなずく。

「……では、終わりですか？」

　予想通りの無む慈じ悲ひな言葉。

　紗霧は、胸むねに手を当て、呼こ気きを整えてから、首を横に振ふった。

「外に出るのは……むりだけど……」




「これから、学校に……行く」




　どう聞いても矛む盾じゆんしていることを言った。ぐっ、と、両手のこぶしを握にぎりしめてだ。

　当然、京香さんの頭には、巨大なクエスチョンが浮うかぶ。

「外に出るのは無理だけど……これから学校に行く？　い、いったい……？」

『氷の女王』が混こん乱らんしている様は、俺が当事者でなかったら、いい見ものだったろう。

「ま、正まさ宗むねくん！　紗霧さんの言っていることが理り解かいできません！　解かい説せつしてください！」

「いま、紗霧は、この一年でやってきたことの成果を、ぜんぶ京香さんに見せようとしているんです」

「はい、それで──紗霧さんが『学校に行く』というのならわかります。しかし……」

『外に出るのは無理だけど』がくっついた時点で、わけがわからないよな。

　そもそもいまはまだ、春休みだし。学校やってねえし。

「文字通り、これから紗霧は、この家から出ることなく、学校に行くんですよ」

　俺は、ちらりと紗霧と目配せを交わす。紗霧をその場に残し、踵きびすを返した。

「それをいまから見せます。だから京香さん、俺に付いて来てください」

「ま、正宗くん？　リビングになにがあるっていうんです……？」

　俺は、事じ態たいがまったく理解できていない京香さんを促うながして、リビングの扉とびらまで連れて行った。そうして扉を開けて、彼女を招まねき入れる。

　俺と京香さんの前で、リビングの様子がつまびらかになった。

「──これは」

「これが、紗霧が初めて登校する──中学校の教室です」

　我わが家のリビングは、がらりとその内ない装そうを変えていた。

　普ふ段だん使っている家具類は、すべて他の部屋に移い動どうさせてある。

　代わりに並ならんでいるのは、学がつ校こう机づくえと椅い子すだ。教きよう壇だんもある。

　黒板は、さすがにキャスター付きのものだ。

　そして、席に着いている生徒たち。

「…………………………」

　京きよう香かさんは、呆ぼう然ぜんとリビング──否いな、教室を見回す。位置関係を説明すると、俺と京香さんは、ちょうど教室の左後方の扉とびらから入ってきた形になる。

　そう、授じゆ業ぎよう参さん観かんで、保ほ護ご者しやたちが立つ位置だ。

「京香さんは、そこに立って、見ていてください」

「正まさ宗むねくん…………………………なんですか、これは……ふざけているの？」

　京香さんが、動どう揺ようから立ち直り、いつもの調子を取り戻もどしている。実におっかないが、紗さ霧ぎりのあの頑がん張ばりを見せられたのだから、怖こわがってはいられない。

「ふざけてなんていません」

　いたって真ま面じ目めに回答する。

　そう、めぐみが十日前に言っていたプランというのがこれだ。




　①部屋の外に出て、どこまで行けるか、ぎりぎりまでがんばる。

　②ぎりぎりのところまで行って、そこで、みんなと一いつ緒しよに授業を受ける。




　①はあまりにも紗霧に負ふ担たんのかかりすぎる正せい攻こう法ほうだし、②はいかにも茶番めいている。

　俺も最初はそう思った。けど……それでいい。

　結局のところ、簡かん単たんな方法なんてないし、できることを一いつ生しよう懸けん命めいやるしかない。

「どうか、最後まで見ていてください」

　お願いします、と、頭を下げる。

　すると京香さんは、しばし沈ちん思し黙もつ考こうしてから……ふぅと息を吐はいた。

「いいでしょう」

「ありがとうございます」

　俺は、教きよう壇だんへと移い動どうする。こほんと咳せき払ばらいをして、言った。

「では、ホームルームを始めます」




　教室を模もしたリビングにて、ホームルームが始まった。

　俺は教室を見回し、それから改めて、真正面にいる京香さんを見み据すえて言う。

「まずは、ここにいる生徒たちに、自じ己こ紹しよう介かいをしてもらいます」

「はい！　じゃああたしからっ！」

　めぐみが元気よく手を挙あげる。彼女はそのまま立ち上がって、くるりと反転、京香さんの方を向いて、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「一年一組、神じん野のめぐみです！　和泉いずみちゃんのクラスメイトです！　クラス委員をやってます！　──はじめましてっ！」

「……はじめまして」

　京きよう香かさんは、快かい活かつな挨あい拶さつに面めん喰くらいながらも、そう返す。

「この『ホームルーム』は、なにを隠かくそうあたしが考えたんですよ！　先月、和泉いずみちゃんから相談を受けまして！」

「……相談？　あの子が？　自分から……ですか？」

「はいっ、そうですよっ」

「………………………………………………………………」

　めぐみの返事を聞いた京香さんは、厳きびしい顔で黙だまり込こむ。

　見るものすべてを威い圧あつする、氷の眼まな差ざしだ。さすがのめぐみも、やや怯ひるみ気味である。

「え、えーとっ……先を続けてもいいですかっ？」

「……どうぞ」

　めぐみは、数秒間目をつむって、開く。そのときにはもう、かけらの動どう揺ようも残っていない。

「あたしと和泉ちゃんが初めて会ったのは、去年の四月でした」

　不思議なことに、彼女の声には、自然と聞き入ってしまう魅み力りよくがある。

「最初は、和泉ちゃんを学校に来させるために、この家を訪おとずれたんです。友達になって、登校してもらって、クラスのみんなとも仲良くなってもらって……そうしたらあたしも、楽しいだろうなあって……そんなふうに思ってました」

　明るく喋しやべればコミカルに、神しん妙みような語り口なら厳おごそかに……。

　場の空気というのだろうか、それを支し配はいする力があった。

「でも、おにーさんからお話を聞いて、和泉ちゃんと少しだけ電話でお話しして……これは簡かん単たんじゃないなって、思い直したんです。先生の言うとおり、軽い気持ちで首を突つっ込こんだらいけないことだぞって、思い知りました。実は、ショックだったんです。すぐに仲良くなって、週明けには一いつ緒しよに登校してみせるって、そういう自信があったので」

　ああ……確たしかに当時のめぐみは、そんな感じだったな。

「それから……色々あって……」

『色々あって』のところでうつむき、かぁぁ、と羞しゆう恥ちに頰ほおを赤らめる。




　──………………かわいい縞しまぱん。




　なにを思い出しているのか、丸わかりだったよ。

　ほんと色々あったもんな。

　ぱんつ脱ぬがされたり、ラノベを読んで勉強したり、クリスマスパーティをやったりさ。

「──いまでは、本の貸かし借りをしたり、プレゼント交こう換かんをしたり……たまに部屋に入れてもらえるようにもなりました。……ちょっとの間なら、顔を見て、お話しできるようになりました。先月なんて、悩なやみ相談までしてくれて……もうこれって、親友といってもいいと思うんですよ！」

　ぐっ、と親指を立てて片かた目めをつむるめぐみ。

「今度は、あたしの悩なやみを和泉いずみちゃんに聞いてもらうつもりです」

　笑顔で再ふたたびお辞じ儀ぎをして、めぐみは席に着いた。

「……………………………………………………」

　めぐみの話を聞き終えた京きよう香かさんは、じっと席に着いためぐみの背せを見つめている。

　それから視し線せんを俺へと移い動どうさせ、意い味み深しんに細めた。

　おそらくだが……この『ホームルーム』の意図を、察したのだろう。

　俺は、軽くうなずき、次の生徒の顔を見る。

「…………次は、私か」

　音もなく席を立ったのは、ムラマサ先せん輩ぱいだ。なんと彼女も、紗さ霧ぎりが通う中学校の制せい服ふくを着ている。めぐみがクラスメイトから借りてきたものらしいのだが。

　……よ、よく見たら、なんて破は廉れん恥ちな格かつ好こうしてやがんだ、この人……！

　胸むねのサイズが合わないせいでボタンが止まらず、シャツの第三ボタンまで全開になっている。

「ま、マサムネ君！　どこを見ている！」

「どこも見てないって！　マジでマジで！　ってか、いまはそれどころじゃないから！」

　慌あわてて否ひ定ていすると、先輩は前のめりで胸を押おさえ、

「……うぅ……くそ……神じん野のめ……わざと小さい制服を借りてきたんじゃあるまいな」

「誤ご解かいですよう！　あたしちゃんと、クラスで一番おっぱいおっきい子から借りてきましたもん！」

「くっ……」

　ある程てい度ど落ち着きを取り戻もどした先輩は、赤面したまま身体からだを反転させた。

　京香さんの方を向いて、綺き麗れいなお辞じ儀ぎをひとつ。

「せ、千せん寿じゆムラマサ……です。マサムネ君の友達……です。趣しゆ味みは、小説を書くこと……です」

　この人が敬けい語ごを使っているの、初めて聞いた。

　さすがの先輩も、状じよう況きように合わせてくれたということだろう。

「紗霧君とは……いずれ義ぎ理りの姉妹になる予定です」

　前ぜん言げん撤てつ回かい、ブレねえなこの人。

「……あなたも、紗霧さんの友達なのですか？」

　ムラマサ先輩の妄もう言げんをスルーして、京香さんが聞いた。

「正直なところ、友達といえるほど仲がいいかどうか……よくわかりません。ただ……」

「ただ？　どんな仲なのですか？」

「いつも彼女の部屋に呼よばれて、恥はずかしい服を着せられるような仲です」

「正まさ宗むねくん！　どういうことですか!?」

　チクってんじゃねーよ！　ちょっと！　先せん輩ぱい！　勘かん弁べんしてくださいよ！

「モデル！　モデルです！　この人は、俺の先輩で！　ただ色んな服を着て、モデルになってもらってるだけなので！」

　俺は必死に、エロマンガ先生の弁べん明めいをした。

「本当ですか？　……どんな絵の……モデルを？」

「わ、私が水着でツイスターゲームをしているところを……だ、大だい興こう奮ふんで描かいて……そ、その場には、マサムネ君もいたのに……っ」

「正まさ宗むねくん!?　私が留る守すにしているのをいいことに、そんなことを!?」

　俺じゃねーよ！　なんで俺が主しゆ犯はんみたいになってんの!?

　くっ……！　でも俺が主犯だと誤ご解かいされていた方が、この場合まだマシか！

　ええい！

「仕事の取材のためです！　かわいい女の子たちが水着でツイスターゲームをするシーンを、ど[image: ～][image: ～][image: ～]しても書きたかったから！　立りつ派ぱに作品に生かされています！　なにか文もん句くがありますか!?」

「やめなさいそんな仕事！　あとで家族会議ですからね！」

　──多大な犠ぎ牲せいを払はらいつつも、ムラマサ先輩の話は終わった。

　ちなみにツイスターゲームをやるシーンは、三巻かんで本当に書いた。

「……すまぬ、思ったようにいかなかった……急に練習と違ちがうこと聞かれたから……」

　先輩は、申し訳わけなさそうに席に座すわる。

　ムラマサ先輩と入れ替かわりに席を立ったのは、アルミだ。今日はいつもの髪かみ型がたに戻もどしていて、やはり紗さ霧ぎりが通うはずだった中学校の制服を着ている。

　この場にいる生徒たちの中では、彼女が一番年上なので、少々の違い和わ感かんは否めない。なんというか、日本アニメのコスプレをした外国人みたいになっている。かわいいけどね。

　制服姿のアルミは、京きよう香かさんに向き直ると。人の悪い笑顔で片かた手てを挙あげた。

「ちーっす」

「……貴方あなたは……確たしか」

「アメリアだ、キョーカちん。二年ちょっとくらいぶりだっけ？」

「……………………」

　京香さんの両りよう眼めが細められる。どうやらふたりは、知り合いらしい。

　まあ、アルミは、『紗霧の母さんの弟で子し』なのだから、『俺の親父の妹』である京香さんと接せつ点てんがあってもおかしくはない。

　つーか、親父の再さい婚こんに、京香さんはメチャクチャ干かん渉しようしていたっぽいからな。

　アルミとの接点も、そのあたりだろうと察しはつく。

「いまは、『世界で一番可愛かわいい妹』のコミカライズ作さく画が担たん当とうをやっている。だからまあ、この兄妹きようだいとは仕事のパートナーってとこだな。ってわけで、こんなもんを持って来たぜ」

　アルミが、京きよう香かさんに向かって、綺き麗れいに印刷されたカラーイラストを見せつける。

「いままで紗さ霧ぎりが描かいてきたイラストだ」

　エロマンガ先生が仕事で描いたイラストや、コミカライズに関わるにあたって描きまくった部ぶ外がい秘ひ資し料りようの類たぐい、そして生放送で描いたイラスト等々……

　これらはいずれも強力な『テストの参考資料』となるだろう。

　何故なぜなら、この場は──

　紗霧が、いままでやってきた成果を、京香さんに披ひ露ろうする場なのだから。

「……拝はい見けんしましょう」

　京香さんは、アルミから分ぶ厚あついイラストの束を受け取り、それに目を通す。

「遠えん慮りよせず、ゆっくり見ていーぜ。お堅かたいアンタ好みの絵じゃねーだろーけど、多くの人の目を楽しませてきたイラストだ。動画を配信して、視し聴ちよう者しやと一いつ緒しよに描いてきたイラストだ。今年の紗霧を評ひよう価かしようってんなら、そいつらは外せねえよ」

「…………………………」

　京香さんは、たっぷり数分ほどの時間を掛かけて、紗霧が描いたイラストを見ていった。

　中には、えっちなものもあっただろう。もしかしたら、評価を下げられてしまったかもしれない。それでも、すべてを見せるべきだと俺は思う。

　やがて京香さんは顔を上げ、イラストを丁てい寧ねいにバッグへと仕し舞まう。

「すべて、参考にします」

　アルミはうなずき、どしんと音を立てて席に座すわる。そして隣となりの席の生徒へと、ちらりとアイコンタクトを送った。出番だぜ、とばかりに。

「ようやくわたしね！」

　それに呼こ応おうして、勢いきおいよく立ち上がったのは、エルフ。彼女も自分の学校のものではなく、皆みなと同じデザインの制服を着ている。この場では、めぐみの次によく似に合あっていた。

　エルフは大きな動作でぐるりと身体からだを反転させ、京香さんを見た。

　薄うすい胸むねを誇ほこらしげに張はって、

「──我わが名は、山やま田だエルフ。紗霧とは……時には対立し……時にはともに遊び……同じ目標に向かって競きそい合う……そんな関係よ。フッ……〝隣に棲まう者ストライダー〟とでも呼よんで頂ちよう戴だい」

「お隣の山田さんですね」

「………くっ」

　冷静なツッコミが炸さく裂れつし、渋じゆう面めんを強いられるエルフ。

「そ、そうよ！　これから自じ己こ紹しよう介かいとして、このわたしの、輝かがやかしい経けい歴れきを披ひ露ろうしてあげる！」

「それは省しよう略りやくしていただいて結構です。調べましたから──山田エルフ先生」

「待って！　今日、発行部数が更こう新しんされたばかりなの！　わたしの公式サイトもできたのよ！　ほらっこれ見て頂ちよう戴だい！」

「結けつ構こうです」

「……あ、そう」

　エルフは威い勢せいをそがれたようで、しょんぼりと肩かたを落とす。「こほん！」と大きく咳せき払ばらいをして、気を取り直したように続ける。

「じゃあ、自じ己こ紹しよう介かいは省しよう略りやくして──私からは、こんな資し料りようを提てい出しゆつするわ」

　エルフが取り出したのは、クリップで留とめられた紙束である。

「紗さ霧ぎりが、担たん任にんに頼たのんで用意してもらった、学力テストだそうよ。中一の範はん囲いで、全教科ぶんあるわ。──マサムネ、渡わたしてあげて頂戴」

　はいよ、と、俺はエルフの言うとおり、京きよう香かさんのところまで『学力テスト』を持っていく。

　ここ十日ばかり、紗霧がやっていたもうひとつのこと、というのがこれだ。

　すなわち、（部屋の中で）テストを受けて、中学二年生相当の学力があると証しよう明めいすること。

　驚おどろいたのは、一週間足らずのガリ勉で、紗霧が、ぎりぎりながらも及きゆう第だい点てんを取ったことだ。

　正直、引きこもってイラストばかり描かいていたものだから、勉強なんてまるでダメだとばかり思っていた。

　実じつ際さいは、少しは勉強もしていたらしい。

　──あいつ、俺の知らないところで、色々やっていたんだなあ。

　そう感心する。

「フッ、見てのとおり、紗霧の学力は、二年生に進級してもぎりぎり問題のないレベルよ」

　自分のことのように胸むねを張はるエルフ。

　ちなみに、クリスさんの勧すすめで紗霧と一いつ緒しよに（中一の）テストを受けたエルフは、三教科で驚きの零れい点てんを取っていた。お約束を外さない女である。

「………………………………」

　京香さんは、テスト用紙の束から顔を上げ、ゆっくりと『教室』を見回した。

　彼女の冷たい瞳ひとみには、俺、エルフ、ムラマサ先せん輩ぱい、アルミ、めぐみの顔が映うつっている。

　しばしの間があった。リビングは、しん、と静まり返っている。

　席を立ったままだったエルフが、静せい寂じやくを切り裂さくように言葉を発した。

「さて、御ご覧らんのとおり。──それぞれ立場こそ違ちがうけれど、わたしたちは、紗霧に熱心に頼たのまれたからこそ、ここにいるの」

　エルフはそこで俺を見て、ぱちりと片かた目めをつむって見せる。

「総そう括かつはお願いね、マサムネ先生？」

『小説家の先生』という意味だけでなく、『教きよう師し』の意味もふくむダブルミーニングだろう。

　ちょっぴり恥はずかしい後あと押おしを受けた俺は、京香さんのすぐそばで、彼女と向き合う。

「京香さん、紗霧はこの一年間、部屋の中に閉とじこもっていたばかりじゃないんです。会ってお喋しやべりできるくらいに心を開いた友達を、四人作りました。気軽にぱんつを脱ぬがしても許ゆるされるくらい、親しい仲の友達です」

「し、親友でも二回目のぱんつ脱がしは許しませんよ！」

「わ、私も、水着でツイスターをやらされた件けんとか、別に許してないからなっ」

　めぐみ＆先せん輩ぱい、いまは黙だまってて！

　そう、この四人が、紗さ霧ぎりのいまの友達だ。

　直ちよく接せつ顔を合わせなくてもいいという条件なら、もう二、三人増ふえるけれども。

　いまは、この場にいる四人で、全部。

　四人の友達を作る。

　それは、決して多いとはいえない数かもしれない。

　それでも、ムチャクチャすごいことだと思う。俺の妹に限かぎった話ではなくだ。

　たとえばこの俺だって、こんなめんどうなことに付き合ってくれるくらいに親しい友達を、一年間で四人ずつ作れているかというと、そんなわけはないのだから。

　異い論ろんはあろうが、少なくとも俺にとっては、友達というのは、そのくらいには貴き重ちようで、大切なものだ。

「学校の勉強にだって、ぎりぎりですけど……ちゃんと付いていけています！」

　俺は必死に訴うつたえる。

「部屋の外にだって、少しの間なら、出て来られるようになりました！」

　そして、

「見てのとおり、友達だってできました。……以前の紗霧と比くらべれば、じゅうぶんに〝社しや会かい復ふつ帰き〟したといえるはずです──違ちがいますか!?」

「ああ、なるほど。つまり、この茶ちや番ばん劇げきは、すべて紗霧さんのプレゼンテーションだった、ということなのですね」

　京香さんは、いたって冷静だった。

　すでに察していたことを、そのまま口にした、という感じ。

　彼女は、あきれたように息を吐はく。

「フゥ……なんと言うべきか、感想に困こまりますが……無む駄だなことをしたものですね」

「！」

　一いつ瞬しゆん、聞き間違いかと思った。

　似にたようなことを言われるかもしれないとは覚かく悟ごしていたが、ここまでひどい台詞せりふをぶつけられるとは。あまりにも無情すぎる。

　こちらの感情を込めた言葉が、まるで届とどいていない。

　最悪の状じよう況きようだった。

「……………………今度こそ、終わりですか？」

　……本当は、わかってる。これは紗さ霧ぎりのテストなんだ。どんなに俺が必死に妹のアピールをしても、最後はあいつ自身がやらなくちゃいけないって。

　俺は教きよう壇だんへと戻もどり……やむなく一度も成功したことのない、最さい終しゆう手しゆ段だんを取る。

「では、ここで……今日はじめて登校する生徒を紹しよう介かいします」

　リビングの外に向かって、そう合図を送る。

　すると、扉とびらが開き……制せい服ふく姿すがたの紗霧が現あらわれた。

　瞬しゆん間かん、京きよう香かさんの眉まゆが厳はげしくひそめられる。

「………………」

　妹は、リビングの入口に立ち、中に入ろうとするも……

　なかなか、その一歩が踏ふみ出せずにいる。

「……ぅ……ぅ……」

　妹は、手と膝ひざを震ふるわせ、いまにも涙なみだがこぼれそうなくらい目を潤うるませている。

　──苦しいし、怖こわいんだろう。

　昨日のリハーサルでも……途と中ちゆうで倒たおれてしまったしな。

　結局、十日ばかりの特とつ訓くんでは、紗霧が外に出ることはできなかったし。

　こうしてみんなの前に出ると、まともに動けなくなってしまう。

　昨日までの練習で、紗霧がこの『ホームルーム』を最後までやり遂とげられたことは、まだ一度もないのだ。

　それでも、今日の本番を、止めることはできなかった。

　紗霧が自分で、がんばると言ったからだ。

　──がんばれっ、紗霧！

　俺は、願いを込めて妹を見つめる。

　顔を上げた紗霧と、目が合った。

「……っ……」

　妹は、下した唇くちびるを強く嚙かみ、ほとんど半べそで、歩き出した。

　この時点で、練習での最高記録を上回っていた。

「…………っ……ぁ……ぅぅ……」

　紗霧は、自分が泣き出すのを必死で我が慢まんしながら、歩いていく。

　見ているこっちが、ハラハラして死んでしまいそうだった。

「……はぁ……はぁ」

　なんとか教壇までたどり着いた紗霧は、苦しそうに息を荒あらげている。

　落ち着くまで待つことはできない。時間が経たてば経つだけ、妹の苦く痛つうを長引かせることになる。俺は平静を装よそおって、『ホームルーム』を進行する。

「では、最後になりましたが……ここで、みなさんのクラスメイトである和泉いずみ紗霧さんから、初登校の挨あい拶さつがあります」

　ぽん、と、妹の肩かたを叩たたいた。

　エルフも、アルミも、めぐみも、ムラマサ先せん輩ぱいも。

　そして、京きよう香かさんも。

　皆みなが、紗さ霧ぎりの言葉を待っていた。
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　紗霧の顔は、湯ゆ上あがりみたいに真っ赤っかだ。依い然ぜんとして、はぁはぁと息を荒あらげている。

「あ……そ、その………………えっと………………」

　今度は、皆の前に出た緊きん張ちようのあまり、かちこちになっている。いわゆる頭の中が真っ白になっている状じよう態たいというやつだ。ただでさえ『開かずの間』の外は、妹にとって猛もう毒どくの中を泳およいでいるようなものだし、いつオーバーヒートしてぶっ倒たおれてもおかしくない。

　ひとつだけ救いだったのは、誰だれ一人ひとり紗霧を茶ちや化かすようなことを言わなかったことだ。

　お喋しやべりなエルフでさえ、一言も喋らず、じっと根気よく友人の挨拶を待っている。穏おだやかで優やさしい空気が『教室』に満ちていた。

　やがて、たっぷり数分ほども経ってから、ようやく紗霧が、意味のある言葉を発した。

「……み、みんな、ありがとう」

　己おのれの中に渦うず巻まく混こん沌とんとした想いを、そのまま口にしたらそうなったとばかりの、きわめてシンプルな言葉だった。それから彼女はこう続けた。

「……私……ずっと……学校……行ってなくて。部屋の外にも……出られなくて……兄さんに……たくさん迷めい惑わくかけて……もう二年間も……経っててっ」

　きつく握にぎった手を胸むねに押おし当て、何度もつっかえながら、言う。

「なのに、兄さんは……それでもいいって……言ってくれて……むりやり行かせても意味ないって……学校に行ってなくても……部屋から出て来なくても……じ、自じ慢まんの妹だって……」

　わずかにうつむき、呼こ気きを荒げたまま、俺との思い出を語る紗霧。

　ん？　あれ？　なんで紗霧がそれ──めぐみとのやり取りを知っている!?

　──おい、めぐみ！　バラしやがったな！　約束を破ったら、えっちなおしおきをしてもいいんだろ！　ほんとにやってやろうか！

　俺の怒いかりのアイコンタクトに、めぐみはイヤイヤと片かた手てを振ふって、

　──誤ご解かいです誤解です～っ！　約束どおり、誰にも言ってませんよう！

　じゃ、じゃあなんで紗霧が、こんな台詞せりふを……！

　──うああ、恥はずかしいっ！　マジかよ……！　むちゃくちゃ照れくさいんだけど！

　俺は自分の本心が、紗霧に筒つつ抜ぬけだったことに、内心で激はげしくもだえる。

　そこで、

「すごく、嬉うれしかった」

　紗さ霧ぎりの声で、現げん実じつに引き戻もどされた。

　妹の瞳ひとみから、涙なみだがあふれ出す。

「すごく……すごく……嬉うれしかったの……っ」

　顔は真っ赤で、はぁはぁ息も絶たえ絶だえで……涙をポロポロとこぼしている。

「あ、あの頃ころ……わ、私……どうしていいかわからなくてっ……色んなものが怖こわくってっ……なにをしても無む駄だな気がして……も、もうどうでもいいやって……ずっと、好きなことだけをやってた」

　動画配信をして、イラストを描かいて、引きこもっていた──

「楽しかったけど……和泉いずみ紗霧は……どこにもいなかった。だ、誰だれも、見てくれなかった」

　──謎なぞのイラストレーター・エロマンガ先生として。

「……さみしかった」

　ひっく、ひっく、としゃくりあげる。

「でも……私に……兄さんは、今回も、また、新しい夢ゆめをくれたの。私を……見て……一いつ緒しよに……やろうぜ……って」

　そこで紗霧は、じっ……と、俺の目を覗のぞき込こんでくる。

　まったく予想していない展てん開かいだった。予定では、紗霧の台詞せりふは、もっとずっと短いもので、こんなことを言い出すとは思っていなくて──混こん乱らんしていた。

　けれど、聞き逃のがすわけにはいかない。必死に紗霧が打ち明けようとしているのは、とても大切なことだと思うから。

「そ、それで……それでね？」

　りんご色の頰ほおに真っ白な手を当てて、紗霧は、きつく目をつむる。

　そして、えいやとばかりに──




「兄さんは……私のこと好きだって」




「お、おい！」

　なにいきなりみんなの前で暴ばく露ろしてんの!?

「初めて会ったときに、一ひと目め惚ぼれしたんだって……伝えてくれた」

「おいぃ!?」

　ボツ原げん稿こうでな！　あくまで小説を通してな！

　ちょっと！　紗霧！　その言い方だと俺が直ちよく接せつ口頭で言ったみたいじゃん！

　いや！　実じつ質しつ違ちがいはないのかもだけど！　第三者に与あたえる印象はぜんぜん違うだろ！

　不ふ慮りよの事じ故こで告白しちゃったのと、自みずから妹に真顔で告白したのとじゃあさ！

「────────」

　ああ！　ホラ！　エルフや先せん輩ぱいはともかく、アルミめぐみ京きよう香かさんの三人が、『こいつマジかよ……』みたいな冷たい目で、俺を見ている……っ!?

　なんなの!?　『初登校の挨あい拶さつ』って体ていじゃなかったのかよ！

　兄の心をこんなにもかき乱みだして、なにがしたいんだこの妹は──!?

　俺は半泣きで紗さ霧ぎりを見る。

　妹は、ぎゅ、と膝ひざの上でこぶしを握にぎりしめ……




「……私も、好き」




　涙なみだと一いつ緒しよにぽつりとこぼれた、消え入りそうな呟つぶやきは、

　ぐちゃぐちゃになった頭の中を、真っ白にするだけの破は壊かい力りよくがあった。

「な、な、な──」




「──私も好きっ！　大好きっ！　兄さんが私のことを好きなのに負けないくらいっ！　私も好きなのっ！」




　両こぶしをきつく握りしめ、挑いどむように前のめりになって、

　紗霧は、泣きながら俺に告白した。
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　言われた俺も、言った紗霧も、これ以上ないくらいに真っ赤になった。

「だから、私も、兄さんと一緒にがんばろうって……！　がんばりたいって……思ったのっ！これからも兄さんと一緒にいたいって京香叔母おばさんに言ったのっ！」





　──だって……私も…………一緒が……よかったから。






　これはきっと、あのとき聞きそびれた台詞せりふ。

　紗霧は恥はずかしく苦しくて死にそうな表情のまま、京香さんに、真っ直ぐ向き直る。

「……いまはむりだけど……いまはこれが限げん界かいだけどっ……いつか、ぜったいにっ！」

　そうして紗霧は宣せん言げんした。

「私は、部屋の外に出る！　学校に行く！　ふたりの夢ゆめを叶かなえるためにっ！」

　いままでのあいつなら、言うはずのない台詞を。

「そして……そして……」

　あとに続く言葉は、かすれるように小さくなり、誰だれの耳にも届とどかない。

　唇くちびるだけが、

　──『私の夢ゆめ』を叶かなえたい。

　そう動いていた。

「お願い……しますっ！　もう少しだけ……待ってくださいっ！」

　これで本当に、『ホームルーム』はおしまい。

　紗さ霧ぎりがいままでやってきたことのすべてを出し尽つくした。

　これでダメなら、もうどうしようもない。

「……………………………………」

　俺たちは、京きよう香かさんの返事を待った。

　十秒が一時間に感じられるほどの、重苦しい沈ちん黙もく。

『氷の女王』の表情は変わらない。依い然ぜんとして、厳きびしく眉まゆをひそめ、こぶしを強く握にぎりしめ……紗霧をにらみつけている。

「……人の話を聞かない兄妹きようだいですね。無む駄だなことだと言ったでしょう」

「────」

　絶ぜつ望ぼうが俺の胸むねを満たしていく。それを見た京香さんは、「ふん」と鼻を鳴らす。

「なんですかその顔は……やめてくれません？　甥おいを苛いじめて楽しむ趣しゆ味みはないので」

　京香さんは、地獄の鬼おにのような圧あつ力りよくを放ったまま、言葉をさまよわせているように、指を数度振ふった。

「フゥ……先ほど言いそびれたことを改めて言いますから、ふたりとも、よく聞きなさい。……この〝テスト〟の合ごう否ひの基き準じゆんは、『紗霧さんが、一歩でも部屋の外に出て、私と会話をすること』です」

「……は？」

「それができれば、紗霧さんの〝テスト〟は合ごう格かくとするつもりでした」

「……つ、つまり？」

　こんな茶ちや番ばん劇げきなど、すべて無駄だというあの台詞は。

　この程てい度どでは不合格だという意味ではなく──




「もちろん合格です。玄げん関かんで、紗霧さんの頑がん張ばりを見せてもらった時点でね」




　──やるまでもなく合格、という意味……？

「なんとも青あお臭くさい茶番劇でした。子供らしくて、たいへんよろしい。やはり若者は、こうでなくては」

　京香さんは、無表情のまま、うんうんとうなずいている。

「とはいえ……少々やりすぎです」

　くわっと眼がん光こうを鋭するどくし、俺たちに向けて喝かつ破ぱする。

「貴方あなたたち、誰だれがここまで紗さ霧ぎりさんに負ふ担たんをかけろと言いましたか！」

「だっ……」

　誰がって！　なに怒おこってんだこの人!?

「きょ、京きよう香かさんが！」

「私が？　いつ、そんなことを？」

「『それで』？　とか、『終わりですか？』とかっ……鬼おにのような台詞せりふを！」

「それは、『合ごう格かくです』と言う前まえ振ふりでしょう？」

　ちょ、噓うそぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？

　さっき玄げん関かんでは、明らかに『絶ぜつ対たいに不合格にしてやるから覚かく悟ごしろよカスども！』的な雰ふん囲い気きバリバリだったじゃないか！　性せい格かく悪い系のラスボスみたいな言い回しでさあ！

「なにか大きな誤ご解かいをしているようですが……『例の件けん』について、私が何も感じていないとでも思ったのですか？」

　まさしく最さい終しゆう形けい態たいに変身した直後のラスボスのごとく、京香さんが放つ重苦しい圧あつ力りよくは強まっていく。渦うず巻まく闇やみ色いろの竜たつ巻まきが見えるかのようだ。

「あれから……己おのれの失敗をいっさい顧かえりみず、反はん省せいもせず、医者の警けい告こくも、貴方たち兄妹きようだいの意見も聞かず、勝手な判はん断だんで、紗霧さんに大きな負担を課かすと────そんな血も涙なみだもない鬼のような保ほ護ご者しやだと、まさか私のことをそんなふうに思っていたとでもいうのですか？」

　はい。

　思っていました。

　さすがに言葉に出せるほどの勇気はないが……俺の態度で、すべて伝わってしまったらしい。

「──────」

　ギシッッ！　という物もの凄すごい歯ぎしりが聞こえた。

　め、めちゃくちゃ怖こえぇぇぇええぇぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！

　これほどまでの恐きよう怖ふを覚えたのは、生まれて初めてかもしれない。

　おしっこ漏もれそうだった。

「よお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]くわかりました！　貴方が私をどう思っているかはね！　……………………正まさ宗むねくんなんか、大嫌いですっ！」

　グスッ、と涙目で鼻を鳴らす京香さん。

　……これ、俺が悪いのか？　そもそも本当に京香さんは、俺たち兄妹を目の敵かたきにしている邪じや悪あくの化け身しんじゃないのか？　いまだに目の前の光景が信じられない。

　これじゃまるで────本当に、子供思いの優やさしいお姉さん、みたいじゃないか。

「いえ、ごめんなさい。私も……悪いですね。勘かん違ちがいされやすいって、自覚していないわけじゃないんです……」

　しょんぼりとべそをかいていた京香さんは、そでで涙をぬぐい。

　すぅ、はぁ、と呼こ気きを整える。

「こほん。で、では………………改めて」

　そして、ぽかんとしている紗さ霧ぎりに向き直り、指で頰ほおの筋きん肉にくをむりやり持ち上げて、

　ひくひくっと、奇き妙みような引き攣つり笑いを浮うかべる。




「……紗霧さん、よく、がんばりましたね」




　へたくそな笑顔だった。

　それを見て、俺はようやく……心から安心した。

　きっと紗霧も同じだったのだろう。

「………………ふぁ……」

　へたりとその場にしゃがみこんで、ぐったりとしてしまった。

　死力を尽つくし、涙なみだと鼻水でぐちゃぐちゃになったその顔には、満足そうな笑みが浮かんでいた。

[image: ]







※３　スーパーダッシュ文庫『パパのいうことを聞きなさい！』の略称。『おいたん』とは、主人公『瀬川祐太』のこと。




（※本文に戻るには注釈の数字をタップしてください）







[image: エピローグ]








　──そんなに怖こわがってやるなよ、正まさ宗むね。あのお姉ちゃんは、いっつも怒おこっているみたいに見えるけど、実は怒っていないときもまれにあるんだぞ。

　──えぇ………………じゃあ……さっき、お父さんに怒ど鳴なってたのは？

　──あれは本当に怒っていたな。

　──や、やっぱり怖い人だ！

　──ハハハハ！






　いつか、親父とそんなやり取りをしたのを思い出した。







　紗さ霧ぎりがテストに合ごう格かくしてから一週間ほどが経けい過かした。

　春休みはすでに終わり、中学校も高校も、一学期が始まっている。

　妹と出で逢あってから、三度目の春。

　そんなある日の放課後。

「なあ、エルフ。……どう思う？」

「突とつ然ぜんなによ」

　俺は、和泉いずみ家のリビングで、エルフにとある相そう談だんをしていた。

「京きよう香かさんのことだよ。本当にあの人は……『俺たち兄妹きようだいの敵てき』じゃなかったのかな……」

　俺たちの事情をよく把は握あくしていて、卓たく越えつした洞どう察さつ力りよくを持つ彼女なら、答えられるかもしれないと思ったのだ。

「いまいち納なつ得とくいってないって顔ね」

「そりゃな。以前、紗霧を部屋から無理やり引きずり出そうとした人だし、そのあとも、俺たちを引き離はなそうとしていたんだ」

〝定期テスト〟に合格できなければ、京香さん主しゆ導どうのもと、紗霧の引きこもりに対たい応おうする。

　兄妹別々に暮くらしてもらう。

　そういう約束になっていた。

「だから俺は、ずっとあの人を敵てき視ししていたし、なんとか紗霧を守らなきゃって……必死になってたんだ。なのに……」

　京香さんが設せつ定ていした紗霧の〝定期テスト〟の合ごう否ひ基き準じゆんは、俺たちが想定していたよりも、ずっと現げん実じつ的なものだった。少なくとも、無理やり引きずり出してやろうという悪意はなかった。

　──正宗くんなんか、大だい嫌きらいですっ！

　──紗霧さん、よく、がんばりましたね。

　俺の中で、『氷の女王』のイメージが、ガラガラと音を立てて崩くずれていっている。

「もう、わからなくなっちゃってさ。頭ん中、ごちゃごちゃだよ」

　俺の話を聞いたエルフは、しばしあごに手を添そえて思案していたが、

「わたしの推すい察さつを話す前に、改めて確かく認にんしておきたいコトがあるんだけど」

　やがて、そう言った。

「あの人が、あんたたち兄妹きようだいを引き取ってくれた理由って、なに？」

「……わからない」

「あんたが、いま、妹と二人暮ぐらしをできている理由は、なに？」

「俺が、京きよう香かさんに頼たのみ込んだんだよ。紗さ霧ぎりの引きこもりは、俺がなんとかするから、一いつ緒しよに暮らさせてくださいって。家族だから──一緒に暮らしたいんですってさ」

「あんたが、あの人を嫌きらいな理由は？」

「紗霧を無理やり部屋から引きずり出したからだ。俺と妹を引き離はなそうとしていたからだ」

「そーよね。……あの人が、紗霧への抜ぬき打ちテストを、四月まで待ってくれた理由は？」

「前に言わなかったか？　俺がそう頼んだからだよ」

「……あんたたち兄妹が未成年なのに、出しゆつ版ぱん社しやと仕事をすることができているのは？」

「京香さんが、保ほ護ご者しやとして、俺たちの身元を保ほ証しようしてくれているからだ。あの人の考えが変わったら俺たちは仕事ができなくなる」

「………むむむ」

　エルフは、難むずかしい顔で眉まゆをひそめている。

「なに？」

「いや……例のごとくあんたが鈍にぶいだけかなーとも思ったんだけど……どうもそれだけじゃないわねコレ。あんたが勘かん違ちがいするのも無理ないっていうか──あの人自身が、かなり難なん解かいな性せい格かくしてるんだわ」

「俺にわかるように言ってくれるか？」

「あんたの大好きな妹ヒロインの型でたとえるなら、すべての台詞せりふが暗号になってて本心が迷めい彩さいされてる超ちよう絶ぜつ面めん倒どうくさいタイプの妹」

　なぜ妹でたとえた。いったい俺はエルフにどう思われているんだ。

「ようするに、暗号を解とく材料が揃そろわないと、本心はわからないってことよ。なんとなく、でっかい隠かくし事がありそうな印象は受けたけれどね」

「……そっか」

「あの人のことをちゃんとわかってあげられる人がいるとするなら、わたしじゃなくて──付き合いの長いあんたよ、きっと」

　鋭するどいエルフにさえ、京香さんの心を読み解くことは叶かなわないらしい。

「ああ……たった一人の、血のつながった肉親なんだもんな。……これから、ちゃんと向き合ってみるよ」

　俺は、ふぅ[image: ～][image: ～]、と長く息を吐はいて。

　隣となりに向けて、唐とう突とつに言った。

「エルフ」

「ん？」

「進級おめでとう」

「あんたもね」




　ちゃんと向き合ってみる──そう決心した俺が、京きよう香かさんと再さい会かいしたのは、それからほどなくのことだった。

『正まさ宗むねくん、話がありますので、近くの喫きつ茶さ店てんまできてくれますか』

　本人から電話があって、そう言われたのだが。

「京香さん、そういうことなら、家で話しませんか」

『……私がいると、紗さ霧ぎりさんへの負ふ担たんになります』

　相変わらずの冷れい酷こくな声。心しん臓ぞうが凍こおり付くような感かん触しよく。


　──そんなに怖こわがってやるなよ、正宗。



　わかってるさ……ちゃんと向き合うって、決めたもんな。

「ときどきなら……大だい丈じよう夫ぶですよ。紗霧だって、そう言っています」

『……紗霧さんが、そんなことを？』

「はい。『まだ直ちよく接せつ顔を会わせるのは怖いけど』って。『家族なのに、一いつ緒しよに暮くらせなくてごめんなさい』とも言っていました」

『………………………………そうですか。本当に変わりましたね、あの子は』

　京香さんは、それからすぐに、家にやってきた。どうやら、待ち合わせ場所にするはずだった喫茶店から、電話をかけていたらしい。

「お帰りなさい、京香さん」

「……ただいま帰りました」

　まるで家族のように、俺は京香さんを出で迎むかえる。

　これまで俺は、この人のことを家族だと思っちゃいなかった。

　感かん謝しやこそしていたけれど、俺たち兄妹を引き離す『敵てき』として捉とらえていた。

　正直なところ、いまもその認にん識しきを引き摺ずっている。

　俺の『癖くせ』が、悪い方向に出てしまっている。妹のことになると、すぐに敵認定するって──誰だれかさんにも忠ちゆう告こくされたのにな。

　俺と京香さんは、リビングで向き合って座すわる。飲み物を用意する暇いとまもなく、京香さんから切り出した。

「正宗くん、私に聞きたいことがあるのではありませんか？」

　どうやら、京香さんの話したいことというのは、それらしい。

　確たしかに、いい機会かもしれない。京きよう香かさんのことを家族と思えるようになるためには、もっと彼女のことを知らなくてはいけない。

　俺は、ごくりと唾つばを飲み込こみ、こう返事をした。

「……ふたつあります」

「どうぞ。私に答えられることであれば、答えましょう」

　氷のような眼まな差ざしと、真っ向から対たい峙じする。

「聞きたいことのひとつめは、京香さんが、俺たち兄妹きようだいを引き取ってくれた理由です」

　京香さんが、わずかに目を見開いた。俺はそれをよく観察しながら続ける。

「まだ──聞いていませんでしたよね。差し支つかえなければ、教えてください」

「……………………」

　京香さんは、例のごとく、厳きびしい表情で俺をにらみつける。

　彼女の答えを待たず、俺はさらに口を動かした。

「……京香叔母おばさんは、ずっと、俺のことが嫌きらいなんだと思っていました。お袋ふくろと──いつも喧けん嘩かしていましたよね？　傍はたから見ても、すごく仲が悪かった。……だから、その息子である俺のことも憎にくんでいるんだろうって」

「！」

「なのに、どうして俺たちを引き取ってくれたんだろうって、不思議だったんです」

「…………嫌いな子を……引き取ったりは、しません」

　哀かなしそうな台詞せりふなのに、申し訳わけないがその表情は、

『なんで引き取ったかって……？　それはおまえをこの手で殺すためじゃ！』

　こうにしか見えない。

「正まさ宗むねくん。確かに私の、貴方あなたの母親への想いは、複ふく雑ざつなものがあります。嫌いだったんだろうと問われたら、大嫌いですと答えるしかない。けれど、貴方のことは………………………………嫌いじゃありません。その……子供なのに、偉えらいな、と。昔から、思ってて……」

　人を褒ほめる段だんになって、いきなり声が小さくなる。

「背せ伸のびしてばかりで辛つらそうだって……そばに……お母かあ……甘あまえられる大人がいないなんてよくないって……えと、だから……」

　[image: 叱]しかるときはあんなに饒じよう舌ぜつなのに。不思議な人だった。

「誤ご解かいです」

　依い然ぜんとして怖こわい顔のままなのに、どことなく、しょげているように聞こえた。

「つまり、京香さんは……俺の境きよう遇ぐうに同情して、引き取ってくれた？」

「断だんじて違ちがいます」

　勘かん違ちがいの余よ地ちを残すものかとばかりの、力強い断言だった。

「じゃあ、なぜ？」

「………………………………」

　俺と京きよう香かさんは、ローテーブルを挟はさんで見つめ合う。

　沈ちん黙もくの時間が続く間、彼女は真しん剣けんな顔で思案していた。やがてゆっくりと口を開き、

「回答を拒きよ否ひします」

「言えないってことですか？」

「はい」

「その理由は？」

「私にとって不ふ利り益えきがあるからです。ただ……」

「ただ？」

「私は、貴方あなたに幸福であって欲ほしい。噓うそ偽いつわりなく、そう思っています」

「…………わかりました」

　大人ってこういうとき、適てき当とうな理由をでっち上げて回答したりするもんなんだけどな。

『不利益があるので、回答を拒否する』だってさ。

　もしかしたらこの人は、俺が思っているよりもずっと、バカ正直な人なのかもしれない。

　バカみたいに真っ直ぐで、コンピューターみたいに融ゆう通ずうが利きかなくて、

　俺たち兄妹きようだいの保ほ護ご者しやであり、監かん視し者しや。

「聞きたいことのふたつめは、妹についてです。──京香さんは、紗さ霧ぎりのことを、どう思っているんです？」

　そこがハッキリしないと、俺はこの人を信用できない。つい先日までは、俺と同じように、紗霧のことも嫌きらっているものとばかり思っていたのだけれど。

　本当に誤ご解かいだったのだろうか？　確たしかめなくてはならない。見極めなくてはならない。

　京香さんは、きわめて感情の読み取りにくい無表情で回答する。

「いい子だと思っていますよ。いまはね」

「以前は違ちがった、ということですか？」

「そもそも……あの子のことを、よく知りませんでした」

　そりゃそうか。引き取った当時、二年前の時点では、好きも嫌いもあるわけないわな。

　ほとんど面めん識しきもなかっただろうし。

　ただ、と、京香さんは続ける。

「……例の事じ件けんのあと、彼女が本ほん格かく的てきに引きこもってしまった当時は、貴方たち兄妹が一いつ緒しよに暮くらすのは、よくないことだと思っていました。私が家にいられない以上、正まさ宗むねくんに大きな負ふ担たんがかかることが、目に見えていたからです。学校に行って、仕事をして、誰だれとも会おうとしない引きこもりになった妹の面めん倒どうを見て──心の傷きずも癒いえぬうちに。……父親と二人で暮らしていたときよりも、さらに悪い。そんな状じよう況きようは、保護者として、とても看かん過かできるものではありませんでした」




　──貴方あなたは、幸福でなければならないのですから。




　強く念を押おすように、京きよう香かさんは言った。

　じっと俺の目を見て、問う。

「いま、貴方は幸せですか？」

　俺は、すぐに笑って答えた。

「はい、とても幸せです。大切な妹がいて、面おも白しろい仕事があって、目指す夢ゆめがあるんです」

「なら、よろしい。私が抱いだいていた懸け念ねんは、まるで見けん当とう違ちがいだったようです」

　京香さんの表情は変わらなかった。氷のような眼まな差ざしも変わらなかった。

　彼女が笑わない理由は、なんとなくわかる。俺の親父にガミガミやっていた頃ころの京香さんと、いまの彼女とを比くらべてみると、明らかに違う点があるからだ。





　──だ、誰だれが私の誕たん生じよう日びなんて、祝ってくれと言いましたか！

　──も、もぅっ……！　兄さんは、いつもいつも、そうやって！　いきなり私を……！　知りません！　笑ってません！　顔を見ないでくださいっ！　兄さんなんて、大だい嫌きらいですっ！






　二年前から……妹は部屋から出られなくなり、俺は一人で家にいることができなくなった。

　親父と母さんがいなくなって、俺たち兄妹きようだいは、取り返しのつかない傷きずを負った。

　けれど、俺たち兄妹だけじゃなく。

　笑えなくなった妹が、もうひとりいた。

　……そういうことなのだろう。

「ようやくわかりました。貴方たち兄妹は、二人一いつ緒しよにいるのが、一番幸せなのですね──」

　怒おこっているようにしか見えない『氷の女王』は、きっといま、笑っている。

　そう思うことにした。

「──けれど正まさ宗むねくん、二人暮らしが良いことかどうかは、また別の話です」

「えっ？」

「紗さ霧ぎりさんの話を聞いて、貴方の作品を読んで……このまま貴方たちを二人きりで暮らさせておくのは、非ひ常じように危あやういのではないか、と感じています」

「えっ？　えっ？」

「これからは、より厳きびしく、貴方たち兄妹を〝監かん視し〟していくことにしましょう。……なんですか、その顔は？　ときどきなら、私が帰って来ても、紗霧さんの負ふ担たんにはならないのでしょう？」

「そ、そうですけど……」

「なら、問題はありませんね」

「ぐ……」

　せ、せっかく紗さ霧ぎりが俺のことを『好き』って言ってくれたのに……！

　完全に邪じや魔まするつもりじゃないか、この人！

「それでは、そろそろ失礼します」

　話は終わりですとばかりに、京きよう香かさんは立ち上がった。

　去り際ぎわに振ふり返って、視し線せんの氷柱を、俺の心しん臓ぞうに突つき立てる。

「いいですか、正まさ宗むねくん。私は貴方あなたに期待しません。……夢ゆめも、仕事も、なにもかも、がんばれなんて言いません。貴方の幸せにつながらないと思ったなら、いつでも諦あきらめていいんです。この私が許きよ可かします。ギブアップしたくなったなら、いつでも言いなさい」




「──そのときは、全力で甘あまやかしてあげましょう」




　ドキリと高鳴る心臓から、するりと氷柱を引き抜ぬいて、京香さんは去って行った。







　草くさ薙なぎ先輩がうちにやってきたのは、そのすぐあとだ。

　わざわざ事前に、京香さんがいないことを電話確かく認にんしてからの来らい訪ほうであった。

　よっぽど初対面でおそろしい思いをしたらしい。

　まあ、この人と京香さんとを会わせると、ラノベ作家のイメージ悪化の原げん因いんとなるので、俺としても好都合な配はい慮りよではある。

　で──イメージ悪いラノベ作家筆頭であるこの人が、なんでうちに来たのかというと。

「和泉いずみ、この前は、ごめんな」

　わざわざ俺に謝あやまりに来たらしい。

　カーペットのクリーニング代と、お菓か子しを持ってだ。

　ゲロ吐はいたのは、この人じゃないのに……やっぱ、妙みようにお人好しなところあるよなあ。

「や、別に、もういいですよ」

「そか。あの日、家に逃にげ帰って、落ち着いたらさ──おまえんちでやらかした所業を思い出して、なんかすげー落ち込んじゃってさ。ずーっと喉のどに小こ骨ぼねがひっかかったみたいな気分で鬱うつ々うつとしてて……そう言ってもらえると気が楽になるよ」

　神しん経けい質しつかつ小心者でもある。

　アニメ化が決まって調子こいていたが──どっちかというと、こっちが草薙先輩の素すなのだ。

　草薙先輩は、今日も、クラウドのコスプレみたいな格かつ好こうでキメている。黒のノースリーブに、シルバーアクセを合わせた黒くろ尽づくめファッションだ。

「お詫わびのしるしに、都みやこまんじゅう買ってきた。おまえ、これ、好きだったよな？」

　これが世界で一番美味おいしいお菓子だぜと言われても、特に反はん論ろんしないくらいには好き。

「たったいま、シドーくんがうちでゲロ吐はいた件けんは、完全に許ゆるしました。京きよう香かさんに、ラノベ作家の悪印象を植え付けまくってくれた恨うらみもです」

「そりゃあよかったな。……はぁ、さて、和泉いずみにこころよく許してもらったところで……オレの暗ぁい近きん況きよう話を聞いてくれる？」

「玄げん関かんで立ち話でもよければ」

「……家には入れてくれないの？」

「絶ぜつ対たい長くなるから嫌いやです。──てか、まだ落ち込んでるんですか？」

「そんな簡かん単たんに立ち直るわけねーだろ？　人間辛つらいことがあったらさあ、ずーっと落ち込みっぱなしなんだよ。頭ん中で、何度も何度もキツいシーンの上じよう映えい会かいだよ。酒飲んでも仕事しても忘わすれらんねー。凹へこんだヤツがすぱっと完全回かい復ふくすんのって、ラノベじゃ美味しいシチュだけど、リアル人生じゃありえんわ。創そう作さくはマジでドリーム。だから面おも白しろいんだよクソが」

　ほら見ろ、軽けい快かいにくだを巻まき始めた。

　まあ、言っていることには、とても同意できる。

　辛いことからは、なかなか立ち直ることはできない。

　立ち直ったように見えても、完全に元通りにはならない。

　痣あざなり傷きず痕あとなりが痛いた々いたしく残るし、それらは歳さい月げつとともに増ふえ、積み重なっていくのだろう。

　ときには、笑えなくなったり、一人で留る守す番ばんができなくなったり、引きこもりになったり……不具合を起こすこともあるだろう。

　別に俺たちに限かぎった話ではない。

　それが人生だとか、そこまで諦てい観かんしたことを言うつもりはないけれど、みんな誰だれもがそれなりに、怪け我がをして、痣を作って、取り返しのつかない人生を、だましだまし生きている。

　だから、きっと、本を読むんだ。

　夢ゆめと希望の詰つまった物語を。あるいは現実を越こえる絶ぜつ望ぼうの物語を。

「いやあ、草くさ薙なぎ先せん輩ぱい、ようやく平へい常じよう運転に戻もどりましたね」

「まったくだ。アニメ化が決まった頃ころのオレは、本当にどうかしていた。当時の調子こいた発言を色々なかったことにしたい」

　本来の草薙先輩は、エルフとは似にても似つかない、どちらかというとネガティブ系けいの人なのである。

「この前発売されたアニメ版ばん『ぴゅあらぶ。』vol.3の温泉シーンでさあ、ＢＤでは湯気がなくなったんだよ」

「はあ、アニメではよくある修しゆう正せいですね」

「それ自体はよかったんだけど、『ヒロインの乳にゆう輪りんがでかい』とかいう理由でプチ炎えん上じようした」

「……………………」

　リアクションに困こまるなあ！

「オレのファンたちが、『この乳にゆう輪りんは原作者の公こう式しき見けん解かいか！』だの『色も悪い！』だのと、常じよう軌きを逸いつした怒いかりのメッセージをオレのツイッターとブログに送ってくるんだ。購こう入にゆうしたＢＤの画が像ぞう付きでだ」

「そ、それは……！　くだらない、とは、言えない……ですよね」

「断だんじて言えない。傍はたからは、どんなに頭おかしく見えようとだ。金払はらってオレの作品を楽しもうとしてくれたやつの言葉なんだからな。くだらないわけがない。ないがしろにしていいわけもない。心の底からそう思う、が、が、が！」

「が？」

「こいつらは本当にバカどもだ！　本当に本当にバカどもだ！　十周くらい周って愛おしくてしょうがねえよ！　そんなんオレに言ってどーする！　絵コンテチェックで乳輪のサイズなんぞ判はん別べつできるわけねーだろ！　エスパーじゃねえんだぞ！　くそう……毎週毎週……毎週毎週だ！　この手のプチ炎えん上じようを巻まき起こしやがって……！　そのたびにオレは、授じゆ業ぎよう参さん観かんで自分のガキがやらかしたみたいな気分になるんだ。もう疲つかれたよ……いつまで続くんだコレ」

　とても読者には聞かせられないが、かつてないほどにキレッキレのネガティブトークであった。

「今日も、原作者自ら関係者のところを回って、『どうか次のお風ふ呂ろシーンでは、この娘この乳輪を小さくしてください』って頭を下げてきたところだ。感かん謝しやしろよバカども」

「それは本気で偉えらいと思います！」

　いちいち露ろ悪あく的てきな人だけど、ファンを愛してはいるんだろうな。

　みにくい愚ぐ痴ちも、なんだかんだいって、決してファンまでは届とどかせなかった。

　そこはこの先せん輩ぱいを、見習いたいと思う。

「ケッ、ここ数か月、こんなんばっかだわ。小説書く暇ひまもねえ。……はぁ……自分の職しよく業ぎようがなんだったのか、最近わからなくなってきた」

　草くさ薙なぎ先輩は、長い長い溜ため息いきをついた。

「和泉いずみ……世界はオレに優しくなかったよ。心に雨が降ふりすぎて、いまにも業界の闇やみを明かす的なネガティブツイートをしてしまいそうだ」

「むやみに自分の職業の悪口を言いふらすのって、ダサいからやめましょうよ」

「勘かん違ちがいするなよ和泉。オレは、決して、新人作家やラノベ作家志し望ぼう者しやたちに向けて、忠ちゆう告こくするつもりで、こんなことを言っているんじゃあないんだぜ？　このオレの嫌いやな気分を、後輩たちに、少しでもお裾すそ分わけしてやりたいだけなんだぜ？」

　一見ツンデレ台詞せりふっぽいけど、普ふ通つうにクズだった。

「いまオレ、世界への怒りをパワーに変えて仕事してる。落ち込んで動けなくなるよりなんぼかマシだが、こんなのは長く続かないよ。最後の輝かがやきだよ。一年後か、明日か、それはまだわかんないけども。いずれ書けなくなるよ、近いうちに。ようするに、オレはもうおしまいだってこと」

「アニメ化決まる前の草くさ薙なぎ先せん輩ぱいも、似にたようなこと言ってましたけど」

　平へい常じよう運うん転てんである。

「いーや、今度こそおしまいだね。作家廃はい業ぎようの危き機きだね。アニメが終わった途と端たん新しん刊かん出さなくなった先輩方の気持ちが、いまのオレにはよくわかる」

　もの凄すごい投げやりな感じで吐はき捨すてる草薙先輩。彼は、ぐーっと伸のびをして、

「よし、和泉いずみを嫌いやな気分にさせて、ちょっとスッキリしたぞう」

「俺に謝あやまりに来たんじゃねーのかよ！」

「じゃ、帰るわ。やることあっし」

　草薙先輩は、くるりと踵きびすを返す。

「先輩、やることって？」

「決まってる、仕事すんだよ。オレはもうおしまいだけど、まだ最後の力がちょっぴりだけ残ってる。……あいつらにとって面おも白しろい小説が書けるうちは、バカどもと一いつ緒しよにボチボチやっていくさ。金も稼かせぎ足りねえしな」

　今度こそ。

　正しよう真しん正しよう銘めい、純じゆん度ど一〇〇パーセントの、ツンデレ台詞せりふだった。




　翌よく日じつ、平日の放課後。北きた千せん住じゆでめぐみと会った。

　めぐみ行きつけのカフェで待ち合わせをし、二人でおすすめのケーキを食べる。

「ごちそうさまでした、おにーさんっ」

「どういたしまして」

「えへへー、年上の男の人におごってもらうとかっ、なんだか大人っぽくていー感じです」

　まるで俺以外の『年上の男』からは、おごってもらったことがないような言い草ぐさだった。

　制せい服ふく姿すがたの彼女と並ならんで、荒あら川かわ方面へと歩いていく。

　するとやがて、桜さくら並なみ木きが現れる。桜が、道の両側に、トンネルのように長く続いているのだ。

　こうしてただ歩いているだけで、晴れやかな気分になってくる。

「おー、満開だな」

「ふふふー、うちの学校で、いま人気のデートスポットなんですよう。おにーさんと来たいなーって思ってたんです」

　来られてよかったです、と、笑う。

「そ、そか」

　二年生になっためぐみは、少しだけ、大人っぽく見える。

「ちょ、めぐみ！　腕うでを組んでくるのやめろって！」

「え～？　嬉うれしいくせにぃ」

　ついデレっとしてしまう自分が許ゆるせないから、離はなれろと言っているんだ！

「そ、それより──」

「はいっ、なんですか？」

　近い近い。顔が近い。

「今日、おまえを呼よんだ理由なんだけど……」

「あたしに『ホームルーム』のお礼をしたい、って言ってませんでしたっけ？」

「それもあるけど──ほら、ホワイトデーのお返しをするって話があったろう」

　めぐみからもらった例の『カタログギフト』の件けんである。

「あー、ありましたね」

「すげー悩なやんだけど……ようやく何にするか決まったから、それを言おうかなって」

「え～？　おにーさんってば、なに言ってるんですかぁ？」

　めぐみは、鞄かばんを片かた手てに、ぴょん、ぴょん、と跳はねるように俺の前に周りこんだ。

　桜さくらの花びらが、彼女の可か憐れんさを引き立てるように舞まっている。

「ホワイトデーのお返しなら、あたし、もうもらいましたよ？」

「えっ？」

　どういうことだ？

「ほ～らぁ、カタログギフトに、ちゃんと項こう目もくがあったじゃないですかぁ」

　当とう惑わくする俺に向かって、めぐみはぐぐっと顔を近づけて、そっと優やさしく囁ささやいた。

「スペシャルサプライズプレゼント。おにーさんが、和泉ちゃんを登校させてくれる」

「あ……」

「素す敵てきなお返し、ありがとうございました♡」

　にひひ、と、笑う。

「……ったく」

　誰だれにでもこれをやっているとするなら、こいつが人気者なのも、わかる気がした。







　そして──

　最後に、二年生になった俺と紗さ霧ぎりの話をしよう。

　四月一日。あの〝定期テスト〟があった日。





　……私も、好き。






　紗さ霧ぎりは、俺にそんな言葉を投げかけた。

　まるで愛の告白のような台詞せりふ。





　──好きな人がいるの。






　いつか紗霧が、俺の告白に対して言った返事。

　紗霧の好きな人、というのは……まさか、もしかして……

　いい加か減げんに、ハッキリさせなくてはいけなかった。というのも、紗霧はあのあと、『開かずの間』に引きこもり、まともに顔を会わせてくれなくなってしまったからだ。

　食事を運ぶたびに、なんとか会話を試みるのだが……

　ここ数日の成果は、京きよう香かさんへの伝言を受け取ったくらいである。

　いや、前みたいに、紗霧が食事を部屋に入れる瞬しゆん間かんを狙ねらえば、直ちよく接せつ会うことはできるんだろうけど、どうにも行動に移うつせなかった。

　恥はずかしくて、照れくさくて……答えを聞くのが怖こわくって。

　ようは、俺も覚かく悟ごが決まってなかったんだな。

「……ぐぬぬ……うう……」

　俺は、うろうろとリビングを歩き回る。妹の顔が、脳のう裏りに浮うかんでは消えていく。

　そうやってソワソワと逡しゆん巡じゆんしたまま、時が過すぎていくというのが、ここ数日の俺だった。

　今日も同じことになりそうだ──と、そのとき。




　どんどん！




　と、天てん井じようから、妹の床ゆかドンの音が聞こえてきた。

　その意味は──

『話があるから、来て』




　呼よばれたからには、行かないわけにもいかない。

　俺は覚悟を決めて、階かい段だんを上り、『開かずの間』の前に立った。

　ノックを二回。しばし待つと、やがてゆっくりと扉とびらが開かれていった。

「……………………」

　妙みようにおしゃれな格かつ好こうをしている紗霧は、俺の姿すがたをみとめるや、かぁぁ、と頰ほおを赤くした。間ま違ちがいなく俺も、同じ表情をしていることだろう。

　兄妹きようだいでこんなたとえをするのはおかしいってわかっちゃいるが──

　大好きだって告白して、

　大好きだって返事をもらって、

　その数日後が、いまなのだ。

　紗さ霧ぎりの『話』ってのは、告白のことに違ちがいないのだ。

　気き絶ぜつしないのが不思議なくらいの状じよう況きようだった。

「……………………」

「……………………」

　お互たがい真っ赤になったまま、沈ちん黙もくの時間が過すぎていく。やがて意を決して言葉を発するも、

「「……あ、あの……」」

　同時に声を出してしまい、再ふたたび沈黙。

「……ど、どうぞっ」と、紗霧が言った。

　お言葉に甘あまえて、俺から切り出す。

「……紗霧……その………………おまえが、この前、言ってくれたこと……だけど」
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　うるうると目を潤うるませ、さらに赤くなる紗霧。

「あ、あれは……あれはね？」

「お、おう」

[image: ]

　紗さ霧ぎりは、ヘッドセットなしで、俺の顔を見て、言った。

「……私、兄さんのことが、好き」

「────」

　そ、そんな……はっきり……。うああ……！　と、溶とけてしまいそうだ……！




「い、妹としてだからっ」




「──えっ？」

「に、兄さんは……私の……お兄ちゃんになりたいんでしょ？」

「……あ、ああ……そ、そう言ったな」

「兄妹きようだいで恋愛なんて、ありえないんでしょ？」

「……そ、そう言ったな」

「じゃあ、私も、妹として、兄さんのことが好き。──なにか、文もん句くある？」

「……ないです」

「むっ……あ、あっそうっ。それなら、話は終わりっ」

　ぷく、と頰ほおを膨ふくらませて言い切る。

　──────強きよう烈れつな仕返しをされたように感じた。

　なんだろう。なんで、俺、そんなふうに思うんだろう。さっぱりわからねーな。

「はぁ……」

　がっくりと肩かたを落とす。拍ひよう子し抜ぬけしたような、安心したような、不思議な気分だった。

　それを見た妹は、

「ばかみたい」

　なにやら怒おこっているようだった。







　あとがき




　伏ふし見みつかさです。エロマンガ先生五巻かんを手に取っていただきまして、ありがとうございました。前巻のあとがきで予告したとおり、五巻前半は、クリスマスとバレンタインというラブコメとしては定番の舞ぶ台たいでお送りしました。

　エロマンガ先生では、レギュラーではない登場人物について、『レギュラーの出番を奪うばわない』『用のないときは出さない』『初しよ期き設せつ定ていした役やく割わりを果たすときのみ登場する』という基き本ほん方ほう針しんでやってきたのですが、今回は趣おもむきを変えて、『既き存そんの登場人物を活用しよう』という目標を立てて執しつ筆ぴつしました。うまく面おも白しろさにつながっていたのなら、嬉うれしいです。

　後半では、一巻から存そん在ざいを仄ほのめかせていたキャラクターを、ようやく登場させることができました。本作では意図的に封ふう印いんしていたタイプのヒロインです。みなさんからの反はん響きようが、楽しみでもあり、不安でもあり。




　近年、腰よう痛つうに悩なやまされ続けていたのですが、この五巻を執筆している期間は、珍めずらしく痛いたみを感じることがほとんどなく、快かい調ちように執筆を進めることができました。

　この解放感が、作品に活力を与あたえていればいいなあ。

　次巻はもっと面白い話にしますので、よかったらまた読んでみてくださいね。

　よろしくお願いいたします。


二〇一五年七月　伏見つかさ
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伏ふし見みつかさ

写真は、読者からいただいたヒロインたちのイラストです。ファンレターをくださった方が、この本を読んでくれているといいのですが。
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「伏見つかさ先生」係

「かんざきひろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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エロマンガ先せん生せい⑤




和泉いずみ紗さ霧ぎりの初はつ登とう校こう








伏ふし見みつかさ
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[image: ]




images/00031.gif
AT

BOOKYWALKER





images/00030.gif





cover.jpeg





images/00028.jpeg





images/00027.jpeg





images/00029.jpeg
BExE 5N http://dengekibunko.jp/






images/00020.jpeg





images/00022.jpeg
ERRIAROBRM

[5AR/ VAR | LDIREI VT ERAORREL
%ﬁfiﬁ%ﬂ&nfzfzn\ﬂitﬁbﬁu

BAEN® : B2+
51 : Bt FWTH (SHRPRED?)

P : RREHFEX FRE1S
RELE : VD545

—RARTA S AMERED | OTHLT ok TLBTER?
BTETTH? [BI2WCE Loha—0?
AVMTCRBAT! CLOLE | —EBEEEETTRLVA | A MIZAZDIR-UE, £5
NTWHAT, TAEHAL & ABELLYET, Feotblr=kiz—nTOE, &>
BhALEL i b, FOZEBEUIBLALEEL
i PHAVEBALLILESTHR
— B, BRCBALTS | —AVX—LOBRIE? DBHENERAT, AESL—
&N, BROFMBE - HLEFHNZ | TEIDYAT, AESL—2T

Az BOBBE TS A— BEIPOBHUSEDLRS, T

HREC2AEEOBMAELL | T HRE-TOREINS, TTP=AMELT AL ES.0K?

o MEE<BHERBIENT

a1z — TN AAERIELSTE | —FIP/AABEREVID
PoLZEBFATTH? B ROEBEEBVETH?

—ZBABYHEITEVE | RBHTAT, LR,

T.TH. BOORMTY. 4 ¥

FAMANMERIELBIERD | —FA P/ AMERICLEST | —HELELERARTT
LOTTH? | [ChRELLEIEBUATER @ »?

A AL L ATER? VEOFLOELRT, RUHE

TrYORIELTOST Y F.8 | RELTOBALSTEID? HO
—IEBCERLFFROLD | LATEAT, S/ AERERENNL, B
TEE? HAREANOF TR LR

AR, BEAOI—F Y EUML | —EABERERVTUBO | HIWLO? >TESTHOLL
ARSEBHIERAALTE, | P BETOLOTHATIES | 0.7/"EA73 Spblx

v, T NTEOBRSA!
—? EIRAETH? EEhgs o 700
BILAN? —LBRE.TRAR. RLG
—n? WERBSHBERFTLINT
—BVEEA.ERT? | CaTRRRNREBOTIAL | TH?
AUHT ) RERICZDROM | Feeee, LIMPBELAIDEINE,
TR LTI | VEELFEEERNG.
B —(ERVRFLABNER  HolbALAENEONG.

DEKAOHEEININE? | T) EBLEARSHROLY | RENFEEH TSNS,
MOTIHDALL ST, YA | TTE?

T LEBLT—LTRARBE | MUsA—I KABROZE | —RVDAABELEYELL,
i BRYEEL.

WA THEDID, RERINS | CodhrmRIE, BARHVEDE

OREAYHABUSE ST, | — TR RO EaPRES | S BTIRIE,

TATEBBADOLALIE B | NREPSERLLDIC. DA






images/00021.jpeg





images/00024.jpeg





images/00023.jpeg





images/00026.jpeg





images/00025.jpeg
e ¥ ¥ 73 K £ O






images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg
I%A v v 71 % £ 60

*/






images/00018.jpeg





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg
1 ARATOEEMEHE

TOVVHRE

- 5
ZUo5OME. o Al

CEERE)

WEBTILT

FonAoR
: n et “
4 €D,

A
5
%
g |3
B Yy

E:E-7:5. AdB%vhib!

b ¥ 4 1






images/00014.jpeg
1ABRATO

IOV
" mwnnBn

HRIY LR

,’A 5
: "'

FEZEVBRY T,
CARBELTLEIA?






images/00002.jpeg





images/00001.jpeg





images/00004.jpeg
lasamune Izumi
& FORIER e
-

"
OHBELTUS, PNiE
HRIFLRZIEY

EF0.BOIEHEGOM, BED
SjasurHTOTLREE
DSPNTASAR—S—#LT
Lig. AssuRticomsa,

Turamasa Senjya

FRLSV Yo

oRUNE. ERORTI I |
HIOFL—EWOLWER
NBEETRBLTOS. —

SR,
R, P=A LR T





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg
eromanga
sensei

VINKL @ & 2FoHoN .
ﬁuovsn._.l_._
N\

—






images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





